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　それは梅雨もすっかりと明けて空の色が抜ぬけるような夏の青になることが多くなるとともに近づく夏休みの気配に触しよく発はつされて教室のみならず学校全体がどことなくそわそわとした空気に包まれる、七月も中旬に差さし迫せまったある日のことだった。

　人の話し声で賑にぎわう昼休み。

　その日も仲のいいクラスメイトの男子何人かと購こう買ばいで一番人気の焼きそばパンとカニクリームコロッケパン（合わせて三百円）を買い終わり行いく人とが教室に戻ってくると……何やらクラスの様子がおかしかった。

　ひそひそ……ひそひそ……

「……？」

　周りから中世ヨーロッパでよく暗殺に使われた毒物みたいな声が聞こえてくる。

　何だろうね……？

　どことなく剣けん吞のんとした感じというか何かを探り合う雰ふん囲い気きというか……あれ、なんかクラスメイトたちがみんな行人の方を見ながら話をしているような気がするんだけど……。う、うーん、これはどうしたんだろう。購買に行っている間に何かマズいことでもあったのかな……などと思いながら改めて周りを見み渡わたすと。

「……あ」

　すぐにその理由が分かった。

　教室窓側の一番後ろ。

　ベランダに通じる出入り口に面した行人の席。

　見るとそこには……何やらものすごい形相でこっちをギランと見み据すえながらゴゴゴゴゴ……！　と殺気混じりのオーラを発する荒あらぶるヌートリアのポーズを取る女子生徒の姿があった。

「す、澄すみ花か？」




「こ、このダイオウグソクムシ～！」




「!?」

　いきなり四年間食べ物を食べていないことで有名な海生甲こう殻かく類るい扱あつかいされた。

「ど、どこに行ってたのよ！　こ、この野に咲く一輪の小さな花みたいに可か憐れんでか弱い澄花ちゃんを置いてふらふらとタンポポの綿毛みたいにのんきに徘はい徊かいしてるだなんて……！　いつだって完全調教されたご主人様に絶対服従な愛あい玩がん犬けんみたいに傍そばにいて離はなれないって約束したでしょ！」

　その小さな身体からは想像もできないほどの大きな声に。

「お、おい調教だってよ……」「犬とか何とかも言ってた……」「ていうかあの子だれなんだ……？　なんかちっちゃいし、初等部の後こう輩はいとか……？」「え、じゃあロリコン……？」

「！」

　周りのクラスメイトたちが一いつ斉せいに犯罪者を見るような目でこっちに顔を向けるのを感じた。あ、あれ、これなんかマズイ雰ふん囲い気きじゃないか……？

「ちょ、ちょっと澄すみ花か……」

「こ、これはもう一度きちんと再教育して上下関係ってものを骨の髄ずいから教えておく必要がありそうね……！　ほ、ほら、そこに座りなさい！　お手お座りお回り！　ジャ、ジャンピング土下座っ！」

「わ、分かった、分かったから少し落ち着いてくれって……」

「ふ、ふ～、ふ～……」

「ちょ、ちょっと廊ろう下かに行こう？　な？」

　お気に入りのマタタビを目の前でトンビにかっさらわれたネコみたいに興奮する澄花を強引に廊下に連れ出す。

「そ、それで、どうしたんだ一体……？」

　いきなり机の上で南アメリカ原産の外来ネズミのポーズを取って待ち構えているだなんてただ事じゃないだろう。なのでそう尋たずねてみたところ。

「い、行いく人とは釣つった魚にはエサを与えないタイプでしょう……？」

「え？」

「そ、そうよ、そうに違ちがいないわ……そうじゃなければそんな飼かい慣ならされてニコ動とかYouTubeとかで経過観察されることに迎合したダイオウグソクムシたんみたいなノンキな顔をしてこんなひどい仕打ちができるはずがない……」

　いきなりそんなことを言い出した。

「い、いや、だから何なんだって……」

　さっぱりワケが分からない。

　話を総合すると澄花は行人が、その、ダイオウグソクムシ？　とやらに似ていてなおかつ魚にエサを与えなかったことにお怒いかりになっているのか……？

　すると。




「…………ご、ご飯を一人で食べるのは、さみしいじゃない……」




「え？」

「……ふ、普ふ段だんからご飯を一人で食べている人はご飯をだれかといっしょに食べている人と比べて孤こ独どく死しを迎える確率が三○パーセント高いっていうのに……！　……そ、それもあんな味方一人いないアウェイで一人にするなんてほとんどサバンナに一人で放り出されるみたいなものよ……！　リアルに『お前サバンナでも同じこと言えるの？』状態よ……！　こ、このままじゃストレスに耐たえきれずに行いく人とみたいにハゲあがっちゃうかだれの目にも触ふれないようにトイレ飯をするしかなくなっちゃうわ……うっ、うっ……」

　両手で顔を覆おおいながら小刻みに肩かたを震ふるわせる。

「……」

　……ああ、うん、そういうことか……

　澄すみ花かの言っている内容。

　さらりと行人をディスってた上に色々と回りくどくて分かりづらかったけど、それがようやく分かった。

　──この元プロ登校拒きよ否ひのひきこもりっこが学校に来るようになってから今日で一週間が経った。

　七年の沈ちん黙もくを破っての高校デビュー。

　それに伴ともない色々と澄花の周囲の状じよう況きようも変わった。

　登校拒否を止めたということは当然毎日学校に来るということだし、毎日学校に来るということは必然的に学校の雰ふん囲い気きやそのシステム（？）に慣れなくてはいけないということだ。

　それは確かに今までずっと引きこもりだった澄花にとっては大変なことだったと思う。

　もちろんそれに対してのフォローは色々考えた。行人たちは二組で澄花は三組だから色々と限界はあったけど、それでも三組の友達に澄花を紹介したり、休み時間毎に様子を見に行ったりしたし、登下校は必ずいっしょに（リヤカーで）することにした。

　その他にも澄花が学校に馴な染じむための方策はできる限りのことを考えたと思う。

　そして今問題になっている昼休みの過ごし方についても……行人は何も考えなかったわけじゃなくて、最初の内は行人と夏か奈ながいっしょに屋上で食べていた。だけどいつまでもそれじゃあクラスに馴染めないんじゃないかということで今日からひとまず様子見ということで澄花一人で昼ご飯タイムを過ごさせてみることにしたのだった。だけどまさか一日も経たずに音ねを上げてくるなんて予想外……いや、この元プロひきこもりっこなツンデラックスガールならあり得たか……

「も、もうあんなその場で息をしているだけで窒ちつ息そくしちゃいそうなキラキラリア充じゆうどもの巣そう窟くつなんかには戻もどらない……！　このままじゃ『私がモテないのはどう考えてもお前らが悪い！』の智とも子こちゃんみたいになることは火を見るよりも明らかよ……！　そ、そうならないように行人はちゃんと責任をとって登校から下校までの間、余すことなく私の面めん倒どうを見てちょうだい……！」

「いやでもそこはほらクラスに慣れるためだってことで澄すみ花かも納得して──」

「も、もうそんな過去の話はいいのっ！　過ぎ去った過去よりも大事なのは現在とこれからやって来る未来だもの！　だからここで行いく人とといっしょにご飯食べる！　食べるったら食べる～！」

「……」

　両手を子供みたいにばたばたとさせながらそんなことを連呼する。

　……うーん、困ったな……

　というかキラキラリア充じゆうって、三組は別に普ふ通つうのクラスだろうに相変わらず自じ虐ぎやく的てきというか何というか……

　まあそれはともあれ澄花の言う通りにしてここで二人だけで昼ご飯を食べるのは簡単だけど、それじゃあいつまで経っても澄花が学校に馴な染じめない。何とか夏休みに入る前にある程度学校に溶とけ込こんでいないとまた元のひきこもりっこ生活に戻もどらないとも限らないんだよ。かといって澄花がこうと言い出したら周りの意見をなかなか聞かないのもすでに分かりきっていることだし……

「……」

　……ひとまず、ここは折せつ衷ちゆう案あんか。

　とりあえず今日のところは澄花の意見も取り入れつつ、先々への前まえ振ふりを残す感じにするしかないだろう。

　行人は心の中で軽くため息を吐ついて。

「……分かった。それじゃあとりあえず三組に戻ろう。そこでいっしょに昼飯を食べるんでいいか？」

「え……？」

「一人で昼休みを過ごすのはまだ気が進まないってのは分かった。だけどせめて少しでもクラスの雰ふん囲い気きに馴染むためにも食べる場所は三組にする。それでいいか？」

「……」

　その言葉でも澄花はまだ納得がいかないようだった。

　だけどやがて諦あきらめたように不承不承うなずいて。

「………………（こ、こくっ）」

　そんな次第で三組に行っていっしょに昼飯を食べることになったわけだが……
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「……」

「……」

　何というか、澄すみ花かの言った通りの雰ふん囲い気きだった。

　教室の中では三組の生徒たちが和やかに楽しそうに笑い合っていて、そして皆みな行いく人とたちのことを特に気にした様子もなく各々でお喋しやべりに花を咲かせている。そんなこの上なく和気あいあいとした空気とは対照的に行人たちのいる教室の隅すみっこ（基本的に無言）はまるでここだけエアポケットに陥おちいってしまったみたいな真空状態に（人口密度的に）なっていて……

「……」

　う、うーん、なんかここにいると本当に周りの三組の生徒たちがキラキラと光り輝かがやくリア充じゆうに見えてくるな……いやまあそれは澄花の借りてきたペルシャ猫ねこみたいな周りを警けい戒かいするオーラと、だれも話しかけてこないどころかだれもこっちに対して目を合わせようともしてこないことが主な原因となっているんだけど……

「な、なあ澄花、だれか一人くらい話せる相手とかはできてないのか……？」

　空気に耐たえきれずにそう震ふるえ声ごえで尋たずねてみたところ。

「そ、そんなのできるわけないでしょ……！　な、夏を目前にして盛りがついたちゃらいリア充たちは地味で見苦しい引きこもりなんかとは生きている世界が違ちがうんだから……」

「いやだからそこまで自分を卑ひ下げせんでも……。それに中にはそういう連中もいるかもしれないけど、でも紹しよう介かいした大おお崎さきさんとかはリア充とはおよそほど遠い感じの人ひと柄がらだっただろ……？」

　大崎さんというのは澄花が学校に来るにあたって行人が紹介した三組の生徒である。行人とは同じ中学出身の友達で、真面目で大人しい控ひかえめな性格だったはずだ。あの子なら澄花でも普ふ通つうに話せると思うんだけど……

「……って、お、噂うわさをしてみれば。おーい、大崎さーん！」

　と、ちょうどそこで廊ろう下かから教室に入ってくる大崎さん（メガネ）の姿が目に入った。なので手を振ふって呼びかけてみたところ。

「あ、柏かしわ崎ざきくん……それに、あ、は、花はな屋や敷しきさん……っ！（びくっ！）」

「？」

　アマゾンの電気ナマズに八百ボルトの電流を流されたみたいな反応を示した。

「??　あのさ大崎さん、今俺たち昼飯を食べてるんだけどよかったらいっしょに──」

「あ、ご、ごめんなさい……！　わ、私、今から先生に呼ばれてて職員室に行かないといけない用事があったから……！　い、行くね？（びくびくっ）」

「え、あ……」

「そ、それじゃあ──」

　早口でそう口にすると逃にげるようにそそくさと大崎さんは行ってしまった。え、どうしたの……？

　まるで取って食われるみたいな反応。

　ワケが分からずに首を捻ひねりながら隣となりの澄すみ花かの顔を見ると、ちょうどダシ巻き玉子を口に運ぼうとしていたツンデラックスガールはつつつ……と目を逸そらした。

「……あのさ澄花、もしかしてとは思うけど大おお崎さきさんに何かした……？」

「な、何もしてないわよ。ただ……」

「ただ？」

「た、ただあの巨乳のメガネっ娘こ……わ、私が引きこもりで貧乳でちっぽけな三軍だからってバカにして、飛べない豚ぶたを上から睥へい睨げいするみたいな目で色々と世話を焼こうとしたりやたらと話しかけてきたり、『あ、ね、ねえ花はな屋や敷しきさん、よかったらスマホの番号とアドレスを教えてくれないかな……？　ツイッターもフォローしていい……？』なんて言ってあとで学校裏掲示板で晒さらしたりツイートを悪意あるリツイートしたりするために個人情報を取得しようとしてくるから……。だ、だから、ちょっと雛ひな見み沢ざわ症しよう候こう群ぐんのレベル５になったマネをして喉のどをかきむしって威い嚇かくしただけよ。い、言ってみれば正当防衛ってやつね」

「いやそれ完全に過か剰じよう防衛だから！」

　そんなことしてたのか……

　そりゃあ大崎さんもイリオモテヤマネコを前にしたハムスターみたいなリアクションを取るよ！　せっかく色々気にかけてくれてたってのに……まあ澄花にも悪気はないだろうから（ただ自じ虐ぎやく的てきなだけで）仕方ないっちゃ仕方ないのかもしれないけど……うん、ひとまず後で大崎さんには全力で謝っておこう。

　その後もいっしょに昼食タイムを過ごしたが、状じよう況きようは変わらなかった。

　基本的に話しかけてくる生徒はほとんど皆かい無む。

　時々本当に希まれに近所の雑木林でオオクワガタが見付かるくらいの割合で声をかけてくる相手はいたんだけど（先生に提出するプリントを回収するとかで）、澄花は弁当の毛ガニの塩ゆでを解体するのに夢中で聞こえないふりをするか、鎌かま倉くらの大仏のごとく無愛想にじろりと睨にらみ返かえすか、ささっと行いく人との陰かげに隠かくれるかの三さん択たくであって……や、ほとんどコミュニケーションになっていない。まあ……さっき聞いた大崎さんとの一件からしてこの結果は予想できていたといえばできていたけど。

　ただ見た感じ、別に澄花は嫌きらわれたりしているわけじゃなさそうだった。

　三組の生徒たちも澄花のキャラが摑つかめずに計りかねているというかどうやって接したらいいか分からずに扱あつかいかねているというか……まあでもそれもそうか。入学以来これまで一度も登校してきていなかった正体不明のＵＭＡみたいなクラスメイトが突とつ然ぜんやって来た。それもそのクラスメイトが容よう姿し端たん麗れいで成績優秀、おまけに中身がすこーしばかり（婉えん曲きよく表現）残念ときている。どう対応していいか躊ちゆう躇ちよしない方がおかしいってもんだ。

　とまあそんな感想を抱いだきつつ昼食も終わり。

「それじゃあもう昼休みも終わりだし、俺おれは行くな」

「あ、う、うん……」

「授業中に隠かくれて『拡かく散さん性せいミリオンアーサー』とかをやってないでちゃんとノート取るんだぞ。じゃあ──」

　そう言って二組に戻もどろうとして。

「ま、待って……！」

「ん？」

　呼び止められた。

「あ、あのさ……授業が終わったら、ちゃんと迎えにきてよね。い、行いく人との顔はとぼけた犬みたいだけど見てると何だか落ち着くし、今日は帰ったら来週に行く新しい『聖地巡じゆん礼れい』の打ち合わせをするんだから……」

「ん、ああ、分かってる。今回の候こう補ほは千葉だったっけ」

　確か前に話していた時にそう言ってた気がする。

　するとその言葉に澄すみ花かはぱあっと表情を輝かがやかせて。

「あ──う、うんっ♪」

　まるで花が咲くような笑顔を見せた。

　うーん、こうやって笑っていれば普ふ通つうの……というかかなり可愛かわいい部類に入るのにもったいないなあと思っていると。

　周りがザワッとざわめくのが聞こえてきた。

「お、おい、あの花はな屋や敷しきさんがだれかとまともに話してるぞ……」

「本当だ……それもあんなアゴをごろごろされた猫ねこみたいな心を許した顔で……」

「花屋敷さんってあんな顔して笑うんだ……ていうかあの人、だれなの？　そういえばさっきから当たり前みたいにいたけどうちのクラスの人じゃないよね……？」

「さっき大おお崎さきさんをいじめてた人じゃない？　なんか目付き悪いし……」

「……」

　いや大崎さんが肉食動物を前にした被ひ捕ほ食しよく動物みたいに怯おびえていたのは澄花に対してなんですが……

　それにしてもやっぱり澄花は周りから色々と注目されている存在ではあるんだな。

　良くも悪くも目立つ存在だし、それはしょうがないっちゃあしょうがないことなのかもしれないけど……







　放課後になった。

　授業が終わった後に行人は言われた通りに三組まで澄花を迎えに行って、校舎裏の駐ちゆう輪りん場じように停めてあるコタツ搭とう載さいリヤカー（ヘラクレスマークⅡ）に乗せた後に、向かったのは花屋敷邸ていだった。

「ふう……今日も疲つかれたわ。登下校って意外に体力を使うのね。体力回復に糖とう分ぶんがほしいところだわ（おやつ食べたい）」

　到とう着ちやくして玄げん関かんに入るなり澄すみ花かがそんなことを口にする。

「いや澄花はリヤカーに乗って『ＬＩＮＥポコパン』をやってただけじゃ……」

「（聞こえないフリ）ふう……本当にくたくただわ。あれは集中力と反射神経とを限界まで酷こく使しするの。ある意味知的短たん距きよ離り走そう……もう少しで四百五十万点いったのになー」

「お疲れさまです、澄花さん♪　イクイクさんも♪」

　しれっと行いく人との言葉をスルーする澄花にどう突つっ込こもうかと悩んでいると、出迎えてくれたのはエプロン姿の謎なぞの家政婦さんこと雪ゆき下した美み奈な衣いさんだった。

　いつも通りのにこにこ笑顔で労いの言葉をかけてきてくれる。

「今日も暑かったでしょう。すぐにお部屋に冷たい飲み物を持っていきますね。麦茶でいいですか？」

「あ、はい、すみません」

「あ、美奈衣美奈衣、私はスパイラルグレープがいい！　あのドクターペッパーにも似たケミカル系の後味がクセになるのよね」

「はいはい、了解いたしました～♪」

　そんな美奈衣さんの声を背中に受けて。

　三階にある澄花の部屋へと二人で向かう。

　毎日学校が終わるとこうして花はな屋や敷しき邸ていへとやって来て『聖地』のジオラマを作ったり、『聖地巡じゆん礼れい』についての相談をしたり、はたまたそれらとは関係のない他愛もないことを話し合ったりするのは、澄花が学校に来るようになってからも変わらず続いていた。

「さ、今日も色々やることがあるわよ。まずはブログに先週の聖地のレポートを書いて、その後に『はにかみ澄花ちゃんねる☆』を更新して、最後には来週行く『聖地巡礼』のミーティングをして……ふふふ、楽しみだな～♪」

　うきうき顔でそう口にする澄花。

　だけどその前に、行人としては少しだけ触ふれておかなければならないことがあった。

「──あのさ澄花、今日の学校でのことなんだけど……」

「ん？」

「やっぱりさ、何ていうか澄花はもう少し三組に慣れた方がいいと思うんだ。これから半年間通っていく場所だし、このままずっと昼休みは二組でってわけにはいかないだろうし……」

　それは昼休みの一連の出来事を見ていて行人が思ったことだ。

　もちろんすぐに海から生まれ故郷の川に戻もどったシャケのごとくしっくりと馴な染じむとは思っていない。

　でも少しずつでもその努力はしていかなければならないと思うんだよ。やっぱり学校に通う以上は自分のクラスというものには馴な染じんでいかなければならないのであって……

　だけど行いく人とのその言葉に。

「い、いいのよ別に。リア充じゆうたちの浮うかれたコミュニティなんかには興味はないし、向こうだって、私のことなんか目に入ってないでしょ。昼休みは行人のところに行けばいいんだから」

　顔を横に向けながらきっぱりとそう言い放つ。

「いやでもだな……」

「い、いいったらいいの！　そ、それに私、別にあそこに馴染んでないわけじゃないんだからねっ。ぼっちなのは話す相手がいないとかじゃなくて……そう、一人の方が落ち着くから一人の時間をあえて心の底から満まん喫きつしてるだけなのっ！　二組に行くのだって別に三組に居づらいからってわけじゃなくて、い、行人に会いたいからよ！　ぷ、ぷいっ」

「……」

　相変わらず本当に頑がん固こというか素直じゃない感じだなー。

　クラスに溶とけ込こめて友達ができるならそれに越したことはないだろうに。

　とはいえここであんまり強く言って「も、もうそんなに小こ姑じゆうとみたいにうるさく言われるなら学校になんて行かないっ！」なんて言い出されても困るし、それに何だかんだ言ったって毎日昼休みに二組まで来るなんてそうそう続かないだろう。四限に体育がある時とかは着き替がえなんかで忙いそがしくてあんまり時間が取れないだろうし。

　なのでこの場は一歩引いて。

「……分かったよ。澄すみ花かはぼっちなんじゃなくてあえて一人でいるだけなんだな？　それで今日は何から始めるんだっけ？」

　その言葉に澄花は不承不承といった感じにうなずいて。

「わ、分かればいいのよ、分かれば。まったく、行人は旅行者が少し油断するとすぐに鹿しかセンベイを奪うばい取とっていく奈良の鹿みたいに失礼なんだから……」

「……」

「……ええと、それでさっきも言ったけど、今日はまずは今晩放送するニコ生の準備から始めるつもりだから。行人にはひとまずこの前江えノ島しまで撮とった動画の整理をしてもらうからお願いね」

「ニコ生……」

　ってあれだよな、撮さつ影えいした『聖地巡じゆん礼れい』のレポートをネット上で発表する。

　その単語は前から何度か聞いていたけど、実のところ行人には具体的に何をやるのかはよく分かってなかったりした。なんか放送するってくらいしか……（小こ並なみ感かん）

　そんな行人に。

「あれ、行人、ニコ生のやり方について説明してなかったっけ？」

「ん、ああ、してもらってない。というかそもそもどういうものかあんまり分かってない。なんか色々やってネットで放送するものだってのは分かるんだけど、それ以外は……」

「ああ、うん、そっか。行いく人とはあんまりネットとかには詳くわしくないっていうかサバンナにおけるインパラレベルだもんね。──ん、しょうがないなー。だったらサバンナにおける女王様ライオンレベルな澄すみ花かちゃんが行人のために特別講こう義ぎをしてあげる。心して聞くんだよ？」

「はいはい」

　うなずき返すと澄花は満足そうにうんうんと笑って。

「ふふー、えっとね、簡単に言えばニコ生っていうのはニコニコ動画のサービスの一つで、ライブストリーミングの動画共有サービスのことかな」

「ふんふん」

「ニコ動の方は分かるよね？　あれは基本的にはアップされる動画を見るためのサービスだけど、ニコ生はむしろその逆。要するに自分が動画を配信する側になって、だれでも全世界に向けて生放送とかができちゃうってわけ」

「生放送……」

「そっ。前まではパソコンを使ってしかできなかったけど、最近ではスマホとかPSVITAとかのモバイル機器とかを使ってもできるの。私の『はにかみ澄花ちゃんねる☆』は編集とかもあるから録画したものを使ってるけど、その気になれば『聖地』に行きつつiPhoneとかで同時撮さつ影えいしてリアルタイム『聖地巡礼』を放送することだってできるんだから。てゆうかいつかやってみたいなあ……」

「へえ……」

　それはすごいもんだな。

　技術の革かく新しんってやつは本当に著いちじるしいというか、スマホなんて今はほとんどだれでも持っているものだから、それはつまりだれでも簡単に生放送を発信できるってことか。

「行人も慣れてきたら自分でアカウントを取ってやってみるといいと思うよ？　基本的にアカウントを取って少し設定をいじるだけだから簡単だし、すっごく面白いんだからっ♪　ほら、詳くわしいことは前に私が調べたこのファイルにまとめてあるから、これあげる」

「あ、うん、サンキュ」

　そう言って澄花がメールで送信してきたもの。

　そこには『はじめてのどきどきニコ生♪』と書かれた添てん付ぷファイルがあった。いやいつの間にこんなものを作ってたんだ……？

　大まかな内容としては。




①プレミアム会員のアカウントを取得する。

　↓

②自分のコミュニティを作る。

　↓

③放送に必要な機材やソフトを購こう入にゆうする。

　↓

④放送についての説明文を記き載さいする。

　↓

　放送開始!!




　らしい。

　むう、これを見る限りだと本当に簡単っぽいな。これだけでだれでも全世界に向けて生放送が配信できるなんて、まったくもってすごい世の中になったもんだね……（隠いん居きよした老人のような感想）。

　それにしてもこうして『聖地巡じゆん礼れい』やそれに関することを話してる時の澄すみ花かは本当に生き生きとしてるんだよな。まさに水を得たクロマグロというか。やっぱり『聖地巡礼』はこの元ひきこもりっこにとって特別なものってことなのかね。

　改めて澄花の『聖地巡礼』に対する思い入れの深さを感じる行いく人とに。

「──さ、それじゃ行人、さっそく手伝ってもらうわよ。こないだ撮とった画像を場所ごとに整理してサーバーにアップロードしてちょうだい」

「ん、どうすればいいんだ？」

「えっと、まずはねまずはね──」

　澄花にやり方を教えられて作業を始める。

　まあ、色々と忙いそがしくはあるけど。

　こんな毎日自体は──悪くないと思うんだよ。







　──ただ行人としてはさっきも少し触ふれた通り、懸け念ねん事じ項こうもあった。

　澄花の三組エスケープ問題。

　昼休みに行人のもとへやって来てしまい自分のいるべき場所である三組にちっとも馴な染じまないということである。

　とはいえこれもさっき言げん及きゆうしたように、行人としてはさすがにそんな状じよう況きようは毎日は続かないと思っていたんだけれど……







　　　２




　甘かった。

　前に鎌かま倉くらに『聖地巡じゆん礼れい』に行った時に話題にあがった二段重ねのホットケーキくらいに甘かった。

　いちおうやんわりと三組で昼休みを過ごすように促うながしたその翌日。

　澄すみ花かはまったく気にした様子もなく昼休みに二組にやって来た。

　それだけじゃなくてその翌日も、またその翌日も、そしてそのまたまた翌日には昼休みだけじゃなくてとうとう中休みの時間にまでやって来るようになった。

　休み時間のほとんど二分の一を二組で過ごすサイクル。

　おかげで二組では休み時間ごとの澄花の来訪はちょっとした名物になってしまい、それに伴ともない『行いく人と＝ロリコンイクイク説』が浮ふ上じようしてきた。いやいくら澄花はこうちんまく見えても同級生なんだって言っても聞かないというか、「いやロリコンって、実じつ年ねん齢れいがどうこうじゃなくて見た目が幼い相手を好むからロリコンなんだろ？」って言われてグウの音も出なくなった。友達からも「行人が遠いところへ行ってしまった……」「その名の通りあっち側（特とく殊しゆ性せい嗜し好こう）の世界へイクイクってことか……」「まったく、嘆なげかわしい……」などと言われる状態であって……

「…………」

　……う、うーん、これは本格的に何とかしないとまずいかもしれない。

　なんかこの現状が周囲に認知されてきてしまっているし、今では澄花は二組にコタツまでをも持ち込んで休み時間毎にまったりと行人の後ろでスマホでソーシャルゲームやらＳＮＳやらをやる始末である。行人の席の後ろの空間はすっかり澄花スペースになってしまってるし……

　いや別に二組に馴な染じむのが悪いってわけじゃないんだよ。

　何であれ学校に居場所ができるのはいいことだ。

　だけどその前に本来ホームグラウンド（？）であるはずの三組にぬらりひょんのごとくヌルリと溶とけ込こむのが先だろうというか、今のこのただ三組にいるのがイヤだからっていう消極的な動機で二組に来ているっていう状じよう況きようが問題なのであって……

「ありゃりゃー、澄花、すっかりうちのクラスのマスコットみたいになっちゃったねー」

「夏か奈な……」

「うーん、イクイクの傍そばにいるのがよっぽど居心地がいいんだろうけど、これじゃあ学校に来てるのかイクイクのところに来てるのか分からないっていうか……。それは澄花がイクイクっ子なのは分かるけど、せっかく学校に来てるんだからもう少し学校の、っていうか自分のクラスの雰ふん囲い気きに馴な染じんだ方がいいよねえ……」

[image: ]

「……」

　……やっぱそうだよな。

　学校に来るようになってくれたのはいいことなんだけどこのままの振ふり返かえればやつがいる状態でいいとは思えない。

　何とか澄すみ花かを三組に居着かせる（？）ようにしないと……

「…………」

　とはいえどうしたものか。

　口頭でやんわりと注意するのはもうやったしそれとなく三組に戻もどるように促うながすってのももうやった。

　かといってここで「もう昼休みに二組に来るな！」と強く言って突つき放はなすのはさすがにやりすぎだと思うんだよ。七年間学校に来てなかった澄花にいきなりそれは色々とハードルが高すぎるだろうし、このツンデラックスガールはこう見えて意外にお座ざ敷しきに慣れ親しんだチワワみたいに打たれ弱いところがあるし……

「…………」

　……うーん。

　……難しいもんだな。

　あちらを立てればこちらが立たずって感じだ。

「……」

　──ともあれここはまずは基本に立たち戻もどることが大切か。

　澄すみ花かが何とか自然に三組に居着くことができるようにする。

　そのためにはまず情報収集が必要だろう。とりあえず澄花が三組で一体どういったクラス生活（？）を送っているのか、行いく人とたちがいないところでどんな風に周りのクラスメイトたちと接しているのか、まずはそれを知っておくべきか。や、この前いっしょ昼飯を食べた時に多少は分かったけど、あれは昼休み限定のシチュエーションだし。

「──よし」

　なので行人は立ち上がって。

「夏か奈な、とりあえず澄花のことを頼たのむ」

「え？　どこ行くの？」

「三組だ。ちょっと色々情報収集してくる！」

　そう行って行人は二組を飛び出した。

　向かった先はもちろん──







「大おお崎さきさん──ちょっといい？」

「あ、柏かしわ崎ざきくん……どうしたの、そんなに難しい顔して……？」

　行人の顔を見ると大崎さんはその人の好さそうな顔を傾かたむけてそう声をかけてきた。

「ん、ちょっと澄花について話があって……」

「え、は、花はな屋や敷しきさん……（びくりっ！）」

　その単語に大崎さんが怯おびえたように身を震ふるわせる。

　まあ、当然といえば当然の反応ですよね。

「あー、うん。何ていうか警けい戒かいするのも分かる。でもちょっとだけ聞いてほしいんだ。あのさ──」

「……？」

　怪け訝げんな表情になる大崎さんに、行人は事情を説明した。

　初めて登校してきてからまだ日が経っていないため色々と緊きん張ちようしていること、澄花があまり人と接するのに慣れていないこと（七年引きこもっていたという話は誤ご魔ま化かした）、おそらく少しばかり過か剰じようなアレはそういった澄花なりの防衛本能なんだろうって話もした。

「……そ、そっか、花屋敷さん、別に私たちのことが嫌きらいだってわけじゃなくて……」

「うん、だから少し大らかな目で見てもらえると……」

「う、うん、そういうことなら……。あの時はちょっとびっくりしちゃったけど……」

　胸に手を当てながら大おお崎さきさんがうなずく。

　だけどその表情から警けい戒かいの色は消えていた。

　さて、本題はここからだ。

「あの、それでさ、少し訊ききたいことがあるんだけど……三組での澄すみ花かの様子を教えてほしいんだ。どんな風なんだ？」

「花はな屋や敷しきさんの？」

「ああ、普ふ段だんの挙動とか、どういう風にして過ごしてるのかとか……」

　その問いかけに大崎さんは口元に指を当てて。

「うん、えっと、そうだね……普段はだいたい一人でいる感じかな？　ずっとスマホを見てることが多いかも。ちらっと見えちゃった感じだとゲームをやってたりツイッターとかブログとかを見てたり動画を見てたり……」

「ふむふむ」

「時々iPhoneで音楽を聴きいたり、Kindleで本を読んだり、机に突つっ伏ぷして寝ねたりもしてるかも。その、何かすごく話しかけるなオーラが出てるように見えて、話しかけようとしてもみんな気後れしちゃって……」

「ふ……む……」

「それでも話しかけようとする人はいたんだけど、机に近づいていくとすっと席を立っちゃって、そのまま授業が始まるまで帰ってこなかったりで……。たぶん、まだ花屋敷さんとまともに言葉を交わした人って一人もいないんじゃないかな……」

「…………」

　何ていうか、聞けば聞くほどダメダメだなー。

　完全に心を閉ざしているというか全面的にコミュニケーション拒きよ否ひである。いやまあこれはある程度は予想はできていたことだけど。

　とはいえあまりにあまりな元ひきこもりっこのコミュニケーション不全っぷりに心の中でため息を吐ついていると。

「あ、でもね、花屋敷さん、ここのところはちょっとだけ違ちがってきてるような気もする……」

「え？」

「少し前まではそんな感じだったんだけど、最近は変わってきたっていうか……気が付くとこっちのことを見ながら何かを話しかけようとして慌あわてて目を逸そらしたり、話しかけられた時はぶっきらぼうだけどがんばって会話を続けようとしたりしているように見えたの。どうしてそんなに一歩引いたスタンスなのか分からなかったんだけど……柏かしわ崎ざきくんの今の話を聞いたらそれも無理もないかなって思う」

「そうなのか……」

　その言葉に少しだけ感かん銘めいを受けた。

　澄すみ花かも澄花なりに少しずつだが今の状じよう況きようを変えようとがんばっていたのか。

　二組でコタツinしている姿からはまったくもって想像がつかなかったというか。傍はたから見ればそれはミドリガメの歩みに見えるかもしれないけれど、きっとそれは澄花にとってはガメラの一歩並の大きな変化なのであって……

「……」

　……だったら、なおさら現状を何とかしなければならないよな。

　澄花が三組に馴な染じんで楽しい学校生活を送る。

　そのために行いく人とができること。

　何にせよまずはこの大おお崎さきさんを基点としてとっかかりを探していくのが一番であって……

　そのためのうまい方策を頭の中で考えていると。

「──あのね、私たちも花はな屋や敷しきさんのことをもっと知りたいと思ってるんだよ」

「え？」

　と、大崎さんがそんなことを口にした。

「やっぱりせっかく同じクラスになったんだもん。それってやっぱり何かの縁えんだし、どうせなら仲良くもなりたいなって……」

「大崎さん……」

　まさか向こうからそんなことを言ってくれるなんてな。

　やっぱり大崎さんは気のいい子だね。いくら澄花に色々と事情があったとはいえ、普ふ通つう最初にあれだけのことをされたら腰こしが引けてしまってもおかしくないだろうに。

「それでね、実は今度の休みの日に何人かで花屋敷さんをどこかに誘さそってみようかって話も出てたの。私はちょっと、その、花屋敷さんは最初は怖こわいなって思ってたから遠えん慮りよしようかと思ってたけど、今の話を聞いた後なら行きたいと思う」

「そうなのか……」

　しかもそこまで考えていてくれたとは。

　というか学校外に誘ってみようっていうのはいいアイデアだと思う。

　場所が変われば気分も変わるから開放的になるだろうし、何より学校という澄花が抵てい抗こうを覚える場所から離れるのはいいかもしれない。ただ問題はあの『聖地巡じゆん礼れい』に関すること以外には基本的にインドアでひきこもりっこなツンデラックスガールがそれに乗ってくるかってことなんだよな。そもそも大崎さんをはじめとした三組のクラスメイトたちにはヒゲを引っ張られた猫ねこみたいに「しゃー！」と警けい戒かいモードに入っているわけだし……

　……ん？

　と、そこであることが頭をよぎった。

「あのさ大崎さん、その行き先ってもう決まってるの？」

「え？　ううん、まだだけど……」

「そっか。だったらそれ、俺おれに決めさせてもらっても大だい丈じよう夫ぶか？」

　その言葉に大おお崎さきさんは目をぱちぱちとさせて。

「柏かしわ崎ざきくんが……？　う、うん、大丈夫だとは思うけど……」

「サンキュ！　じゃあそうさせてもらう。詳くわしいことはまた後で連れん絡らくするから！」

「あ、ちょっと、柏崎くん──」

　まだ困惑した表情を浮うかべたままの大崎さんにお礼を言って、行いく人とは三組を出た。

　大崎さんたちが澄すみ花かをどこかに誘さそう。

　それを聞いて、思い付いたことがあった。

　普ふ通つうにどこかに遊びに誘っただけでは、おそらく澄花のスタンスは変わらないだろう。

　内心ではその誘いに乗りたいと思っていても、まだクラスメイトたちに心を許してはいないから、それは決して表には出さずに何だかんだで了承しないに違ちがいない。

　だけどそれがもしも澄花のお気に入りの場所だったら？

　もっと言ってしまえば──澄花にとって特別であり憧あこがれてリスペクトしてやまない『聖地』だったら……？

　それでも確実とは言えないけど、ハードルはかなり下がるはずだ。

　加えて『聖地』なら澄花は色々と詳くわしいから話も弾はずむだろうし、澄花という人物の人となりを知ってもらうのにも最適だ。まさに一石三鳥である。

　だとしたら後はその『聖地』をどこにするかということなんだけど……

　それについても行人には少し考えがあった。

「うまくいけば……何とかなるかも」

　そう小さく口にして。

　二組へと戻もどる廊ろう下かを走ったのだった。







　　　３




　その日は朝から抜ぬけるような青空だった。

　肌はだを刺さすような強い日ひ射ざしを感じさせるカラっとして湿気の少ない七月の空気。

　そんな日本の夏真っ盛りな日曜日、そこそこの数の人で賑にぎわう多た摩まセンター駅前に……行人たちはいた。

「──さ、やって来たわよ、多摩センター！　多摩丘きゆう陵りようの中心地！」

　澄花が両手を広げて嬉うれしそうにそんな声を上げる。

　何年か前にリニューアルされたという駅ビルに覆おおわれた多摩センター駅。

　小お田だ急きゆう線せんと京けい王おう線せんが交こう錯さくする他に少し離はなれた位置にモノレールもあるここは、この辺りでは中心となる大きな駅であり一日の人の出入りもなかなかに多いとか。

　ちなみにここは花はな屋や敷しき邸ていから電車で一時間と少しほどかかるため、いつものごとく行いく人とは電車で、澄すみ花かは美み奈な衣いさんのダンプでここまで運ばれてきたのだった。

　辺りの景色を見回しながらそんなことを考えていると。

「──それにしても今回はどうしたの行人」

「え？」

　澄花が不思議そうな顔で見上げながらそう尋たずねてきた。

「ほら、急に次々回の巡じゆん礼れい予定だった多た摩まセンターと立たち川かわを今回にしたいだなんて言ってきて。そんなに早くここに来たかったの？　行人がそんなこと言うのは初めてだったからびっくりしちゃったわよ」

「ん、まあ……ちょっとな」

「……？　まあ多摩センターと立川は来たかったところだし、スケジュールが前まえ倒だおしになっただけだからいいけど」

　特に気にした様子もなく言う。

　澄花が言っている通り、本来この多摩センターと立川は次の回の『聖地巡礼』で訪れる予定だった場所である。

　それを今回に回してほしいと提案したのは行人だった。

　その理由は……大おお崎さきさんたちに澄花を誘さそってもらう先はここがいいんじゃないかと思ったからであり、その下見をするのに最適だと思ったからだったりする。

　学校外に遊びに誘って澄花と仲良くなろうという計画。

　その行き先に『聖地』がいいんじゃないかと考えたのは前に触ふれた通りだけど、どうせなら『聖地』の中でもより仲良くなるのに適した場所はないかって考えたからなんだよ。

　そのためにはこの多摩センター、立川は好都合なような気がした。

　それはどうしてかというと……

「わ～、あそこにある少し階段みたいになってるとこ、『超電磁砲レールガンＳ』」のオープニングで使われたところだー！　もう駅前からいきなり『聖地』になってるなんてさすがは有名スポット……！　あ、ちなみに今回のメイン作品は『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』と『とある科学の超電磁砲レールガン』だよ？　予習はだいじょうぶ？」

「ああ大だい丈じよう夫ぶだ」

「ん、よしよし。行人も成長したわね♪　……ふふふ、あそこで美み琴ことちゃんが黒くろ子こちゃんたちと並んで座りながら笑って……♪」

　満足げにうなずいた後ににっこりと笑みを浮かべる。

　実のところ……それ（メイン作品）が分かっているからこそここを前倒しすることを推おしたようなもんなのである。

　や、何でも『とある科学の超電磁砲レールガン』とやらのメインテーマは異能バトルものであるらしいけど、それだけじゃなくて女の子同士の触ふれ合あいというか友情といったものもテーマとなっているとかいないとかって話なんだよ。花はな屋や敷しき邸ていで澄すみ花かがＢＤを見ながらそう言っていたので何となく頭に残っていて調べたところその通りのようだった。だとしたらこれは今の澄花のシチュエーションにはぴったりなんじゃないかって思ったんだよ。ほら、『聖地巡じゆん礼れい』を通してそういったテーマを目の当たりにすることで、友達との交流の大切さとか楽しさとかを肌はだで感じることができれば、大おお崎さきさんをはじめとした三組のクラスメイトたちに心を開くきっかけとかになるかもしれないし。

　それに一度実際に訪れたことのある場所の方が澄花も多少なりともリラックスして臨めるんじゃないかとも思ったっていうのもある。結果として同じ『聖地』に二度来訪することになるけど、『聖地』は何度でも来たいもんなんだって前に言ってたしな。

　とまあそういう様々な理由から、前まえ倒だおしを提案したわけだった。

「──よーし、じゃあ今回は巡礼する場所もたくさんあるし、さっそく行くわよ！（行いく人とのリヤカーで）　今回のガイドファイルは受け取ってるよね？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　スマホを取り出して該がい当とうファイルを確認する。

　そこにはいつも通りの手描きイラスト付きで『アニサキス☆澄花の聖地巡礼サードシーズン。～夏の魔ま術じゆつと科学が交こう錯さくする街　多た摩まセンター、立たち川かわ～』と書かれたファイルがあった。
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ＧＯＡＬ：ＪＲ中央線立川駅
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　これが本日のスケジュールのようだった。

　ほぼ丸一日使っての行程。

　今回も前回の鎌かま倉くら・江えノ島しまに続き二つの街にまたがるということでこれまたなかなかハードというか、リヤカーと電動自転車が大だい活かつ躍やくしそうなシチュエーションである。

「さ、それじゃあ張り切って行くわよっ。──と、その前に」

「ん？」

「まずはこれをやらないと始まらないよね。んー」

　そう言ってすーっと息を吸い込むと。




「『聖地巡礼』[image: …][image: …]キター!!」




　澄すみ花かが恒こう例れいのフレーズを楽しそうにそう口にして。

　多た摩まセンター、立川の『聖地巡礼』が始まった。







【富ふ士じ多摩ビル横陸橋】

「──さ、まずはここここ。うん、このアングルで間ま違ちがいないわ。多摩センター最初の『聖地』だよ！」

「ここなのか。見たところ普ふ通つうの感じだな……」

　リヤカーを引っ張って最初にやって来たのは、ぱっと見る限りどこにでもありそうな街の一角の風景だった。

　オシャレな敷しき石いしでキレイに整備された陸橋。

　とは言ってもそういった場所も隠かくれ『聖地』たりうることはこれまでの何度かの巡礼で行いく人とにも分かっていた。

　その推測通り。

「ここはね、『超電磁砲レールガン』無印の第一話で美み琴ことちゃんが不良たちに絡からまれたところなの。ＯＰ前のアバンの大事なシーン。──さ、それじゃあさっそく舞ぶ台たい再現をやるわよ。私が美琴ちゃんをやるから、行人は絡んでくる不良役をやってみてやってみて？」

「ん、ああ分かった……って、何だその手に持っているものは？」

「？　何ってスタンガンだけど？」

「……そんなこの手に持ってるのは新型スマホですみたいにさらっと言わんでくれ……。何でそんなもん持ってるんだよ!?」

「何でって美琴ちゃんがレベル５の電撃使いエレクトロマスターで不良たちをその能力で颯さつ爽そうと撃げき退たいするからに決まってるでしょ？　ほら、今から軽くビリビリってするから頭から煙けむりを出して倒たおれてちょうだい」

「できるかい！」

　また突とつ然ぜん何を言い出すんだこのツンデラックスガールは……！

「え、できないの……？（驚おどろきの顔で）」

「……」

「舞台再現にはリアリティが大事なのに……。それに美琴ちゃんにビリビリされるのは普通の男の子だったらこれ以上ないくらいのご褒ほう美びじゃないの？　むしろ泣いてお願いされてもいいくらいなのに……」

「…………」

　ホント、『聖地巡じゆん礼れい』が絡からむと思考がいつにも増して残念な方向にいくなー。

　電気を流されて喜ぶのなんてコンセントかどこかの黄色い電気ネズミくらいしか思い付かないってのに……

「もう、しょうがないわね。じゃあスタンガンは我が慢まんしてあげるわ。でもビリビリされて昏こん倒とうするシーンはしっかり撮とりたいから、そこの演えん技ぎをがんばってもらうわよ」

「はいはい……」

　心の中でため息を吐つきつつうなずき返す。

　まったく、最初からこれじゃあ先が思いやられるな……







【ファミリーマート多た摩まセンター駅南店、多摩センター三みつ越こし前、朝あさ日ひ生命ビル前】

　次にやって来たのはこれまた街中のポイントだった。

　多摩センター駅から少し歩いた市街地のど真ん中。

　ここもまたそれ自体は探せば色んなところで似たような場所が見付かるだろう普ふ通つうのコンビニ前、デパート前、ビル前なのだけど……

「ええとね、まずはここのファミマ前は『超電磁砲レールガン』の第一話で美み琴ことちゃんと黒くろ子こちゃんが並んで歩いているところなの。ここはそのままじゃなくて背景が反転して使われてて……」

「ふんふん」

「それで──っと（場所移動）ん、こっちの三越前では初うい春はるちゃんと佐さ天てんさんが座って話をしていたところね」

「うん」

「うふふ、で──（さらに場所移動）この朝日生命ビル前ではじめて四人が顔を合わせるのよね～。記念すべき初対面。ふふ♪」

　三カ所を移動しながら心の底から楽しそうに澄すみ花かが声を上げる。

　この辺りのシーンはいっしょにＢＤを見ていたことから行いく人とにも見覚えがあった。おお、本当に同じ場所なんだな。や、それは『聖地』なんだからそんなのは当然なんだろうけど改めて見ると少しだけ感心するというか……

「どうどう？　本当にそのままでしょ。すごくないすごくない？」

「ああ、すごいもんだな……」

　しばらくの間辺りを見回しながらため息を吐ついていて。

「…………」

　──っと、大事なことを忘れるところだった。

　ここ多た摩まセンター、立たち川かわの『聖地巡じゆん礼れい』を前まえ倒だおしした目的。

　澄すみ花かに友達との交流の大切さを肌はだで感じさせる。ヒロインとその友達の女の子たちが初めて出会った場所ってことは、ここは友達との交流の楽しさをアピールするのにもってこいだもんな。

　行いく人とはゴホンと咳せき払ばらいをすると。

「──あー、やっぱり友達っていいもんだよな」

「え？」

「ほら、友達は他の何にも代え難い大切な存在というか、唯ゆい一いつ無む二にでいてくれることに感謝するもので……」

　それを聞いた澄花は訝いぶかしげな顔になって。

「…………なに、突とつ然ぜんおかしなこと言い出してどうしたの？　進行が止まらないハゲをはかなんで何かヘンな新しん興こう宗教にでも入信した……？（震ふるえ声ごえ）」

「……」

　……失礼な……（あとハゲの進行は一進一退だよ！）

　いやまあ唐とう突とつに話題を振ふった行人にも問題があったか。

「や、そういうことじゃなくてだな……ほら、普ふ通つうに考えて友達っていいものだろ？　いっしょにいると楽しくて落ち着けるというか、その『超電磁砲レールガン』を見ててもそう思えるし……」

「……」

　その言葉に澄花は少しの間無言になる。

　だけどすぐに顔を上げて。

「……そうかもね。確かに『超電磁砲』の美み琴ことちゃんたちの関係はすごく素敵だと思うし、その、憧あこがれるかもしれないわ」

「お……」

「……だけどそんなの二次元で十分。こうやって傍はたから見ているから楽しいんだし、リアル三次元ではそんな美琴ちゃんたちみたいな素敵な関係なんてあり得ないもの。べ、別にほしいとも思わないんだから。ぷいっ」

「……」

　うーん、強情だなー。

　そういえば会ったばかりの頃ころに学校に行くか行かないかで問答した時もこんな感じだったっけか。

　だけどやっぱりそういった友達関係に憧れてはいるんだよな。憧れてはいるけれど手に入らないと思っているからこういうツンデラックスな態度を取っているだけで……

「……も、もう、何なのよ突然この暑さで頭が茹ゆだったようなこと言い出して……。いいから次に行くわよ、次！」

「ん、ああ」

　急かしてくる声に背中を押おされてその場から歩き出す。

　うん、ひとまずそれが分かっただけでもここはよしとしよう。







【小お田だ急きゆう多た摩ま線せんレール下公園】

「ここは『超電磁砲レールガン』の第九話で佐さ天てんさんが美み琴ことちゃんに自分の子供の頃ころのこととお母さんのことを話すところね。そこまで物語的にはクライマックスポイントってわけじゃないんだけど、佐天さんの心情が分かるところだから私はお気に入りなんだ」

　澄すみ花かが周りを見み渡わたしてそう口にする。

「ん、なんか独特の雰ふん囲い気きがあるところだよな。特に何かの観光スポットってわけでもないのに……」

　何だかふと引きつけられる感じというか。

「ん、そだね。撮さつ影えい映ばえするっていうか、そういう場所だから使われたのかも」

「なるほど……」

「それに多摩センターの『聖地』はどこかそういう目立つスポットがあるというよりも、普ふ通つうの街の一角に溶とけ込こんでる隠かくれ『聖地』がほとんどかも。これまでの池いけ袋ぶくろとか鎌かま倉くら・江えノ島しまとかとは違ちがってそこまで観光地っていうわけでもないし、だからかな？」

　行いく人との顔を見ながらそう説明してきてくれる。

　確かにそれはその通りかもしれないな。

　そもそもこの多摩センターという街自体、近くにサンリオピューロランドがある以外は目立ったレジャー施し設せつとか観光スポットとかはないみたいだしな。とすればこういった隠れ聖地が多くなるのも当然だろう。

「というわけで、ここから先もそういう隠れスポットが多くなるかもしれないから、一つとして見落とさないようにしていくわよ。おっけー？」

「ん、ラジャ」

　そううなずき返して。

　レール下の公園を後にした。







　そんな感じに多摩センターでの『聖地巡礼』は進んでいった。

　いつものごとく『はにかみ澄花ちゃんねる☆』で使う動画や写真を撮影したり舞ぶ台たい再現をしたりのバラエティ溢あふれる道中。

　もちろん各所で澄花による『聖地』説明も満まん載さいだったし、それ以外の周辺情報も盛りだくさんだった。

「うーん、多た摩まセンターっていったらやっぱり『サンリオピューロランド』が有名だよね。何といっても全国区の遊園地だし屋内仕様だから天気の悪い日でも楽しめる数少ない大型アミューズメントパークだし。あと『多摩美術大学美術館』があるからアート関係に興味がある場合はそっちがお勧めかな。他にも『ベネッセ・スター・ドーム』ではプラネタリウムも楽しめるから、意外とここだけでまんべんなく色んなアクティビティが満まん喫きつできちゃうかも」

「ふむふむ」

「あとはラーメンを忘れちゃいけないわよね。多摩センターは割とオーソドックスなラーメン店が多いの。三みつ越こしのデパ地下にある『ラーメン小こ林ばやし』とかその隣となりの丘おかの上うえパティオにある『喜き多た方かたラーメン坂ばん内ない』とかがお勧めかも」

「ほうほう」

「で、スイーツ系だと何といっても『ルジャルダンブルー』かな～。タルトとクリームブリュレが有名で……。あ、それとあと『グラン・クリュ』は外せないところかも。有名なロールケーキのお店で本店はちょっと離はなれたところにあるんだけど多摩センター駅の中にもお店があるの。そこの純生ロールがまた中のクリームがとっても上品でなめらかな絶品で……」

「おお、買って帰るか？」

「もちろん♪　美み奈な衣いにお土産お土産～♪」

　まあ変わらずスイーツ系が多いのはこのツンデラックスガールの趣味といったところか。







【パルテノン多摩】

「──さ、多摩センターのトリはここだよ！」

「おお、なんかでっかい建物だな。ここは何なんだ？」

「ん、ここはパルテノン多摩って言って、正式名めい称しようは多摩市立複合文化施し設せつ。普ふ段だんは公こう演えんとかコンサートとかで使われてるところなんだけど、美み琴ことちゃんたちの通う私立常盤ときわ台だい中学校がここにあるっていう設定なの。ちなみにパルテノンって言ってもキン肉マンに出てくるアレは関係ないわよ？」

「へえ……」

　いや後半の方は何を言っているのかいまいち分からないんだけれど。

「ここは駅から近いから順番的に最初でもよかったんだけど……やっぱり多摩センターの最後は学校の『聖地』で締しめたいなって思って。ほら、その、学校には色々と思うところがあるから……」

　そこで少しだけ澄すみ花かの声が小さくなる。

「ん、いいんじゃないか？」

『聖地巡じゆん礼れい』に厳密な順番なんてないと思うしな。

　それに七年間学校に行っていなかった澄すみ花かにとって、それが物語の中のものであってもやっぱりまだ学校ってものに対しては色々と複雑な気持ちがあるんだろう。そういうわだかまりというかこだわりが今でも残っているのはムリもないと思う。

「……ん、そう言ってくれると助かるかも。学校で『聖地』っていうとちょっと身構えちゃうっていうか……でもその反面私が行ってた小学校と中学校がこういう美み琴ことちゃんたちが通ってる学校であって『聖地』であって、美琴ちゃんたちみたいに素敵な仲間が──友達がいたら、私も七年も引きこもることもなかったのかなあって……」

「澄花……」

「……なーんて、ね。……あ、それに今はうちの学校も『聖地』なんだった。行いく人とのおかげでね♪」

「俺おれのっていうか、監かん督とくのおかげでな」

「ふふ、でもそのお膳ぜん立だてをしてくれたのは行人なんだから。同じようなもんだよ」

　小さく笑みを見せながらそう言ってくる。

　その言葉は冗じよう談だんめかしてはいたもののところどころで感情が見みえ隠かくれする部分が見て取れて。

　やっぱり澄花は──本心では友達ってものを欲しがってると思うんだよ。







　そして前半戦は終わり、後半戦の舞ぶ台たいである立たち川かわへと移動する──







　　　４




　立川は多た摩まセンターからリヤカーを引いて一時間ほど走った距きよ離りにあった（と、遠い……）。

　ＪＲ中ちゆう央おう本線、青梅おうめ線せん、南なん部ぶ線せんが乗り入れていて、多摩センターにあったものよりも大きさな駅ビルが隣りん接せつしている駅。

　行人は来るのは初めてだったが、都心の主要駅と比べてもなかなかに大きな駅である。

「──さ、着いた着いた。意外に遠かったわね。『戦国クロニクル』の合戦が二回もできちゃった」

「……い、意外どころじゃない感じなんですが……」

「（聞いてない）ふふ……ここは『超電磁砲レールガン』、『禁書目録インデツクス』はもちろんなんだけど、他には『聖セイント☆おにいさん』の聖地でもあるの。あ、それと市のイメージキャラが西にし又また葵あおい先生デザインの『立川たっち』ちゃんなんだよ♪」

「そうなのか……」

　じゃあここはいわゆる多重聖地ってわけだな。

「うん、あとは期間限定だったんだけど『禁書目録インデツクス』の劇げき場じよう版ばん公開と合わせてモノレールとコラボしてたの。その名も『とあるモノレール』。車両の前後に『とあるモノレール』のヘッドマークが装着されたり、車内に『禁書目録』『超電磁砲レールガン』のキャラたちのポスターが一面に飾かざられたりしてたんだよ」

「それはすごいな」

「でしょでしょ？　あんな大きなモノレールとコラボしちゃうなんてスケールが大きいよねー。できれば乗ってみたかったな～」

　モノレールの方を見ながら澄花が目をきらきらと輝かがやかせる。

　うーむ、モノレールとコラボだなんて、『聖地巡じゆん礼れい』にはそういったカタチもあるんだね。本当に『聖地巡礼』は色々なバリエーションがあるというか。

　その多様性に改めて感心した心地になって。

　立たち川かわ市街へと向けてリヤカーを進めたのだった。







【立川駅南口モスバーガー前】

「ん、来た来た～♪　うん、営業時間だからシャッターは開いてるけどここで間ま違ちがいないはず」

「ここは何なんだ？」

「ここはね、『超電磁砲』第四話の回想で美み琴ことちゃんが上かみ条じようさんに初めて会った場所なんだよ。あ、上条さんっていうのは『とある魔ま術じゆつの禁書目録』の主人公なんだけど、『超電磁砲』と『禁書目録』は原作者が同じで、ストーリーがところどころでクロスオーバーしてるからこういうこともできるのが面白いところなんだよね～。不良たちに絡からまれてた美琴ちゃんを上条さんが助けようとして逆に美琴ちゃんにビリビリされちゃうところ」

「また絡まれたのか……」

　なんかよく不良に絡まれますね……

　とすると次に来るのは。

「じゃあじゃあ、舞ぶ台たい再現をするね？　行いく人とは絡んでくる不良の役をお願い」

「……」

　……やっぱりか。

　でもさ、この場合なら……

「……あのさ、その上条さんが出てくるシーンならそこは上条さん役でよくないか？」

　その指し摘てきに。

「え～……でも行人はなんか主人公っていうよりも脇わき役やくって雰ふん囲い気きなんだもん。小市民的な感じがするっていうか……」

「……」

　それ確実にバカにされてますよね……？

　こんな行いく人とだって主人公になれる世界がどこかにあるかもしれないっていうのに……

「ほらほら、細かいことは気にしない気にしない。行人のことは脇わき役やく界かいのサラブレッドって呼んであげる。ワキヤクテイオーって感じかしら？」

「分かったよ……」

　その呼こ称しようはちっとも嬉うれしくなかったけど、結局納得して本日二度目の不良役をやったのだった。







【錦にしき第二公園】

「うおっ、なんか鬼おにがいる……!?」

　公園に入るなり目に飛び込んできたのはどでかい鬼だった。

　真っ赤な顔をこれでもかとばかりに主張しながら、公園のど真ん中にズドンと存在感バツグンに鎮ちん座ざしている。

「あれは滑すべり台だいね。『聖セイント☆おにいさん』でイエスとブッダが滑ったところ。あれに由来してここは通つう称しようオニ公園って呼ばれたりもしてるわ」

「オニ公園か……」

　そのままと言えばそのままだけど、これ以上ないってくらいにここの特とく徴ちようを言い表してるな。

「シンプルな絵え柄がらだけど迫はく力りよくがすごいっていうか、夜に子供が見たら泣き出しちゃいそうよね……。ちなみにこのおかげでちょっとしたオニブームが巻き起こってて、近くにある『御おん菓か子し司つかさやな瀬せ』では新名物のオニどらが売ってるんだって。もうそれが食べてみたくて食べてみたくて……♪」

「お、じゃあそっちも行ってみるか？」

「もちろんよ！　──あ、でもその前にっと……」

　シャー！

　澄すみ花かは少しだけいたずらっぽく笑ったかと思うと、スカートにも関わらず滑り台を勢いよく滑り出した。短めでふわふわとしたスカートの裾すそがはためいてその中身が見えるか見えないかのアバンギャルド状態になってるってのはともかくとして。

　うーん、なんかこうして見ているとのどかだな。ものすごく楽しそうというかそのちびっこい外見とも相まって中学生がのんびりと公園で遊んでいる光景というか……

「……ちょっと、今何かものすごく失礼なこと考えてなかった？」

「え？」

「……いい歳して子供みたいにはしゃいで遊んでるみたいとか思ってたでしょう……？　違ちがうの……？」

「い、いや……」

　相変わらずヘンなところで鋭するどいな……

　というか読まれ過ぎてて怖こわくなるレベルだ……

　ちなみにこの後、件くだんの『御おん菓か子し司つかさやな瀬せ』に行きオニどらを堪たん能のうした上に（美味しかった……！）、鬼おにの顔を模した携けい帯たいストラップであるオニストラップをゲットして澄すみ花かはほくほく顔だった。

「ふんふ～ん、ふんふ～ん……♪」

「ご機き嫌げんだな」

「うふふ、それはそうよ♪　この立たち川かわにはね、意外と穴場的に美味しいものがたくさんあるの。この後に行く【立川北口シネマ通り商店街】にも盛りだくさんだし、このハングリー澄花ちゃんがぺろっとぜーんぶ食たべ尽つくしてやるんだから……♪」

「へえ……」

　それは楽しみだな。

「そういうわけだからここからも気合い入れて行くわよ！　たくさんの美味しい食べ物とスイーツが澄花ちゃんたちを待ってるわ……！」

「おお、行こう」

　そううなずき返して。

　鬼が睨にらみをきかせるオニ公園を後にした。







【立川駅北口伊い勢せ丹たん前】

　オニ公園をはじめとした鬼シリーズで南口を終えて、行いく人とたちがやって来たのは立川駅の北口だった。

　駅を抜ぬけてすぐのところにある連れん絡らく通路。

　立川駅から直結しているため通り道にもなっているのか、行き交う多くの人たちで賑にぎわっている。

「ここは『超電磁砲レールガン』の第四話で黒くろ子こちゃんと初うい春はるちゃんと佐さ天てんさんが美み琴ことちゃんにお茶をしないかって誘さそいの電話をかけた場所なの。美琴ちゃんは木き山やま先生を道案内しなきゃいけないから断るんだけど、その時の会話のやり取りが微笑ほほえましいっていうか、ほんとに仲がいいんだなあって感じがしてうらやましいっていうか……」

　うっとりとした感じでそう口にする。

　お、その説明内容からするとここはまた友達触しよく発はつポイントか？

　この機を逃のがすまいと行人は身を乗り出して。

「うんうん、そうだよな。仲がいい友達同士っていうのはいいものだよな」

「え？」

「何ていうかいっしょにいるだけで心が安まる気心知れた関係というか、自然と笑いが起こるような関係というか……。そういうのっていいと思わないか？」

「あ、うん、まあ、それはそうかもしれないけど……」

　と、そこで澄すみ花かが怪け訝げんな表情になる。

　何かを疑うような目で行いく人との方を見上げてくると。

「なーんか……今日はやけに友達推しで来るわよね。どこぞの友愛と同じくらいに押おしつけがましい感じっていうか……」

「え、いや……」

「行人が挙動不ふ審しんなのは割といつものことなんだけど、今日はなんか輪をかけて何かを企たくらんでるような気がする。……何か隠かくしてるんなら話して。話さないならハゲがハゲを呼んでついには何も残らない焦しよう土どと化す呪のろいをかけるわよ。っていうかこの手で焼け野原にしちゃうんだから……！」

「……わ、分かったよ」

　これ以上隠してもムダだろう。焼け野原はイヤだし。それにどうせ今日の『聖地巡じゆん礼れい』が終わった時には話そうとは思ってたことだしな。

「そのだな……」

　なので一通りの事情を説明したところ。

「…………なにそれ。意味がわかんない。あの巨乳メガネっ娘こたちと私がどこかに遊びに行く……？　友達になる……？　よ、余計なお世話よ。私、別に一人での学校生活を骨の髄ずいまでエンジョイしてるんだから！　言ってみればぼっちマスターなんだからっ！」

「や、でもだな……」

「でももホモもないのっ！　何度も言ってるでしょ！　私には別に行人と夏か奈な以外の友達なんていらない！　いらないいらないいらないっ！　大事なことだから三回言った！」

　両手をぶんぶんと振ふり回まわしながらそう声を上げる。

　その表情はヒゲを引っ張られた猫ねこのようで……こうなってしまっては澄花は行人が思うよりもずっと頑がん固こであることは分かっている。

　ゆえにいつもならここで引くところではあるんだけれど……

「…………」

　だけど……今回はさすがにそうはいかない。

　この機を逃のがしては澄花を学校に馴な染じもうとする気にさせることは難しいだろう。言ってみればラストチャンスだ。

　だから──

「……そういうわけにはいかないんだ。せっかく大おお崎さきさんたちがそう言ってきてくれてるんだし、仲良くなるにはいい機会だろ？　行き先が『聖地』なら澄すみ花かもリラックスできると思うし……」

「そ、そういう問題じゃないのっ！　も、もういいってば！　いいからもうこの話はおしまいだって言って──」

「……澄花！」

「!?」

　その声に澄花がびくりと身体を震ふるわせる。

「あ、や……大きな声を出して悪かった。だけど……」

「……」

「だけど澄花だって……三組に馴な染じむのがイヤなわけじゃないんだろ？　もしもできるなら、あの『超電磁砲レールガン』みたいな友達だって作りたいって思ってるんだろ？」

「…………」

　その問いに澄花は答えなかった。

　行人から背けるようにして力なく顔をうつむかせる。

　だけどやがて聞こえる聞こえないかのような小さな声でぽつりと口を開いて。

「…………かってる……」
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「え……？」

「…………そ、そんなの分かってる！　もっと自分のクラスに馴な染じむ努力をした方がいいことくらい分かってるし、私だってできるものならそうしたいって思ってるよ……！」

「だったら──」

「……で、でも、でも……そんな簡単なことじゃないの……！　怖こわいんだよ……！　がんばって友達になろうとしたって拒きよ絶ぜつされるかもしれない……仮に最初は受け入れられたとしても、私の素の部分を知られたらがっかりされて離はなれていくかもしれない……。そんなみじめな思いをするくらいなら、最初っからただのクラスメイトとして距きよ離りを置いておいた方が楽じゃない……！　一番辛つらいのは受け入れられないことじゃない……一度受け入れられた上で拒絶されることなんだからっ……！」

　ぎゅっと両手を握にぎりしめながら絞しぼり出だすようにそう口にする。

　それはきっと澄すみ花かの本音なんだろう。

　受け入れられないのが怖い。受け入れられたとしてもその後に改めて拒絶されるのが怖い。その気持ちは……よく分かる。

　だけど……

「──なあ澄花。俺おれたちはいつだって澄花の味方だ」

「え……？」

「俺おれは──少なくとも俺と夏か奈なは、どんなことがあっても澄花の味方だ。何があったって、澄花の友達だし澄花の傍そばから離はなれたりしない。それは絶対だ」

「あ……」

「だからやるだけやって……もしそれでダメでも、思うようにいかなくても、俺たちがいる。夏奈と、俺がいる。澄花の居場所がなくなるわけじゃないんだ」

「いく、と……」

　澄花の口から力なく声が漏もれる。

　小学生の頃ころの辛つらい経験──トラウマを経て、澄花は失うことが……拒絶されることが何よりも怖くなってしまっているんだろう。

　それは何も不思議なことじゃない。だれだって拒こばまれたり失ったりすることは怖いし、行いく人とだって別に何か特別なトラウマがあるわけじゃないけど、普ふ通つうに学校生活を送っていてそう思うことは何度だってある。

　だけどそれでも受け入れてもらおうとすることをやめたりはしない。

　それはやっぱり……何があっても拒絶されないと思わせてくれる存在が近くにあるからなんだと思う。

　たとえ行人がだれに拒絶されたって夏奈は変わらず友達でいてくれるだろうし、それ以外にもそうだと思える相手は──そう多くはないけど──確かに存在する。

　そんな確信が、安心があるからこそ、人間は前に進むことができると思うんだよ。や、なんかものすごく恥はずかしい台詞だけどさ。

　今までの澄すみ花かにはそんな存在はいなかった。

　何があっても変わらずに傍そばにいてくれると信じられる相手がいなかった。

　だけど今は違ちがう。今は行いく人とと夏か奈なが傍にいる。

　だからこそ……澄花にはがんばって一歩前に踏ふみ出だしてほしいと思うんだよ。

　ダメだった時には、きっと支えて見せるから。

「行人……ほんとに、傍にいてくれる……？」

「ああ」

「何があっても……たとえ世界中に拒絶されたとしても、友達で、いてくれるの……？」

「ああ。どんな時でもどんな場所でもどんな状じよう況きようでも、俺だけは澄花の友達だ」

「そっ、か……」

　そう小さく口にして澄花は空を仰あおいだ。

　何かを心に飲み込むような沈ちん黙もく。

　そしてゆっくりと息を吐はき出だすと。




「…………分かった、がんばって、みる」




「え？」

「行人がそう言ってくれるなら……がんばってみることにした。あの巨乳メガネっ娘こ……大おお崎さきさんだっけ？　たちといっしょに出かけてみることにしたから」

「澄花……」

「……その代わり、これから行く【立たち川かわ北口シネマ通り商店街】であんどーなつとコロッケをおごって」

「え？」

「い、行人には感謝してる……。そもそも私が学校に行けるようになったのも行人のおかげだし、学校に行くようになってからも今回のことも含ふくめて色々と考えてくれたのも知ってる……。……で、でも、今回の『聖地巡じゆん礼れい』について大事なことを隠かくしてたのには変わりないんだからねっ。罰ばつとしてそれくらいしてもらわないと割に合わないんだから……っ」

　顔を少しだけ横に逸そらしながらそう言ってくる。

　そんなもんは罰でも何でもなく朝飯前のお茶ちや漬づけ前の漬つけ物ものだ。

　その言葉を微笑ほほえましく思いつつ。

　行人はもちろんこう答えたのだった。

「──ああ、分かった！」




　そして【立たち川かわ北口シネマ通り商店街】へと向かい──







【立川北口シネマ通り商店街】

　約束通り、ここにあった『井い筒づつ屋や』で幸せのあんどーなつを、『園その部べ肉店』でコロッケをおごったのだった。さらには『石いし坂ざか商店』の自動販はん売ばい機きで澄すみ花か曰いわく分かる人には分かるという『もとだれ』まで買ったりもした（どれもめちゃくちゃ美味かった……！）。

　ちなみにここは『聖セイント☆おにいさん』の『聖地』であり主人公であるイエスとブッダも同じものを食べたとか。

　何であれこういう美味しい『聖地』は大歓迎だね。







　そんな次第で。

　最後は澄花の嬉うれしい言葉と美味しさの余よ韻いんとともに、多た摩まセンター、立川の『聖地巡じゆん礼れい』は終わったのだった。







　　　５




　そしてその後の顚てん末まつ。

　澄花は次の日曜日、大おお崎さきさんたちといっしょに多摩センター、立川に遊びに行った。

　というか行いく人ともそれに同行した。や、そういえばすっかり失念していたけれどこの元ひきこもりっこはまだ一人じゃ外に出られなかったんだよ。だから外に出るためにはヘラクレスマークⅡ（リヤカー）が必要となり、ヘラクレスマークⅡが必要となるということは必然的にその運転手である行人も必要となったというわけである。

　ということで行人付き添いのもと『聖地巡礼』をしたわけだが。

　結果として、まずまずの成果だった。

　大崎さんとその友達二人と澄花で『聖地』多摩センター、立川を巡めぐる一日。

　人見知りでコミュニケーションが苦手なりに澄花も一いつ生しよう懸けん命めいに会話をしようとしていたし、大崎さんたちもそれを受け入れてくれたようだった。それにやはり行き先に『聖地』を選んだのは大きかったんだろうね。各所で会話のネタとなるものが尽きなかったのもよかったみたいだ。

『ま、まあ……それなりに有意義な時間だったわ。『聖地』は何度行っても新しい発見があって楽しいものだし、そ、その……こういう風に美み琴ことちゃんたちみたいにだれかといっしょに話しながら『聖地』を回ってみるのも、悪くないわけじゃないこともないかもしれなくもない、とは思うわ』

　帰りがけに澄すみ花かが顔を逸そらしながらそう言っていたのが印象的だったね。

　まったくもって素直じゃないのはいつものことだけど（何重否定なんだ）、表情からそれが本心だって分かったのは良かったと思う。

「……」

　というのがだいたいの顚てん末まつだったわけだけれど。

　とはいえそうはいっても……その後いきなり澄花が流れる水のごとく三組に──学校にすっかり馴な染じむってことにはならなかった。

　基本的にはやっぱり人見知りでこれ以上ないってくらいのツンデラックスガールだし他人と接するということに慣れていないことから、三組内ではまだ大おお崎さきさんたちに対する態度もぎこちないとのことらしい。それも分かるっちゃ分かる。課外授業とか遠足とかの学校外の特別なシチュエーションで仲良くなっても、なかなかそれを学校内には持ち越せなかったりするんだよな。

　まあ何事も一歩一歩少しずつだ。普ふ段だんの挨あい拶さつや日常の会話くらいは普ふ通つうにできるようになったとのことだから少なくとも前に進んでいることは確実だし、いつかあの『超電磁砲レールガン』みたいな澄花の理想とする友達関係を築くことになることもそこまで先のことじゃないだろう。

　とりあえずこれで昼休みに二組にやって来ることもなくなるに違ちがいない。そう思ったんだけれど──







　月曜日の昼休み。

　いつものごとく行いく人とが購こう買ばいで焼きそばパンとカニクリームコロッケパン（合わせて三百円）を買って二組の教室に戻もどってくると……そこには行人の机の前で腕うでを組みながら仁に王おう立だちで阿あ修しゆ羅らのポーズを取る澄花の姿があった。

「え、す、澄花……？」

「遅おそかったわね、行人」

「な、何で……？」

　昼休みは三組で過ごすことにしたはずじゃ……？

　その疑問に。

「…………その、さ、ほら、や、やっぱりお昼ご飯くらいは、行人といっしょに食べてあげなきゃね。行人はいつも購買のパンばっかりだし、その、昨日のお礼も兼かねて、お弁当なんか作ってあげようかと思って……」

「お……」

　そう言って背中からおずおずと差し出された両手。

　そこにはかわいらしい布に包まれた丸い箱のようなものがあった。

「これって……」

「だ、だから、お弁当だよ……美み奈な衣いに教わっていっしょに作った特別な澄すみ花かちゃんスペシャルの『聖地巡じゆん礼れい』お弁当。そ、その、行いく人とといっしょに食べた──た、食べてあげようと思って。ほら、私はちゃんと釣つった魚にエサをあげるタイプだから」

「あ……」

　そんなことを口にしながら行人の横をすり抜ぬけて、ちょこんと席後ろのコタツ（定位置）に座り込む。

「ほ、ほら、何してるの？　早く食べるわよ。行人が戻もどってくるのが遅おそいからもうあんまり昼休みも残ってないんだから」

「ん、あ、ああ」

　……まあ、いいか。

　何だか状じよう況きようだけ見ると前と変わっていないように思えるかもしれないけど、澄花が昼休みに二組に来るのが問題だったのは、行人のところに来ること自体じゃなくて、三組と向き合おうとしないことだったわけだしな。こうして前向きな（？）理由で二組にやって来るっていうのなら行人にはそれをやめさせる理由はない。

「ええと、じゃあありがたくいただくな？」

「い、いただきなさい。飢うえた豚ぶたみたいにガツガツと食べていいのよ」

「どれどれ……」

　中を開けてみると……おお、美味そうだ。これまで回った『聖地』の元ネタである『デュラララ!!』や『ビブリア古書堂』のキャラ弁になっていて、『超電磁砲レールガン』のものもある。お、この焼き肉にはひょっとしてこの前買ってきた『もとだれ』がかかってるのか？　うーん、なかなか芸が細かいな……と思いつつ口に運ぼうとして。

「なあ……あの子また来てるぞ？」「俺おれはロリコンじゃないからもう来ないって柏かしわ崎ざきくん言ってたのに……」「しかもお弁当を作らせてるんだって……」「うわ、ロリコンの上に亭主気取り……？　最低……」

「…………」

　……そうか、その問題もあったんでしたっけね。

　澄花の昼休みごとに二組に来ることに端たんを発した深しん刻こくなロリコンイクイク問題。

　それは沈静化するどころかよりいっそう活性化されたみたいであって……

「あれっていちおう先生に言った方がいいのかな……？」「どっちかと言えば通報……？」「……本人たちが幸せそうだから放っておこうぜ。マイノリティな嗜し好こうに外野が口出しするのは野や暮ぼだよ……」「ん、そうだね……」

「……」

　……ええい、もうどうにでもなれ……！

　半ばヤケになって。

『超電磁砲レールガン』の美み琴ことがにっこりと笑うキャラ弁を、口にかき込んだのだった。
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　夏休みの池いけ袋ぶくろ駅はたくさんの人で混み合っていた。

　バケツで辺り一面に人をぶちまけたかのような混雑具合。

　若い層から年配の層、男女ともにまんべんなくたくさんいるんだけど、その中でもさすがに夏休みだけあって親子連れというか学生や子供たちの姿が特に多く、さらには旅行に行くのか大きなバッグやキャリーケースなどを持った人たちの姿も多く見受けられる。

　そんないかにもザ・夏休みな光景の中。

「う……す、すごい人ね……さ、さすがは東京三大迷宮にしてメガテンのカオス勢力の本ほん拠きよ地ち……いつ来てもカオスなことこの上ないっていうか、新作の４でも迷宮具合がうまく表現されてたし……」

　辺りを見回しながら澄すみ花かがそうおののいたように口にする。

「……あ、ちょ、ちょっと行いく人と、そ、傍そばを離はなれないで……」

「……大だい丈じよう夫ぶだって。近くにいるしちゃんと袖そでも握にぎってるだろ？　だからその隙すきがあったらチャイルドロープを首にかけようとするのはやめてくれるかな……」

　現在の時間は午前八時。

　こんなこの元ひきこもりっこに似つかわしくない健全（？）な時間にこんな人で賑にぎわう場所にいるのは……もちろん『聖地巡じゆん礼れい』に向かうためである。

　池袋始発の特急『ちちぶ７号』。

　それに乗って今から目的地である今回の『聖地』へと向かうのである。

「ま、まったく、人がゴミのようだわ……ムスカでなくてもラピュタの雷かみなりを落としてやりたくなるのも分かるっていうか……」

「こらこら」

「……まあ、でも、こういういかにもこれから旅行に出るっていう雰ふん囲い気きは悪くないかな。胸がわくわくするし、人の多さには辟へき易えきするけど、それは行人がいれば何とかなるし……」

　ちょこんと行人の服の袖を握りながらそう口にする。

　そう──今回は現地集合ではなかった。

　池袋駅で集合して電車に乗って現地へと向かう。

　それに一番反対しそうなのは澄花だったんだけど……その提案を言い出したのが他ならぬこの元ひきこもりっこ自身だったのだ。

『──あ、あのさ、今回の『聖地巡礼』だけど……現地集合じゃなくて、電車始発駅の池袋にしたいんだけど……』

『え？』

『だ、だから、今回の集合場所を池いけ袋ぶくろにしたいって言ってるの。だめ？』

『それはいいんだけど……何でまた。大だい丈じよう夫ぶなのか？』

『だ、だいじょうぶ………………だと思う。学校に行くようになったからかは分からないけど少しは人にも慣れてきたし、行いく人とが傍そばでハチ公みたいに控ひかえていてくれるならそのオデコの反射光が灯台の光みたいになって一安心だし……。それにその方が今回の『聖地巡じゆん礼れい』のテーマにも沿ってるし』

　そう少し声を小さくしながらも言っていた。

　まあ息を吐はくように行人をディスっていたのはあれだけど、外に出ることに対して色々と前向きになってくれているのは掛かけ値ねなしにいいことだと思う。

　そんな感じで目的地より手前の池袋集合となった『聖地巡礼』。

　そしてもう一つ今回の『聖地巡礼』にはいつもと違ちがう点があった。

　それは何かというと──

「──ね、イクイク、西せい武ぶ池袋線の駅はこっちでいいんだよね？」

「ん？　ああ、そっちの南口の方だ」

「南口、南口……うーん、やっぱり池袋は分かりにくいなー。おんなじような通路がいくつもあるし……」

「そうですね～。アップルロードとかアゼリアロードとかの似たような名称で分けられても、慣れないとなかなか分かりませんよね～」

「あ、やっぱ美み奈な衣いさんもそう思います？　複雑で困りますよねー」

　これだった。

　並んで歩く行人たちの隣となりには、楽しげに声を上げる夏か奈なと美奈衣さんの姿。

　今回の『聖地巡礼』には澄花と行人に加え、この二人が同行することになっていたりするのである。

　これは何も二人が結婚後に豹ひよう変へんするＤＶ夫のごとく唐とう突とつに『聖地巡礼』に興味を示したというわけではなくて。

「それでそれで、これから向かうのは秩ちち父ぶなんだよねー。ふふ、温泉あるかな温泉ー♪」

「あると思いますよ～。秩父は温泉地としても有名ですし、予約したお宿にも温泉は付いているそうですよ～」

「ほんとですか？　わ、やった、楽しみ楽しみ♪　美奈衣さん、澄花、いっしょに入ろうねー♪　あ、イクイクはだめなんだからっ」

「分かってるって……」

　実は──今回の『聖地巡礼』は『聖地巡礼』初の一いつ泊ぱく旅行だったりもするんだよ。

　何でもこれから向かう秩父は都心から少しばかり距きよ離りがあるため移動時間がそれなりにかかる上、巡じゆん礼れいする『聖地』の数もこれまでと比べて段だん違ちがいに多いとのことで、一日で回りきるのはなかなか大変であるらしい。だったら夏休みだし時間もあるということでいっそのこと一いつ泊ぱくしてしまおうという話の流れになったわけである。そして宿泊するとなるとさすがに行いく人とたちだけでは、その、色々とまずいだろうということで保護者代わりとして美み奈な衣いさんが同行することとなり、さらにはたまたまその場にいた夏か奈なも「え、美奈衣さんも行くの？　それも一泊旅行？　それなら私もいくいくー！　イクイクたちといっしょにいくいくー♪」と即座にそう表明して、夏奈もメンバーに加わることとなったのだった。

「それにしても温泉かー。うーん、俄が然ぜん楽しみになってきた！　他に食べ物とかスイーツとかも充じゆう実じつしてるんだよね？」

「そうね、色々と美味しいものがあるみたい。その辺もばっちり私が調べてるから心配いらないわよ」

「わー、さすが澄すみ花か♪　すきすきー♪」

「！　ちょ、ちょっと、暑いんだからあんまりくっついてこないで……！」

「もー、澄花は恥はずかしがりなんだから。遠えん慮りよしなくていいのに」

「え、遠慮じゃなくて拒きよ絶ぜつよ……！」

「へへー、いやよいやよも好きのうち、ってねー♪」

「ふふふ、お二人とも仲良しですね～♪」

「…………」

　……何というか、二人増えただけで一気に賑にぎやかになったというか、騒さわがしくなった感じだね。

　まあ二人というか主にその内の一人が原因なんだけど……

「──ほらほら、せっかくだからイクイクもいっしょにくっつこうよ、ねー？」

「！　こ、こら、こっちまで巻き込むのはやめろって……！」

「いいだろいいだろー。別に減るもんじゃないし。むぎゅー」

「お、おい、だから……」

「も、もう、夏奈は……！」

「ふふふ、お三方とも仲良しですね～♪」

　そんな美奈衣さんの声がやけに涼すずしげに響ひびいて。

　ベッタリと抱だきついてくる夏奈を振ふりほどくのに五分ほどの時間を要したのだった。
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「──さ、それじゃあこれから『ちちぶ７号』に乗って目的地へと向かうわよ。みんな、準備はいい？」

　池いけ袋ぶくろ駅えき南側の西せい武ぶ池袋線の改札前で澄すみ花かが揚よう々ようとそう声を上げる。

　そしてそのまま真っ直ぐに自動改札機へと向かおうとするのだけど……

「──なあ澄花、自動改札機の通り方は分かるか？」

「え？」

「自動改札の通り方。ほら、もしかして通るのってかなり久しぶりなんじゃ……」

　それがいきなり気がかりだった。

　七年前にはPASMOとかSuicaとかを使って自動改札を通るのはそこまで一いつ般ぱん的てきじゃなかったような気もするし、そもそも澄花は当時小学生でしかも病気がちだったということだからあまり電車を使用していない可能性が高いわけであり……

「ば、バカにしないでよ……わ、分かるわ、これくらい……」

　ぷいっと顔を背けて早足で抜ぬけようとして。

　ピンポーン。

「！」

　改札機のアラート音が鳴った。

「あ、あれ、おかしいわね……確かネットの情報によればこうやってスマホをかざせば通れるって……」

　ピンポーン。

　再度アラート音。

　澄花は必死になって手にしているiPhoneを改札機のセンサー部分にぐいぐいと押おし付つけている。

　だけど……

「澄花……iPhoneに自動改札を通る機能はないぞ」

「え？」

「や、確かにスマホをかざして通るっていう知識は間ま違ちがってない。だけどその機能はアンドロイドとかお財さい布ふケータイには付いてるのもあるけど、iPhoneには付いてないんだ」

「…………」

　その言葉に澄花が一いつ瞬しゆん停止状態になる。

　そして一分後。

「…………し、知ってたわ。今のはちょっと改札機の性能を試してみただけよ。う、うん、この改札機はちゃんと働いているみたいね、合格よ」

「……」

　……相変わらず素直じゃないなあ。

　ともあれ行人の懸け念ねんは正解だったようだ。

　こうやってちゃんとした公共交通機関を利用することが七年ぶりであるということは、すなわち電車に乗ることも七年ぶりなわけであり、そしてこの七年の間に電車や駅の仕様というものは今の自動改札に代表されるように意外と大きく様変わりをしていたりもするものであって……

「わ、わー、何これ、あそこの電車、中にテレビが入ってる……」

「テレビっていうか、宣伝用のディスプレイな」

「すごいすごい、あんなの初めて見た……あれ、ドアってボタン式じゃないの？　こう、開くボタンがある……」

「そんなのもう数えるくらいしかないって。ホームドアが普ふ及きゆうし始めてるくらいだってのに、いつの時代なんだ……」

「そんな、な、何てことなの……」

　澄すみ花かは完全に浦島太郎状態だった。

　まあネットとかで情報は仕入れていたみたいだけど、知識でそうと知るのと実際に目の前で見るのとでは大おお違ちがいだからなあ……

　そんな風にホームで大おお騒さわぎをしていて。

「……ま、まったく、私の知らない間に電車というものもずいぶんと進歩したみたいね……。ま、まあいいわ、そんなのは些さ細さいなこと……。──それより、駅弁を買いに行きましょう！」

「え？」

「特急電車といえば駅弁だよ！　これはもう朝の目玉焼きには醬しよう油ゆってくらいに譲ゆずれない一線なんだから……っ！」

　おもむろにそう言い出した。

「お、駅弁かー、いいねいいねー♪」

「駅弁と言えば旅の花ですよね～♪」

　それに夏か奈なと美み奈な衣いさんも賛成の意を表して。

　行いく人ととしても別に反対する理由はなかったため、四人で思い思いの駅弁（澄花はオーソドックスな幕の内弁当、夏奈はスタミナたっぷり焼き肉弁当、美奈衣さんは健康志向の焼き魚弁当、行人は無難にオニギリ）を買って電車内へと向かう。

『ちちぶ７号』はスタンダードなタイプの特急列車のようだった。

　いかにも特急といった趣おもむきのちょっと豪ごう華かな座席が並んでいて、それぞれに指定席の番号が割わり振ふられている。

「ふふふ～、やっぱり席はこうやって向かい合わせにしないとね～♪」

　席に着くなり澄花が楽しそうに二人がけの座席の一つを回転させて、対面式の四人席にする。

　そしてスカートの裾すそを畳たたみ込こんで窓際の席にちょこんと座り込んだ。

「ほらほら、行人たちもはやく～♪」

「そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶだって」

　その様子を微笑ほほえましく目で追って行いく人とたちも席に着いた。

　ちなみに座席の配置は澄すみ花かの正面に行人が、その隣となりに夏か奈な、その向かいに美み奈な衣いさんとなっていた。

「ね、イクイク、秩ちち父ぶまではどれくらいかかるんだっけ？」

「ええと……だいたい一時間半くらいかかるみたいだな。まずは西せい武ぶ秩父駅まで行って、そこで秩父線に乗のり換かえて十分ちょっとで着くみたいだ」

「そっかー、やっぱけっこう遠いんだねー」

　夏奈が感かん慨がい深ぶかげに息を吐つく。

　まあ県をまたぐ上に秩父は埼玉の中でもけっこう奥おく地ちだからな。

　そんなことを話している内に電車は動き始めた。

　鈍にぶい駆く動どう音おんとともに車体が少しだけ揺ゆれて、窓の外の景色がゆっくりと後ろに流れていく。

「わあ……電車って実際に乗ってみるとこんな風なんだ……。すごいわね……」

　と、澄花が窓まど枠わくにかじり付きながらそんなことを口にした。

「？　まるで電車に初めて乗るみたいだな……」

　その行人の言葉に。

「え、初めてだよ？」

「え……？」

「だから私、電車に乗るのはこれが初めてなの。子供の頃ころは身体が弱かったから乗る機会もなかったし、それに、その後は七年間引きこもってたんだし……」

「お嬢じよう様さまか！」

　思わず突つっ込こんでしまった。

　浦島太郎状態どころか処しよ女じよ航こう海かい状態でした。

　まあ確かに家も三階建てでバカでかいし庭もちょっとした庭園みたいだし家政婦さん（目の前でにこにこ笑っている）なんてものが当たり前にいるしでちょっと普ふ通つうではないとは思っていたけど……ここまで箱入りだとは思ってなかった。世間にはいるもんなんだな……

「ま、いいじゃないそんなことは。それよりも駅弁食べようよ。えっきべんえっきべん～♪」

　そんな行人の突っ込みもどこ吹く風で、当のお嬢様はこの上なく嬉うれしそうな顔で駅弁の包み紙を開いている。

　……まあ、いいか。

　澄花が深しん窓そうの令れい嬢じようだろうと貧ひん民みん街がいの出身だろうと、今となってはもうアザラシとオットセイの違ちがいくらいに割とどうでもいいことだ。それで澄花の評価が変わるものでもなし。

　それに何ていうか……こういうのもいいもんだね。

　和やかでまったりとした空気。

　澄すみ花かが駅弁を食べながらはしゃいでいて、夏か奈なが笑い、美み奈な衣いさんがにこにこ顔でお茶を紙コップに注いでいる。

　出発前に澄花が言っていたように、旅行前の一種独特のそわそわとした雰ふん囲い気きというか目的地へ向かう間のこの時間がゆっくりと流れる感覚というか、そういうのは行いく人とも決して嫌きらいじゃないんだよ。

　今回もいい『聖地巡じゆん礼れい』になるといいな──







　こうして。

　人数が二人から四人となった、初の一いつ泊ぱく『聖地巡礼』が幕を開けたのだった。







　　　２




　さてキチンと紹しよう介かいするのが少しばかり遅おそくなってしまったけれど、今回の大きなものとしては四回目となる『聖地巡礼』先は秩ちち父ぶだった。

　埼玉の中でも奥おく地ちにある山に囲まれた穏おだやかな雰囲気の街。

　この街を『聖地』としていてメインテーマとなるのは……『あの日見た花の名前を僕ぼく達はまだ知らない。』というアニメである。

「ん～、着いた着いた～！　ちちぶちちぶ、秩父駅～！」

　一時間三十分ほどの電車行を終えて。

　秩父駅を出た澄花がちんまい手足を力いっぱい広げて大きく伸びをする。

「わ～、やっぱりさすがは秩父だよね。駅を出るなり見たことがある光景がそこら中にたくさんあるような気がする。ん～、今回はいつにも増して気合いを入れていくわよ！　何ていったって秩父だもん、秩父。最近の三大グランド『聖地』の一つ（澄花調べ）に数えられるくらいの超メジャー『聖地』なんだからっ」

「三大グランド『聖地』……？」

「うん、そうだよ。前にも言ったかもだけど『ハルヒ』の兵庫県西にしの宮みや市し、『らき☆すた』の鷲わしの宮みや、そして今回の『あの花』の秩父は『聖地』として別格なの。巡礼する人の数もたくさんで知名度も桁けた違ちがいで……深海ザメにしてみればカグラザメとオデンザメとメガマウスみたいな感じね」

　身を乗り出して興奮気味にそんなことを言ってくる（最後のたとえは意味が分からなかったけど）。

「そうなのか……」

「そうだよ。だからこれまで以上にガチでストイックにどこぞの作家たちの釣つり部ぶみたいに真しん剣けん勝負じゃなきゃだめなんだからね？　──あ、ちゃんと予習用として渡わたしたスターターキットはミッションコンプリートした？」

「おお、それは大だい丈じよう夫ぶだ。全部見た」

「そう、ならいいんだけど。行いく人との頭は時としてそのオデコの生はえ際ぎわ具合と同じで少し退行気味だから心配だわ……」

「……」

　だからいちいちハゲネタを織おり交まぜなくてもいいっていうのに。

　まあそれはともかく澄すみ花かが言っているスターターキットとは何のことかというと。

　この秩ちち父ぶへの『聖地巡じゆん礼れい』が決まったおよそ一週間前。

　花はな屋や敷しき邸ていに行った時に澄花からあるものを手渡されたんだよ。

『──あ、行人。これを当日までにコンプリートしておくよーに』

『？　何だこれ？』

『『あの花』のスターターキットだよ。やっぱりあの秩父に行くんなら最低限これくらいは目を通しておいてもらわないと。秩父に失礼ってものだからね』

『……』

　それは『あの日見た花の名前を僕ぼく達はまだ知らない。』──通称『あの花』のＢＤとノベライズとコミックとゲームと設定本だった。

　これまでは『聖地』の元ネタとなるアニメやマンガにはあまり事前に触ふれることはせずに、基本的には現地で澄花の説明を聞いて初めてその『聖地』と元ネタとの関係を知る感じだった。

　だけど前回の多た摩まセンター、立たち川かわに巡礼した際に、澄花の友達触しよく発はつプロジェクト（？）のために元ネタとなる『とある科学の超電磁砲レールガン』について少し調べて臨んだところ、実際に『聖地』を訪れた時の楽しさがおよそ三倍増しくらいになった気がして……ああ、こういう感動というかアハ体験を味わうために澄花は『聖地巡礼』をやっているのか……と改めて納得したような気がした。

　だからこれもいい機会だと思って借り受けたスターターキットに全部目を通したんだけども。

　──いや、面白かったんだよ！

　今回のテーマとなる『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。』

　正直最初はアニメということで基本は子供向けのものを想像していた。行人自身最後にアニメを真面目に見たのなんて中学に入ったくらいの頃ころだったし、知識もそれくらいで止まっていたっていうのもあるんだろう。

　だけどそれは全然違ちがった。

　メガネとメガネザルくらいに違った。

　物語のあらすじは、幼い頃に仲が良かった主人公たち六人の幼なじみ（じんたん、めんま、あなる、ゆきあつ、つるこ、ぽっぽ）が、その中の一人の死をきっかけに互たがいに距きよ離りを置くことになってしまう。主人公である〝じんたん〟は引きこもりに。そんな中、死んだはずの〝めんま〟が幽ゆう霊れいとして〝じんたん〟の前に現れて……といった感じである。

　それだけだと決して珍めずらしいストーリー展開ではないんだけど、それを構成する主人公たちの心理描びよう写しやや細やかな感情表現、物語の展開に従って複雑化していく人間関係、さらには美び麗れいな秩ちち父ぶの夏の情景やそれを彩いろどる美しい音楽と相まって……不覚にも最後のクライマックスのシーンでは軽く涙なみだぐんでしまったくらいだった。ちょうど見ていたのが夜中だったため、たまたま寝ねる前にいっしょに海外ドラマのＤＶＤを見ようと部屋にやって来た妹に「ど、どうしたのお兄ちゃん……！　な、何か辛つらいことでもあったの？　痴ち情じようのもつれ？　借金？　わ、私でよければ相談に乗るから……」なんてマジ心配されたのもいい思い出だ。

　まあそれは本当にどうでもいい余談として。

　とにかく本当に面白かったんだよ。

　それ以来行いく人とはこの『あの花』にどハマりしてしまってスターターキットを三回ほど繰くり返かえし踏とう破はした挙げ句に、今では八月三十一日に公開されるという最新の劇場版が楽しみでしょうがないという有様である。

　そしてそんな状態なので……当然のごとく行人的にも今回の『聖地巡じゆん礼れい』はかなり楽しみだった。

「──さ、それじゃあ出発するよ！　秩父『あの花』聖地巡礼！　おー！」

　澄花が突つき出だした手とともに高らかに声を上げる。

「…………と、そうそう、その前に忘れちゃいけないあれがあるけど……ん、そだね。今回はせっかく夏か奈なたちもいるんだからみんなでやろっか」

「え、やる？」

「やるって何をですか～？」

　不思議そうに首を傾かたむける夏奈たちに澄すみ花かはにっこりと笑って。

「えっとね、今から私が言うことをそのまま復唱してくれればだいじょうぶだから。それじゃあご唱和お願いしまーす」

　そう呼びかけると。

　皆みなで声を揃そろえて。




「「「「──『聖地巡礼』[image: …][image: …]キター!!」」」」




　秩父に響ひびくそんな歓声とともに、秩父巡めぐりが始まったのだった。

[image: ]

　恒こう例れいの澄すみ花かお手製のガイドファイルによると、今回のチャートは以下のようになっているらしい。




ＳＴＡＲＴ：西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せん西武秩ちち父ぶ駅えき

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

①【秩父鉄道秩父駅西側】

　↓

　↓　徒歩十分

　↓

②【秩父神社】

　↓

　↓　徒歩五分

　↓

③【定じよう林りん寺じ】

　↓

　↓　徒歩二十分

　↓

④【旧きゆう秩ちち父ぶ橋ばし】

　↓

　↓　徒歩三十分

　↓

⑤【まめちゃん家の秘密基地】

　↓

　↓　徒歩十五分

　↓

ＧＯＡＬ：本日のお宿
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　今までの一日七カ所とかだったタイトな『聖地巡じゆん礼れい』と比べれば比較的ライトなスケジュールのフローチャート。

　ただしこれは一日目だけのもので、二日目のガイドは別に作ってあるらしい。

「えっとね、今回は一日目で秩父の市街地を巡礼して、二日目にはちょっと離はなれた場所に行く予定なの。それはまた明日ファイルにして渡わたすから」

「ん、今日はまだ見られないのか？」

「うん、そ。その方がどこが行く先になるか直前まで分からなくて、楽しみが増えるでしょ♪」

　ふむ、確かにミステリー『聖地巡礼』的でいいのかもしれないな。

「さ、じゃあ行くわよ～。美み奈な衣い、用意はいい？」

「はい～、こちらに～」

　そう言って美奈衣さんがどこからか引いてきたもの。

　それはこの二、三ヶ月でイヤというほど見慣れた行いく人との相あい棒ぼう……リヤカーだった。

「……え、何でこれがここに……？」

　今回は電車行だしこれ（ヘラクレスマークⅡ）の出番はないかと思ったんだけど……

　行人の疑問に。

「え、何でって、行人が引っ張っていくからだよ？　ほら、やっぱりこれがないとまだ外を長時間歩くのはちょっとしんどいし、『聖地巡礼』といえばもうこれがトレードマークになったみたいな感じだし……。事前にここまで運んでおくのは（美奈衣が）大変だったんだから」

「そうですか……」

　まあちゃんと電動自転車もいっしょに運んできてくれていたのは救いか……

「それにそれに、今回はそれだけじゃないわ。せっかくの『あの花』の『聖地巡礼』なんだからこんなものを用意したわ。じゃーん！」

「これは……」

「ふふー、〝じんたん〟Ｔシャツだよ。『地底人』とか『西へ東へ』とか、ちゃんと人数分あるんだから。これをみんなで着て巡じゆん礼れいするんだ♪」

　澄すみ花かが出してきたのは様々なフレーズが書かれたＴシャツだった。

　これは『あの花』の中で主人公の〝じんたん〟が毎回ヘンな文字のＴシャツを着ていることから話題になったものであり、それを人数分用意してきたとのことである。

「わー、これ『サバイバル』って書いてある。私これにするー！」

「では私はこれにしますね～。『白ネギ』」

「私はこれにするわ。『火山』。行いく人とはこれね、『くま殺し』」

「はいはい」

　というわけで四人揃そろって〝じんたん〟Ｔシャツを身に着けるとともにいつも通り澄花はリヤカー（ヘラクレスマークⅡ）に乗り込んで。

　秩父ちちぶの街へと繰くり出だすのだった。







【秩父鉄道秩父駅西側】

「──さ、『あの花』といえばまずここよね！　アニメ第一話で〝めんま〟がこの柵さくの上を歩いて、足を滑すべらせて落ちそうになったところを〝じんたん〟が助けようとして……」

「おお……！」

　思わず行人も声を上げてしまった。

　行人たちが最初に訪れたのは、秩父鉄道秩父駅を西に少し歩いたところにある線路沿いの道だった。

　線路脇わきに昔ながらといった風情ふぜいの侵しん入にゆう防止用の柵が立つ風景。

　ぱっと見た感じは普ふ通つうの線路とその横にある道路って雰ふん囲い気きなんだけど、ここは今澄花が口にしたように『あの花』一話の中でもかなり印象的な場所である。

「ここはあれだよな、それまでどこか無気力で生気がなかった〝じんたん〟が初めて感情を見せて必死になる……」

「お、行人分かってるじゃない。口だけじゃなくてちゃんとスターターキットで予習してきたみたいね。よしよーし、偉えらいぞ♪」

　犬にやるように行人の頭をなでなでとしてくる。

　伊だ達てにスターターキットを三回リピートしてないからな。

　そんな風に返しつつ『聖地』の様子をじっくりと眺ながめていると。

「へー、ここが『聖地』なんだー？　なんか見たところ普通の道みたいだけど……」

「そうですね～、特とく徴ちよう的てきなシンボルとかもありませんし～」

　夏か奈なと美み奈な衣いさんがそんなことを口にしながら不思議そうに首をかしげていた。

　うん、それは初めてこういう隠かくれ『聖地』を目にすると疑問に思うことだよな。行いく人ともそうだったので気持ちはよーく分かる。

「あー、うん、ええと、『聖地』には意外とこういう何でもない場所が多いんだ。もちろんメジャーな観光地がそうなっていることもあるんだけど、どちらかと言えばこういう隠れ『聖地』的なものがほとんどで──」

　なのでそう説明すると。

「へー、そうなんだ。なるほどね、隠れ『聖地』かー……」

「それは言い得て妙みようですよね～」

　二人が納得したようにうんうんとうなずき返してくる。

　や、まあほとんどが澄すみ花かの受け売りなわけだけど。

　で、その澄花はというと──行人が説明をしている間、隣となりで熱心に写真撮さつ影えいや動画の撮影をどこぞのスーパーカメラマンのごとくパシャパシャとやっていた。うーん、仕事熱心というかマイペースだね。

「──ん？　そういえばここでは舞ぶ台たい再現はやらないのか？」

　さっきから普ふ通つうに写真撮影などをするばかりで、恒こう例れいの舞台再現をやろうとしない。

　なので不思議に思って尋たずねてみたところ。

「ううん、ここではやらないよ」

　澄花は首を横に振ふってそう答えた。

「？　何でだ？　ここは物語の中でもけっこう印象的なシーンだと思うんだけど……」

　今までのパターンからすればここはやるべきところだろう。

　行人のその疑問に。

「……それは私もやりたいとは思うよ。だけど……あのね、今はなくなっちゃったみたいだけど、少し前まではここに地元の有志達による注意書きがあったって話なの。『めんまのお願い』っていう張り紙で、アニメのマネをして柵さくの上に乗らないようにって呼びかける内容の……」

「そうなのか？」

「うん。やっぱり危ないからかしらね。けっこう高い柵だし線路と道路の境目にあるわけだし」

　そこでもう一度柵のところに目をやって。

「とにかく、そういう注意書きがあったってことは地元の人たちがあまりやってほしくないって考えてるってことでしょ？　だったらそれに従うわ。郷に入っては郷に従えだし、他の『聖地』巡じゆん礼れい者しやにも迷めい惑わくがかかるかもしれないもの」

「へえ……」

　何ていうか、ちゃんと考えてるんだな。

　てっきり澄花の性格からして（行人に）支えてもらってでも強行しようとするかと思ったんだが、意外にそういうところは生真面目というかしっかりしているというか……

「当然だよ。やっちゃだめなことはやらない。破っちゃいけないマナーは破らない。最近じゃアニメの『銀の匙さじ』でもそういう注意呼びかけがあったっけ？　そういうのを守れないようじゃ、『聖地巡じゆん礼れい』をする資格はないと思う」

　きっぱりとそう言い切る。

　や──そういうところは本当に偉えらいと思うよ。

「……分かった。じゃあここでの舞ぶ台たい再現はなし。『はにかみ澄すみ花かちゃんねる☆』の撮さつ影えいもなしってことだな？」

　そこはかとない尊敬の念とともにそう言いかけて。

「え？　何言ってるの。撮影はするわよ」

「え？」

　思わずオウム返しになった。

　い、いや、だって今やっちゃダメなことはやらないって言ったばかりじゃ……

「もちろん実際に柵さくの上に乗るのは危ないからやらないわよ。でもそのシーンの舞台再現の映像は当然撮るわ。その後の〝ゆきあつ〟と〝つるこ〟との再会のシーンにも繫つながるわけだし。柵の上を渡わたっているフリをする画像を撮とって、後で編集して合成するから」

「…………」

　……別の意味でそういうところもしっかりしているんですね。

　まあやりたいというのならとめる理由はないんだけど。

　そういうわけでビデオカメラを回して。

　普ふ通つうに道路の上で澄花がバランスを取りながら柵の上を歩いているフリをするという、ある意味シュールな動画を撮ったのだった。

　ちなみにその後の〝ゆきあつ〟と〝つるこ〟との再会のシーンで行いく人とはゆきあつの役をやらされたわけだが。

　……なーんかイヤな予感がしたことだけ、付け加えておく。







【秩父ちちぶ神社】

　線路脇わきの道で舞台再現用の動画を撮影して、次に向かったのは近くにある神社だった。

　市街地の中に溶とけ込こんで鎮ちん座ざする【秩父神社】。

　ここは秩父の中でも一級の観光ポイントで、普通に観光地としても有名な神社であるらしい。

「おお、思ったよりも境内は広いんだな……」

　アニメで見た時にはもう少し狭せまいイメージだったんだけど、全然そんなことはなかった。むしろこういった街中の神社としては広い方か。

「ん～、ほんとだねー。開放的で広々してていい感じ」

　澄すみ花かも気持ちよさそうに深呼吸をする。

「ここの入り口部分では第四話で〝じんたん〟と〝ゆきあつ〟が対たい峙じするのよね。あのシーンはほんとにハラハラしたっていうか……。──それにこの辺の街並みは色んなところが『聖地』だからね。駅前の交差点とか『浅あさ野の靴くつ店てん』さんとか『キンカ堂跡あと地ち正面』とか、その辺りも後で忘れずに写真を撮とっておかないと」

「そうなのか？」

「うん。それに目の前には『まちなか観光案内所』とかもあったりして、『あの花』の『聖地巡じゆん礼れい』スポットとしても一級なんだよね。来月には『あの花夏祭inちちぶ』もこの近くで開かい催さいされるみたいだし、それにご本ほん殿でんの絵馬かけ所には痛いた絵え馬まとかも奉納されてるって話」

「絵馬か……」

　その澄花の言葉通り、ご本殿の裏手まで行ってみると、確かにそれはあった。

　割と大きめな絵馬かけ所。そこに数え切れないほどのたくさんの絵馬で埋うめ尽つくされている中、少なくない数の『あの花』のキャラたちが描かかれた絵馬──いわゆる痛絵馬がかけられていて、だけどそれらは不思議と周りの普ふ通つうの絵馬とも自然にマッチしているようであり……うーん、何というか不思議な光景だね。二次元と三次元がその境目なく共存している感じというか……

　その違い和わ感かんのなさに感心（？）していると。

「あー、あんなところにおみくじがある！　ねえねえ澄花、イクイク、おみくじやろうよ、おみくじー！」

　と、夏か奈なが離はなれた場所にある建物を指さしてそう声を上げた。

「ほらほら、なんか水につけると結果が浮うかび上がってくるみたい。水みず占うらみくじだってー」

「おお」

　こういった神社ではお約束だけど面白そうだな。

「ね、ね、せっかくだからみんなでやってみようよ！　一番結果が悪かった人が後で罰ばつゲームねー♪」

　夏奈のそんな言葉とともにみんなでおみくじを引く。

　結果は──

「大だい吉きち、まあ当然ね」

「んー、大吉かー。こんなもんかなー」

「同じく大吉ですね～」

「…………中ちゆう吉きち……」

　行いく人との手の中には、『中吉』と書かれた水に濡ぬれたおみくじがあった。

「ふう、行人の髪かみの毛と同じくらいみじめな結果ね……」

「ま、まあまあ、中ちゆう吉きちならいいじゃありませんか～」

「あはは、確かにそうだけど、この中で一番結果が悪かったのには変わりないよねー。じゃあイクイクの罰ばつゲーム決定ね♪　ふふふ、何やってもらおっかなー」

「…………」

　まさか中吉なのに一人負けするとは……

　どれだけ運がいいっていうんだろうね、このツンデラックスガールとアクティブフレンドリーガールとにっこり家政婦さんの三人は。

　神様の不平等さにそこはかとなくやさぐれた心地になっていると。

「──あ、そうだそうだ！　行いく人とのあまりの毛根と運気の乏とぼしさに忘れるところだった！」

「？」

　と、澄すみ花かが失礼な言葉を添そえつつそうパチンと手を叩たたいた。

「あのねあのね、ここのすぐ向かいに『八や幡はた屋や本ほん店てん』さんっていうお店があって、そこで蒸むしパンが買えるんだった！」

「お、そうなのか？」

　蒸しパンと言えば『あの花』では外せないマストアイテムの一つだ。

　それが売っているとあっては……もう買うしかないだろう。

「そうそう。劇中に出てくるのと同じ白い蒸しパンでちゃんとレーズンも入ってるんだって。あ、さすがに卵の殻からは入ってないみたいだけど」

「はは、それはそうだ」

　そんな冗じよう談だんを言って笑い合って。

　出来たての蒸しパンを食べたのだった。

　うん、美味いしボリュームもたっぷりだし、言うことなしだね。

　……後の罰ゲームってのが、少しだけ怖こわいけど。







【定じよう林りん寺じ】

　おみくじの結果に若干打ちひしがれつつ蒸しパンに舌した鼓つづみを打った後に、【秩父ちちぶ神社】から北の方へ五分ほど移動して、やって来たのはお寺だった。

　周りを木々に囲まれたいかにもって感じの閑かん静せいなお寺。

「ここは物語の中でも何度も登場する頻ひん出しゆつ『聖地』よね。告白大会をしたり花火を作ったりとか……って、スターターキットをコンプリートした行人にはもう分かってるか」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　澄花の言うように、ここは『あの花』の中に頻ひん繁ぱんに登場する場所だった。

【秩父神社】の場合とは逆にここはアニメで見ていたイメージよりも少し狭せまい感じだったけど、境内の様子はアニメに登場したそのままで、見た瞬しゆん間かんにそうだと分かった。

「はー、本当にここの境内の作りとかはそのまんまだな……」

　こぢんまりとした木造のお寺の構造やその周りの風景。

　アニメの風景をそのまま現実に写し取ったような感じである（本当は逆なんだろうけど）。

「この辺りとかはちょっとだけ違ちがう感じだなー」

　参道脇わきのベンチや灯とう籠ろうのある辺り。

　ほとんどの部分は同じなんだけど、小物の配置や張ってあるポスターの位置とかが微び妙みように異なったりしているのはしょうがないことだろう。

　そんなことを何となく考えながら辺りを散策していて。

（──ほらー、澄すみ花か、よく分かんないけどここではそれをやるのがいいんでしょ？）

（え、で、でもさ……）

　と、後ろからそんな声が聞こえてきた。

（いいからいいから。こういう時には遠えん慮りよしない遠慮しない。イクイクはそういうのをいやがったりはしないし、やりたいと思ったらやっとかないと後こう悔かいするよー？）

（そ、それはそうかもしれないけど……）

（もー、細かいことはいいのー。いいから──えいっ！）

（あ、ちょ──）

　ドサッ！

「う、うおっ!?」

　そんなかけ声とともに、いきなり背中に何か軽やかで柔やわらかな感かん触しよくが乗っかってきた。

　な、何？　何なの？　お寺だけにその辺を歩いてた野良妖よう怪かいこなきじじいに憑ひよう依いされたとか……!?

　若干戦せん慄りつしながら後ろを向くと……そこにはどこか焦あせったような顔をした澄花の姿があった。

「な、何してるんだ、澄花!?」

　ずり落ちそうになる澄花を後ろ手で支えながら尋たずねると。

「え？　あ、え、ええと……な、何って、これは、その、舞ぶ台たい再現よ。ほ、ほら、第九話で〝めんま〟が〝ぽっぽ〟の背中におぶさったシーンがあったでしょ？　行人は体格的にだいぶ頼たよりないけど……あ、あれよ、あれ」

「そ、そうか……」

　確かにそんなシーンはあったな。

　だけどそれならそれとやる前に言ってほしかったというか……

「な、何言ってるのよ。突とつ然ぜんやるからいいんでしょ。アニメでもそうだったし……」

「ま、まあ、それはそうだけど……」

「こ、細かいことはいいの！　いいからしばらくこのままでいて」

「お、おう……」

　どこか釈しやく然ぜんとしない心地のまましばしの間おんぶ状態を続けていて。

「それにしてもさっきの【秩父ちちぶ神社】といい、この辺りは本当に『聖地』だらけなんだな……」

　ふとそう思った。

　ここに来るまでに普ふ通つうに街を歩いていて何カ所も『聖地』に遭そう遇ぐうしたし、澄すみ花かにもらった『聖地巡じゆん礼れい』ファイルを見るとこの先も軽く十を超えるほどの大小の『聖地』が存在するみたいだ。

　それだけこのアニメは秩父の描びよう写しやに力を入れていたということなんだろう。

　その熱意に感心していると。

「──そうだね、ほんとにそうだと思う。ここの近くの【けやき公園】も『聖地』だし、それにここの横の空き地は第三話でじんたんが学校をさぼった時に行った場所なんだよ」

「そうなのか？」

「うん。本当にこの街はどこもかしこも『聖地』で、もう『聖地』のオンパレードって感じ。一日だとちょっと回りきるのはきついかもなんだよ。だからどうしても一いつ泊ぱくしたかったっていうか……。特に明日行く【龍りゆう勢せい会館】【龍勢発射台】は市街地から少し離はなれてて行きにくい場所だから、なおさらなんだよね」

「なるほど……」

　確かにその二つは『あの花』の『聖地巡じゆん礼れい』をする上では外せないからな。

　ムリして強行軍をするよりはせっかくの夏休みなんだしのんびりとできる方がいいだろう。行いく人とが一日に移動できるリヤカー距きよ離りにも限界があるし。

　今回の『聖地巡礼』を二日に分けた理由に改めて納得した気分になっていると。




「──えー、でも澄花にはそれ以外にもお泊とまりしたい理由があったんじゃないのー？」




　と、夏か奈ながふいににやにやとそんなことを言ってきた。

「な、何よ、夏奈……」

「ほらほらー、それはその『聖地巡礼』的に一泊は必要なのかもしれないけど、イクイクといっしょに泊まることに意義があるっていうか、一夏のアバンチュール的な意味でも何かあるんじゃないのー？」

「あ、あばんちゅーるって……ちょ、ちょっと夏奈、何を言ってるのよ……！」

「べっつにー。言葉通りの意味だよ♪　あばんちゅーるはあばんちゅーる♪」

「も、もう……！　ほ、ほんとにさっきからろくなことをしないんだから……っ！」

　澄花がなぜか顔を茹ゆで上あがったカニみたいにかーっと真っ赤にしながら声を上げていた（行人の背中で）。

　何なんだろうね、一体……？







【旧きゆう秩ちち父ぶ橋ばし】

　神社、お寺と仏ぶつ閣かくシリーズが続いた後にそのまま北上して、次にやって来たのは橋だった。

　市街地の端はしにあるかなり大きな橋。

「ここはオープニングにも出てくるし、秘密基地に行く時に通る場所だから物語の重要なシーンで何回も出てくるの。まずは一話では〝じんたん〟が全力疾しつ走そうするのがエンディングテロップといっしょに流れたし、その他にも要所要所で出てくる場所だよね～」

「ん、そうだよな」

　物語のキーポイントとなるシーンでは必ずこの橋が登場していたと思う。

　橋を渡わたった先にある秘密基地へと行くための唯ゆい一いつの路。

　そして秘密基地は物語の過去と現在、そして未来に共通して登場する重要な場所。

　だとするとこの橋は過去と現在と未来とを繫つなぐ象しよう徴ちよう的てきな何かを表しているのかもしれないな……なんて思うのは行いく人との考えすぎかね。

「んー、でも有名だからかもしれないけど、ここもなぜか欄らん干かんの上を渡ろうとする人たちがたくさんいて、【秩父鉄道秩父駅西側】と同じように『めんまのお願い』があったらしいわね。おかげで今ではそういうマナー違い反はん者しやは少なくなったみたいだけど……」

「そうなのか……」

　まあ真似をして舞ぶ台たい再現をしたくなる気持ちは分からなくもないけど……それでも澄すみ花かの言うように、マナーはマナーであり、守るべきものである以上それは絶対に守るべきだとも思う。

「ん、だから私、ブログ上とかツイッター上でも呼びかけていこうと思うんだ。もしも『聖地巡じゆん礼れい』者しやが立ち入り禁止とかになったりしたらイヤだもん」

「そうだな、それがいいと思う」

　一人一人の力は小さいかもしれないけど、それでもこういったことはやることに意義があるんだと思う。

　それにしても澄花は本当にこういう『聖地』マナーについてよく考えているんだな……







　その後もいくつか細かい『聖地』を回った。

　アニメの端はし々ばしに出てきた街並みを写真や動画に収めたり、ブログ用のメモを取ったり、お土産をいくつか買ったり。

　途と中ちゆうにあった森っぽいところで澄花が舞台再現をやろうと言い出して……イヤな予感が現実になったりもした。

『──さ、行人。これ着て』

『…………これって……』

『うん、ウイッグと白いワンピース。ちゃんと所ところ沢ざわのお店で美み奈な衣いに頼たのんで買ってきてもらったやつだから。あの名シーンは絶対に舞ぶ台たい再現しておかないと』

『…………』

　澄すみ花かが言っていたのは、物語の中で登場人物の一人である〝ゆきあつ〟が〝めんま〟のことを忘れられずに彼女に扮ふんして女装するシーンだった。

　いやあれは確かに色々な意味でインパクトのあるシーンだし、舞台再現できれば有用だってのは分かっているんだけど……

『さあ、これを着て走って全力で逃にげて！　あのある意味カオスともいえるシーンを表現できるのはこの場には行いく人としかいないんだよ！』

『や、そ、それはそうなんだけど……』

『なんかよく分かんないけど、それ着るだけでいいならやってあげなよー。ほら、イクイクってけっこうきれいな顔立ちしてるから女装は似合いそうだし♪』

『私の買ってきたワンピースを使ってあげてくださいな～』

　夏か奈なと美奈衣さんまでそんなことを言ってきて。

『……………………分かりましたよ……』

　結局三対一ということで根負けして、ウイッグと白ワンピースで女装するハメになった。

　くう、何だってこんなことに……







【まめちゃん家の秘密基地】

　そして一日目最後に訪れた『聖地』は……焼き鳥屋だった。

　秩ちち父ぶ駅えきの近くにある焼き鳥屋。正確に言えばその隣となり。

　そこには何があるのかというと──

「おお、これは……」

　行人たちを待ち受けていたのは、秘密基地だった。

　木材やトタンなどで作られた簡素な感じの建物。

「澄花、ここって……」

「うん、そうだよ。『あの花』に出てくる秘密基地♪　正確に言えばそれを再現したスポットだけど」

　驚おどろく行人に澄花が満足にそううなずく。

　澄花曰いわく、ここは隣にある焼き鳥屋さんと有志たちの手によって秘密基地が再現された場所とのことだった。

　秘密基地とは、ここに来るまでに何度か会話の中に出てきたけれど、『あの花』に出てくる六人の主人公たちが子供の頃ころに森の中に作った文字通りの秘密基地である。過去の回想シーンではもとより、本編でも重要なキーポイントとなる場所であるのだが、ただそのモデルとなった場所は正確には特定されていないとのことらしい。なので今回の『聖地巡じゆん礼れい』でも『聖地』としては訪れることはないと思っていたんだけど……

「どうどう、すごいでしょ？　正確には物語中に出てきた場所ってわけじゃないんだけど、今日の最後を飾かざるにふさわしい『聖地』だと思わない？」

「ああ、ここは間ま違ちがいなく『聖地』だ……」

　外観や内装、小物なんかがバッチリ再現されていて、さらには『超平和バスターズずっとなかよし』の文字まで再現されていて……うん、本当にすごいな、これは……

　思わず見とれる行いく人とに。

「ふふふ～、ネットで調べててここを見付けた時に、絶対に巡礼先に入れようって決めてたんだ～。『あの花』の聖地巡礼者の間では有名だし、色んなイベントとかも開かい催さいされてるらしいよ？」

「そうなのか……」

　その言葉を裏付けるかのように、行人たちがいる間に何人も他の『聖地』巡礼者たちがこの場所を訪れていた。

　行人たちと同じくらいの歳の男子や女子、小学生くらいの子供から社会人っぽい大人まで性別も年齢層も様々。

　行人たちもその内の何人かと話をしたり、交流ノートにイラストやコメントを書き込んだり、今日が初めての『聖地巡礼』だという若葉マーク巡礼者に澄花が嬉うれしそうに自作の『秩父聖地巡礼』ファイルを渡わたしたりなんかもしていた。

　──うん、こうやって『聖地』巡礼者同士が交流できる場所があったりするのはいいことだよな。

　同じ価値観を持って話し合える相手と巡めぐり会あえる機会なんてものはなかなかないし、旅行先の開放感も相まって当然話も弾はずむ。

　何だかほっこりとした温かい気分にさせてくれるというか……







　こうしてちょっとした驚おどろきと感動とともに一日目に回るべき『聖地』は全て回り。

　宿へと向かうこととなった。







　　　３




　泊とまる宿は、秩ちち父ぶ駅えきを挟はさんで今日『聖地巡じゆん礼れい』をした方面とは反対側にあった。

　いい感じにひなびた雰ふん囲い気きの歴史がありそうな旅館。

　いかにも旅先の宿って風情ふぜいの趣おもむきある造りである。

「は～、歩いた歩いた。もうくたくたで、足がひのきの棒みたい」

「……いや澄すみ花かはほとんどリヤカーに乗ってただろ……」

「（聞いてない）やっぱり秩父は見るべき『聖地』がたくさんあるから大変よね。明日はもっと遠くまで行くから今日はゆっくり温泉にでも入って養生しないと……」

「…………」

　……まあいいけど。

　ちなみに最後の方にはみんな歩くのに疲つかれただろうということで、夏か奈なと美み奈な衣いさんもリヤカーに乗ってもらったりもした。ほら、さすがにこの暑さの中でなかなかの距きよ離りを歩いたから女子陣じんにはけっこうしんどそうだったというか、一番体力のある行いく人とが労を負うのは当然だと思ったからなんだけど……

「じゃあとりあえずこれから夕食までは各自部屋で自由時間ね。行人も温泉にでも入って療養中のニホンザルみたいにのんびりするといいわ。──あ、夕食の後にも色々とイベントがあるから、楽しみにしててね」

「ん、おお」

　そううなずき返して行人に割り当てられた部屋へと向かう。

　当然のことながら、部屋は澄花たち三人と行人とで別の部屋だった。

　行人が少しばかり狭せまめの六畳間で三人が二間続きの大部屋なのは、人数から考えたらまあ仕方のないところだろう。

「それにしてもなかなかにハードな一日だったな……」

　部屋の座椅子にもたれかかって思わずそんな言葉が口から出る。

　チャート的には少なかったとはいえ、実際に回った『聖地』の数と移動距離は間ま違ちがいなく今までで一番だった。リヤカーの乗車人数も最後には最大三人になっていたわけだし。

　それでもなかなかに見応えがあるいい『聖地巡礼』だったと思う。

『聖地』の数も多くその中身も充実。

　それに夏奈たちがいるおかげでこれまでの巡礼に比べてだいぶ賑にぎやかな感じでもあるし。

　もちろん澄花と二人で行く『聖地巡礼』は楽しいけど、たまにはこういう大人数で行くのも悪くないと思うんだよな。何ていうか、ちょっとした部活みたいな感じで。

「明日も──こんな風に楽しく過ごせるといいな」

　女装はナシの方向でお願いしたいけど。

　と、そんなことを考えながらお茶を飲んだり備え付けのお菓子を食べたり温泉に入ったりしている内に時間が経って。

　夕食の時間になった。

　夕食は大広間に用意されていた。

　三十畳じようほどの畳たたみ敷じきの和室で、テーブルの上に並んだ豪ごう華かな料理の数々。

「わー、すごいすごい、美味しそうなのがたっくさん！」

「うん、やっぱりソバは外せないわね。秩父ちちぶではソバが名産品として有名だから」

「わ、そうなの？」

「そうだよ。秩父は四方を山に囲まれた盆ぼん地ちになってて、小石が多く瘦やせた土地だからソバの栽さい培ばいに適しているの。腰こしが強くて風味が豊かで美味しいらしいわよ」

「お蕎そ麦ばだけにソバらしい（素晴らしい）ですね～♪」

「み、美み奈な衣いさん……？」

　最後の美奈衣さんの戦せん慄りつの一言はともあれ。

　秩父はソバが名産品だというのは行いく人とも初めて聞いたけれど、その評判に違たがわずツルツルシコシコで美味しかった。

　その他にも小こ昼ぢゆう飯はんと呼ばれる地元の穀こく物もつ、農産物を食材として調理した郷土料理なども盛りだくさんで。

　それ以外の料理も味ももちろんのことながら量もたくさんで……食べ物が美味しいとそれだけで人は幸せになれるような気がするね。

「あれ、澄すみ花かそのスイカ食べないの？　じゃあもらうねっ♪」

「あ、ま、待って、それは最後に食べようと──」

「ぱくり♪」

「ぎゃ、ぎゃー！　な、何てことするのよ！　私は好きなものは最後に取っておくタイプなのに……！」

「えー、そんなんじゃこの弱肉強食の社会を生いき抜ぬけないよー？」

「ど、どこの世紀末なのよ……。も、もうこうなったら行人のスイカをもらうんだからっ。ちょうだい！」

「え？　いいけど……」

　別にスイカにはそこまで執しゆう着ちやくしていないし……

「えへへ、やった。スイカげっと。じゃあもらうね。あーん──」

「ぱくり♪」

「ぎゃ、ぎゃああああああー!!　ま、また私のスイカを……！」

「へへー、早い者勝ちだよー♪」

　そんな感じに笑いの絶えない食事の時間。

　うん、本当に平和だね。







　そして夕食後。

　花火をするというので澄すみ花かたちの部屋に行ってみると──

「じゃじゃじゃじゃーん！　ほら、見て見てー！」

「おお……」

　出てきた夏か奈なは浴衣姿だった。

　見れば後ろにいる美み奈な衣いさんも同じく浴衣を着ている。

「やっぱり夏で花火と言えば浴衣だよねー♪　今日のためにみんなで新しい浴衣を買っちゃった、えへへ」

「みなさんでいっしょに柄がらを選ぶのは楽しかったですね～」

「……」

　何というか、普ふ段だん見慣れている制服姿や、アクティブな感じの私服姿とも違ちがって、風情ふぜいが溢あふれてていいもんだね。これぞ某ぼうキンチョーと並ぶ日本の夏というか……

　そして部屋の奥おくにいる美奈衣さんのさらに陰かげに隠かくれてもじもじとしているちんまい人ひと影かげ。

「ほらほら澄花ー、恥はずかしがってないでイクイクに見せてあげなよー♪」

「……べ、別に恥ずかしがってなんていないわよ。た、ただ、その、ちょっと、行いく人とにこの姿を見せるのはもったいないんじゃないかと思って出し惜しみしてるだけなんだから……」

「それを恥ずかしがってるっていうんだって。いいからほら♪」

「あ、ちょ、ちょっと──」

　トン。

　弾はずんだ声の夏奈に押おし出だされて澄花が前に出てくる。

　その姿は他の二人と同じように当然浴衣姿であり、普段はさらさらと流された透すき通とおるような長い髪かみの毛は左右で二つに結ばれていて、それがまたいつもとは違う雰ふん囲い気きを出している上に浴衣にまたマッチしていて……

「…………な、なによ……」

「……」

「…………だ、黙だまってないで何か言いなさいよ。似合ってないなら似合ってないで──」

「や、似合ってると思う」

「え？」

「──うん、ものすごく似合ってる。かわいいと思う」

「あ、な……」

　それは別にお世せ辞じとかじゃなくて本心だった。

　濃こい青色の下地に赤い金魚がちりばめられた彩いろどり豊かな浴衣。

　それは小こ柄がらな澄すみ花かにこの上なくフィットしていると思うんだよ。

「そ、そう……な、ならいいわ。もし心ない感じで適当に「いいんじゃないか？」とか言うようだったら、その残り少ない髪かみの毛けに嚙かみついてやろうと思ってたのに」

　そうつぶやく澄花に。

「もー、澄花はほんとに素直じゃないんだから。嬉うれしいなら嬉しいってはっきり言えばいいのに」

「う、うるさいわね……世の中みんな夏か奈なみたいに単純じゃないのよ……！」

　二つに結んだ髪を逆立てて、しゃー！　っと声を上げる。

　ともあれそんなやり取りを経て。

　浴衣女子三人と花火をやりに外に出る。

　旅館の前でやる許可はすでに取っていて、さらには花火セットやらバケツやら一式まで夏奈が全て用意していた。

「さ、まずは最初にやる花火を配るよー。一人同時に三個持ちまでならオッケーだから♪」

「ね、ねえ、花火って火薬の塊かたまりなのよね……？　そんな風に雑に扱あつかってだいじょうぶなものなの……？（不安そう）」

「あれ、澄花もしかして怖こわいの？」

「!?　そ、そんなわけないじゃない……！　た、ただ私は火薬の扱あつかいにおける安全面の見地から言っただけで……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ちゃんとバケツとかも用意してるし、人に向けたりは絶対禁止だから。ほら、大丈夫だよ澄花。怖くない怖くなーい」

「だ、だから違ちがうって言ってるのに……」

　まあ最初こそそんな風に澄花が花火に対して警けい戒かい心しんを抱いだいたりしていたけれど。

　すぐにそれも慣れたようで。

　ヘビ花火やネズミ花火で大笑いしたり、小型の打ち上げ花火で盛り上がったり、線せん香こう花火でどことなくしっとりとした気分になってみたりと様々で。

　さらには手持ちの花火の光で夜空に８を描かいて舞ぶ台たい再現をしたりして、この上なく楽しい時間だった。

　特に澄花はこういう風に花火をみんなでやるのは初めてとのことで、終始楽しそうにしていたのが印象的だったね（もちろん口には出してなかったけど）。
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　で、花火が終わってからは澄すみ花かたちの部屋に集まってまったりとした時間を過ごしたりもした。

　なぜかみんなでしりとりをしたり、トランプやウノをしたり、こういったお泊とまりでの定番の枕まくら投なげをしたり。

　特にトランプでやった大だい富ふ豪ごうでは、澄花がムキになってすごかった。

　大富豪は負のスパイラルが顕けん著ちよに現れるゲームであり、一度ビリの大貧民になるとなかなかそこから抜ぬけ出だせない現代社会の縮しゆく図ずみたいな過か酷こくなシステムになっている。

　その大貧民になってしまった澄花が悔くやしがって何度も何度もリベンジを要求したのだった。

　合計三十回くらいやったかね。

　とはいえ最後には自力で大富豪（夏か奈な）を追い落として頂点にまで上のぼり詰つめていたのは、さすがの負まけず嫌ぎらいというか何というか。

　ともあれ今はそういった大富豪バトルも一段落して、美奈衣さんは旅館の大浴場に行っていて、残った澄花と夏奈も二人は布団に並んでうつぶせになりながら何やらガールズトーク（？）をしている。

「んー、やっぱり澄花にはこのショートパンツも似合うと思うんだよなー」

「え、そ、そんなことないよ……私は足が棒みたいだからこういうのはあんまり見栄えがしないし……」

「そんなことないことないってー。棒なんてとんでもなくて、きれいないい足だよ。試すだけ試してみたらいいじゃん。ほら、私の貸してあげるから」

「う、うーん、いいわ、やっぱり。あんまり気が乗らないし……」

「えー、でもさ──」

　それにしても、改めて見てみてこの二人、まったくもって性格もキャラも正反対だよな。

　かたや思ったことを素直に表現できずに正反対の態度を取るツンデラックスガール、かたや思ったことはあけすけに何でも口にして感情表現も豊かすぎるくらいに豊かなフレンドリーアクティブガール。

　普ふ通つうに考えればあんまり接点がなさそうなのに、いったいどうやって友達になったんだろうね？

　何やら押おし問もん答どうをする二人を何となく眺ながめながらそんなことを漠ばく然ぜんと考えていて。




「も、もう、だからいいって言ってるでしょ……！」




「……？」

　と、ふいにそんな大きな声が聞こえてきた。

　見れば澄すみ花かが両手を握にぎりしめてしゃーっと夏か奈なに向かって声を上げている。

「私には合わないってさっきから言ってるじゃない……！　そういうスポーティーなのは個人的にあんまり穿はきたくないの！　夏奈、しつこいよ！」

「でもでも、絶対に似合うのに。澄花はそうやって試しもしない内からすぐにだめだって決めつけるんだから。そういうのは悪いくせだと思うよ？」

「……！　そ、そんなの余計なお世話よ……！　夏奈のあほー！　もう寝ねる！　澄花ちゃんねる！　おやすみっ！」

「あ、ちょ、ちょっと澄花──」

「…………（ぷいっ）…………」

　そんなやり取りとともに。

　見てみると、澄花が毛布を頭から被かぶって布団にこんもりと山を作っていた。

　むう、ちょっと前まで仲よさげにやり取りをしていたはずなのにどうしたんだ……？

「あちゃー、またやっちゃったかー……」

　夏奈が頭に手をやりながら失敗したーって顔で行いく人との方へとやって来る。

「？　どうしたんだ？」

「んー、ちょっと余計なことまで言い過ぎちゃったっていうか突つっ込こみすぎちゃったっていうか……。昔っからこうなんだよねー。すぐ調子に乗って、よく澄花を怒おこらせちゃうの。気を付けなきゃとは思ってるんだけど……」

「……」

　まあ、ここまで性格の違ちがう二人ならそういうこともよくあるんだろうなあとは想像できる。

　ただでさえ澄すみ花かはあんまり自分のことを突つっ込こまれるのに耐たい性せいがなさそうだし。

「大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「んー、たぶん大丈夫だと思う。いつもだいたいこんな感じだし、明日になったら謝っておくから」

「そうか……」

　夏か奈ながそう言うのなら行いく人とがあまり口を出すところじゃないだろう。

「じゃあ澄花も寝ねたことだし、俺おれもそろそろ部屋に戻もどるな。また明日」

「ん、分かった。おやすみイクイク」

「おやすみ」

　そう夏奈に言って。

　部屋へと戻った。

「……」

　それにしてもやっぱりあの二人、ああしてケンカ（？）をすることもあるんだね。

　これまではあんまりそういう場面を見たことがなかったら少しビックリしたけど、考えてみればあれだけ性格の違う二人なんだしケンカの一つや二つがあっても当然か。

　むしろ今までそういったことがなかったのがたまたまだったのかもしれない。

　そう思って、その場は納得したのだった。







　　　４




　それは何時くらいのことだっただろうね。

　明日の準備を軽くして枕まくら元もとに着ていく服を畳たたんで置いておいて、行人が布団に入ってから一時間も経たない頃ころだろうか。

　コンコン、コンコン。

「……？」

　何か音が聞こえたような気がした。

　確かに聞こえたと思ったんだけど小さな音だったので風の音か何かかな……と思い再び眠ねむりの海に落ちようとして。

　ゴンゴン！　ゴンゴンゴンゴン！

　再度、今度はかなり自己主張の強い音が聞こえてきた。

「な、何だ……？」

　平成も二十五年以上が経とうとしている現代で打うち壊こわしでも始まったの……？

　上着を羽は織おりながら入り口の扉とびらを開けてみるとそこには──

「……澄すみ花か？」

「も、もう、開けるのが遅おそいよ、行いく人と……！」

　むーっと行人の方を見て唇くちびるをとがらせるちんまい澄花の姿があった。

　自分の浴衣の裾すそをぎゅーっと握にぎりしめて、見上げてきている。

「どうしたんだ、こんな時間に……？　ていうか寝ねたんじゃなかったのか……？」

　布団に潜もぐり込こんでピクリとも反応しなかったはずなのに……

　すると。

「…………わ、忘れ物をしちゃったの……」

「え？」

「……だ、だから、忘れ物をしちゃったの。ヘラクレスマークⅡの中に。目覚まし時計なんだけど……」

「目覚まし時計……」

　……って、何でそんなものを？

「い、家から持ってきたの……！　私、あれじゃないと朝起きられないんだよ……。明日は【龍りゆう勢せい会館】【龍勢発射台】の二大クライマックスポイントを回る大事な二日目だから、早起きして色々と準備とかもしなきゃいけないし……」

「……」

　まあ……行人には分からないけどそういうこともあるんだろう。

　旅先でもそれがないと起きられない必ひつ須すの目覚まし時計。そしてそれをリヤカーの中に忘れてくるということもあるかもしれない。

　だけど。

「事情は分かったけど……だったら取りに行けばいいんじゃないのか？　旅館のすぐ裏に停めてあるんだし」

　ヘラクレスマークⅡは旅館に頼たのんで裏手の駐ちゆう車しや場じようの一角に置いてある。

　旅館を出てすぐのところだし、わざわざ行人に言いに来なくても一人で取りに行けば……

「…………い、行人は、心配じゃないの……？」

「え？」

「……こ、こんな深夜に一人で暗いところに行かせて、か、かわいい澄花ちゃんが不ふ審しん者しやに襲おそわれたりするかもしれないんだよ？　美み奈な衣いはぐっすり寝てて起きないし、夏か奈なは、その……寝る前にあんなだったからなんか起こすのは気まずいし……。ここは山やま奥おくだから熊くまとかも出るかもしれないんだよ？　そうじゃなくてもイノシシとかもいるかもしれないし。………………そ、それに、ほら、何か霊れい的てきなものも……」

　もじもじと小さな声でつぶやきながら行人を見上げてくる。

　その様子でようやく合点がいった。

　……ああ、なるほど、怖こわいのか。

　駐ちゆう車しや場じようの辺りは暗くて幽ゆう霊れいとかが出そうで怖いから行いく人とにいっしょに付いてきてほしいと。

　それならそう言えばそれで別に済む話だと思うのに、本当に素直じゃないなあ……

「な、何よ……？」

「ん、何でもない。──それより、行くんだろ？」

「え？」

「ほら、ヘラクレスマークⅡにまで目覚まし時計を取りに」

「あ、う、うんっ」

　こくこくと一いつ生しよう懸けん命めいに首を振ふってくる澄すみ花かにうなずき返して。

　二人で旅館外の駐車場へと向かって歩き出す。

　深夜の戸外は真っ暗だった。

　薄うす曇ぐもりであるため月の光も雲に遮さえぎられている上に、辺りには街灯らしい街灯も一つもない。

　む、これは確かに女子一人だと少し怖く感じるかもしれないな……

「う、うう……暗い……」

「……」

「あ、ちょ、ちょっと、離はなれちゃだめでしょう……！　ホラーとかだとこういう時は二人が離れるとどっちが襲おそわれたりするんだから……！　は、離れないでいてあげるから、行人も離れちゃだめ！」

「ん、ああ」

　すでにホラー前提ってのもどうかと思うんだけど……

　うーん、それにしてもこうして雷かみなりを怖がる仔こ猫ねこみたいにビクビクしているのを間近で見ると、このツンデラックスガールも普ふ通つうの一人の女の子なんだってのを改めて感じさせられるな。普段はツンデレがフルマックスで全開な上、あんまり弱いところを見せることがないから実感しにくいけど……

「ま、まったく、どうして街灯を設置しないのかしら……こんなに暗いんじゃ危ないじゃない……」

「まあ、田舎いなかはこんなものだと思うけど……」

「ぎょ、行政の怠たい慢まんね……い、いえ、この場合旅館なのかしら……」

　相変わらず丸まった仔猫みたいな澄花。

　本当に心の底から怖いのか寂さびしがり屋やのコバンザメのごとく密着してきているんだけど、その身体からは……何だかいい香かおりがした。

　シャボンのようなフローラルのようなどこか落ち着く香り。む、むうシャンプーか何かかね……？　甘あまやかで柔やわらかで……その香りの中にいると、何やら頭がボーっとするようなおかしな心地になってくる。

「な、何……？　何を犬みたいに鼻をくんくんさせてるのよ……？」

「い、いや……」

　さらにそれだけではなく……そこまで密着しているということは、澄すみ花かの、その色々な身体の部分が行いく人とに触ふれているということだった。

　温かくて柔らかい独特な人ひと肌はだの感かん触しよく。

　や、このツンデラックスガールとこんなに接近したのは初めてのことであり……というかそもそも妹以外のお年とし頃ごろな女子とここまでダイレクトに接せつ触しよくしたのはこれが初めてであって……何だか胸の奥おくがドクリドクリとうごめくような覚おぼ束つかない気分で……

「…………」

　う、うーん、なんか調子が狂くるうな……

　澄花といてこんな風に感じることはこれまでなかったというか……

　初めて生じたおかしな感覚に若干困こん惑わくしながら歩いている内に、駐ちゆう車しや場じようへと辿たどり着ついた。

　ヘラクレスマークⅡは駐車場の隅すみにあるため、後はそこまで行って目覚まし時計を回収すればミッションコンプリートなわけなんだけど……

「……ね、ねえ、何か物音がしない……？」

「え？」

　と、澄花がそんなことを言ってきた。

「ほ、ほら、ヘラクレスマークⅡの方から、何かガサガサって……」

「……」

　耳を澄すましてみる。

　すると確かに停めてあるリヤカーの方から何か物音が聞こえてきた。

「！　本当だ……音がする」

「ま、まさか本当に幽ゆう霊れいが……」

「そんなまさか……」

　幽霊なんているわけがない。

　や、別に死後の世界とか霊れい界かいだとかを否定するつもりはないけど、行人は基本的には目に見えないものは信じない質たちだ。

「き、きっとそうに違ちがいないわ……。〝めんま〟が戻もどってきたみたいに、お盆ぼんも近いしこの場所は霊れい的てきなエナジーで満たされているのかもしれない……」

「……」

　なんかどこぞの霊能力者みたいなことを言い出した。

　そんなことはないと思うんだけどなー……

「……とにかく、様子を見てみる。澄すみ花かはここにいるんだ」

「え、い、いや……！　私もいっしょに行く。ホラーだとこういう時に残った方は大たい抵てい襲おそわれて行方不明になったりするし……」

「や、だからホラー前提で考えるのは……」

「……じ、じ～……（潤うるんだ瞳ひとみ）」

「……分かった。じゃあいっしょに行こう」

「……こ、こくっ……」

　よりいっそうぴったりとくっついてきた澄花を連れて駐ちゆう車しや場じようの奥おくへと進んでいく。

　ヘラクレスマークⅡに近づくにつれ、異音はよりいっそう大きくなった。

　空気を切きり裂さくような、何かにぶつかるような異様な音。

　行いく人との腕うでを握にぎる澄花の手にきゅっと力が込められる。

「い、行人……」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

「で、でも……」

「……何があっても俺おれは澄花から離はなれたりしない。澄花を一人にしたりしない。だから澄花も手を離さないでくれ」

「い、行人……う、うん、分かった」

　こくりとうなずく澄花を確認して。

　二人して寄り添うようにして駐車場を進んでいく。

　と。

　ブブブブブブブブブブ！

「！」「!?」

　そんな一ひと際きわ大きな音が耳に飛び込んできた。

「や、やっぱり何かいるのか……？」

「れ、霊れいよ……！　さまよえる怨おん霊りようの怨えん嗟さと恨うらみと憎にくしみの叫さけびに決まってる……」

「いやまたそんな中ちゆう二に病びようみたいな……」

　しかし何にせよ音が聞こえてくるのは事実だ。

　目覚まし時計を無事に回収するためにもそれが何か確認しないと──話にならない。

「──よし」

「い、行人？」

　一歩足を前に踏ふみ出だして。

　行人が思い切ってヘラクレスマークⅡを覆おおっていたテントをめくると──




　ブーンブンブンブンブンブンブンブーン！




「お、おわっ!?」

「きゃ、きゃあっ……！」

　いきなり何かが飛び出してきた。

　黒光りしながら高速移動する楕だ円えん形けいの物体。

　目を凝こらしみれば……直ちよつ径けい五センチほどの大きなカナブンが元気な羽音を立てて闇やみ夜よの中へと飛び去っていくのが見えた。

「……」

「……」

　……これって……

　……今のが、幽ゆう霊れいの正体……？

　ベタというかあっけない結末だけど……そういうことだよな……？

「……」

「……」

　一呼吸置いて。

「──はは」

「──あはは」

　何だか笑いがこみ上げてきた。

　うん、まあ種を見てしまえばこんなもんだよな。幽霊の正体見たり大カナブンってところか。

「……あはは、カナブンって、何それ……？　そんなの相手に行いく人とったらあんなに真しん剣けんな顔してやり合ってたんだ……ふふふ……」

「澄花だって、あんなに怖こわがってたのに……怨おん霊りようの怨えん嗟さと憎にくしみの声だとか言って……はは……」

「そ、それはお互たがいさまでしょ……？　あははははは……」

　そんなことをお互いに言い合って。

　二人の笑い声が、深夜の駐ちゆう車しや場じようで重なる中。




『クロックちゃんが、午前一時をお知らせします……！』




　そんな目覚まし時計の声（？）が響ひびき渡わたったのだった。
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「──ふう、まったく人ひと騒さわがせだったわね……」

　無事に目覚まし時計を手に旅館内に戻もどり。

　腰こしに両手を当てた澄すみ花かがそう口にする。

「変質者か何かかと思えばまさかカナブンだったなんて……。……ま、まあ、この澄花ちゃんは最初からそんなことだろうと思ってたけど」

「いや思いっきり霊れい的てきなエナジーって……」

「あ、あれはたとえよ！　霊的な何かがいるってこともあるかもしれないかもしれなくもない今日この頃ごろって言いたかったの……！」

「……」

　……まあ、そういうことにしたいのなら別にいいんだけどさ。

　別にそういった幽ゆう霊れいを怖こわがるのは隠かくすところじゃなくてむしろ女の子らしくてかわいいポイントだと思うんだけどな。

　心の中で苦笑する行いく人とに。




「…………ま、まあ、感謝してる……」




「え？」

　小さく、そんな声が聞こえてきた。

「……そ、その……行人には感謝してるわ。わざわざこんな時間に付き合ってくれて。これがないと困るから、本当に助かった」

　ぶっきらぼうに行人を見上げながら澄花が気き恥はずかしそうにそう言ってきた。

「ん、いいって」

　結果として行人は別に大したことはしてないし。

　それにそんな澄花の言葉が聞けただけでも十分満足というか。

「──それじゃあ俺おれはもう部屋に戻るな。澄花もせっかく目覚まし時計を回収できたんだし、明日は寝ね過すごしたりしないようにな」

「うん、だいじょうぶよ」

「ん、じゃあお休み」

　そう言って自分の部屋へと戻ろうとして。

「──ねえ、行人」

「？」

　ぽつりとそう呼び止められた。

「……あのさ、行いく人とはもしも私が幽ゆう霊れいみたいになってどこかに消えちゃったら……探してくれるかな……行人の前からふいにいなくなっちゃっても、かくれんぼをしてた〝めんま〟みたいに、探してくれるかな……」

「……」

　？　突とつ然ぜん何なんだろうね？　何かの比ひ喩ゆ表現とか……？

　質問の意図が分からずに首を傾かたむける行人に。

「…………う、ううん、やっぱり何でもない。気にしないで」

「……？」

　なんかよく分からないけどいいって言うのならいいのかな……？

　ただ、その問いに対する行人の答えは一つしかないわけで。

「──探すぞ」

「え……？」

「そんなの決まってる。もしも澄すみ花かがいなくなったりしたら、全力で探す。見付かるまで探すに決まってる」

「…………そう、そっか……」

　その返答に澄花は何かを嚙かみしめるかのようにきゅっと胸の前で手を握にぎった。

　そして行人の顔を見上げると。

「……ん、分かった。おやすみ、行人」

「ああ、お休み」

　その声にうなずき返して。

　行人は自室へと戻もどったのだった。







　こうして。

　秩父ちちぶ『聖地巡じゆん礼れい』の一日目が終わったのだった。







[image: 第３話]
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　秩父ちちぶ二日目の朝は雲一つない抜ぬけるような快晴だった。

　窓の外に見える澄すみ切きった青空。

　旅館の部屋の中にいても刺さすような日の光が強きよう烈れつで、今日も一日昨日と同じような夏日になりそうなことを物語っている。

「今日も暑くなりそうだな……」

　そんなことをつぶやきつつ、枕元に用意しておいた服を着て洗面所で顔を洗いながら軽く身支度を調えて。

　夕食と同じように朝食が用意されている大広間へと向かう。

「おはようございます、行いく人とさん～」

「あ、おはようございます、美み奈な衣いさん」

　大広間に入ると迎えてくれたのは美奈衣さんだった。

　ふんわりとした大人っぽい白のワンピース姿で、いつも通りの笑顔を向けてきてくれている。

「どうですか、昨晩はよく眠ねむれましたか～？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「そうですか。私もぐっすりと熟じゆく睡すいでしたよ～」

　本当にすっきりとした顔でそう言ってくる。

　そういえばぐっすり眠ってて起きる様子がまったくないって昨晩澄すみ花かが言っていたような。

「あ、ところで澄花たちは……」

「あ、はい。もうすぐいらっしゃると思うのですが～……」

「？」

　と、そこで美奈衣さんの顔が少し曇くもるのが見えた。

　？　この家政婦さんがこんな顔をするなんて珍めずらしい。何かあったのかな……？

　少しだけ怪け訝げんに思っていると、その時入り口から澄花と夏か奈なが入ってくるのが見えた。

　二人並んで行人たちの方へと近づいてくるんだけど……

「……」

「……」

　……あれ、なんか空気がおかしいな。

　いつもだったら何かしら軽口でも言い合いながらやって来るはずなのに……

「……その、起きた時からこんな雰ふん囲い気きだったんです。いつもならどちらからともなくお話しをし出しますのに、必要なこと以外お互たがいに喋しやべらないといいますか……」

「起きた時から……？」

「はい。何だかぎこちない感じで……」

「……」

　思い当たるのは昨晩のあのケンカしかなかった。

　夏か奈なの突つっ込こみに澄すみ花かがすねて布団に潜もぐり込こんでしまった一件。

　そうか、美み奈な衣いさんはあの時大浴場に行っていて知らないから……でも昨晩の澄花の様子からはそうは感じられなかったのに、まだ引きずってたのか……

「……」

「……」

　そんな中、澄花と夏奈は無言のまま二人とも席に座る。

　別に言い争いを始めるとかそういうわけではなかったけど、かといってお互たがいに何かを喋しやべり始めるわけでもなくて。

　行いく人とも美奈衣さんも何となく声をかけられずに。

　そのまま朝食が始まった。

　四人がけテーブルに澄花と夏奈が対角線上に配置された座席。

「……」

「……」

「……」

「……」

　無言。

　和気あいあいとした他のテーブルと異なり、行人たちのテーブルだけほとんど冬場の日本海みたいな空気が漂ただよっている。

　せっかくの美味しそうな朝食（日本らしく白米に味み噌そ汁しると納豆）なのにほとんど味がしないというか……

「……」

「……」

「……」

「……」

　そのどこか張はり詰つめた雰ふん囲い気きに行人も美奈衣さんも声をかけられない。

　う、うーん、これは早めにどうにかしないと。まだ今日一日『聖地巡じゆん礼れい』の行程が残っているわけだし一日中こんな雰囲気だったら気まずくてたまらない……と行人が思い始めたところで。




「──あの、ごめんね、澄花！」




「え……？」

　と、食事の手を止めてバッと立ち上がると、夏か奈ながふいにそう声を上げた。

「その、昨日の寝ねる前のこと！　私……自分の意見を押おし付つけすぎたし、言わなくていいことまで言っちゃった……！　自分でも無神経だったと思う。ほんとごめん！」

「え、あ……」

　澄すみ花かに向かって勢いよく頭を下げる。

　何の前まえ触ぶれもなく謝ってきた夏奈に澄花は戸と惑まどっているようだった。

　でもすぐにこほんと咳せき払ばらいをして。

「…………ん、そ、その、いいわよ。私も子供っぽかったと思うわ。あれくらいのことで怒おこるなんて……」

「澄花……」

「……まあ、その、だから私も悪かったと思うわ。ごめんね、夏奈」

　そう言ってぺこりと頭を下げた。

　おお、何かこのツンデラックスガールが素直に謝るところを初めて見たような気がする……と少しだけ珍めずらしいものを見た気分になっていると。

「ええと～、事情はよく分かりませんけど、お二人とも仲直りされたのならよかったです。さあさあ、朝ご飯をいただきましょう～♪」

　その美み奈な衣いさんの言葉に。

「……そうね、さっきから食べてる気がしなかったから」

「うん、食べよ食べよー」

　そう言い合って。

　それまでの空気が解けたかのように、澄花たちは朝ご飯を食べ始めた。

「…………」

　ふう……これでひとまずは元通りか。よかったよかった。

　その時はそう思っていたんだけど──
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　さてそんな風に若干のアクシデント（？）とともに始まった秩父ちちぶ二日目だったけれど。

　朝食を終えた後に各自部屋に戻もどって荷物をまとめて旅館のチェックアウト手続きを済ませて。

　午前十時に、旅館裏の駐ちゆう車しや場じようのヘラクレスマークⅡ前に集まった。

「──さ、それじゃあこれから二日目の『聖地巡じゆん礼れい』が始まるわけだけど……ええと、まずは今日の分の『聖地巡じゆん礼れい』ファイルをみんなに送っておくね。送信、っと……」

　そう澄すみ花かが口にしてスマホに送られてきた今日の分のフローチャート。

　それは以下のようになっていた。




ＳＴＡＲＴ：旅館

　↓

　↓　リヤカーで十五分

　↓

①【羊ひつじ山やま公園】

　↓

　↓　徒歩十五分

　↓

②【羊山公園芝しば桜ざくらの丘おか】

　↓

　↓　車で二十分

　↓

③【龍りゆう勢せい会館】

　↓

　↓　徒歩二十分

　↓

④【龍勢発射台】

　↓

　↓　車で三十分

　↓

ＧＯＡＬ：秩父ちちぶ鉄道秩父駅
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　全部で項こう目もくが四つのコンパクトなチャート。

　だけどチャートの最後に記された【龍勢会館】と【龍勢発射台】が距きよ離り的てきになかなか遠いらしいということを昨日聞いていたので、それも納得だった。

「ええとね、【羊山公園】がここから近くにあるから、まずはそこまで歩いて（私はリヤカーで）向かうわ。で、その後に【羊山公園芝桜の丘】まで移動して、小一時間くらい辺りを散策予定ね」

「うん」

「市街地編はそれでおしまい。それが終わったら……いよいよ今回のキモとも言うべき【龍勢会館】と【龍りゆう勢せい発射台】に向かうから。ふふふ、楽しみ楽しみ」

　本当に嬉うれしそうに笑みを浮うかべて。

「さ、それじゃあ今日も張り切っていくわよ！　せーの──」

　そこで手をぐっと握にぎりしめると。




「──一、二、三[image: …][image: …]『聖地巡礼』ダー!!」




　そんな新たなかけ声とともに。

　昨日と同じように四人で〝じんたん〟Ｔシャツに身を包んで（今日は『無用心』『笹ささ団だん子ご』『一寸・一斗』『光速』）。

　二日目の『聖地巡礼』が──始まったのだった。







【羊ひつじ山やま公園】

　最初にやって来たのは【羊山公園】だった。

　泊とまっていた旅館から西せい武ぶ秩ちち父ぶ駅えき方面に向かってリヤカーで十五分ほど行ったところにある広い公園。

　公園全体がその名の通りちょっとした高台というか山の一部のようになっているため、見晴らしもバツグンである。

「わー、すごい！　遠くまでよく見える！」

「これは素晴らしい見晴台ですね～」

　目をみはるような絶景に、夏か奈なと美み奈な衣いさんがそう声を上げる。

「ここは【羊山公園】内の『見晴らしの丘』と呼ばれるところね。秩父市街はもとより、秩父の壮そう大だいな山並みまで見み渡わたせる絶好のビューポイントなの。春には桜も咲くみたいで、お花見や遠足のポイントとして親しまれてるみたい。奥おくに進むと『武ぶ甲こう山さん資料館』とか『やまとーあーとみゅーじあむ』とかの文化施し設せつもあって、大人から子供まで楽しめるマルチスポットよね」

　澄花がそう説明を加えてきてくれる。

「『聖地』としては、ＯＰで〝ぽっぽ〟が安全柵さくに座ってくつろいでいるところに子供時代の〝じんたん〟たちの回想が重なるシーンね」

「うん、そうだな」

　ちょうどまさにこの『見晴らしの丘』から市街地を臨む構図だったからよく覚えている。

「まあ背景は変更されちゃってるからアニメとまったく同じ風景じゃないっていうのは少し残念なんだけど……。──あ、そうだ。でもどうせだからＯＰのそのカットを舞ぶ台たい再現してみたいよね？　やらない？」

「お、いいな──」

　と言いかけたところであることに気付く。

　ＯＰの該がい当とうカットに登場しているのは現在の〝ぽっぽ〟と過去の〝じんたん〟たち『超平和バスターズ』のメンバー。

　ただそれは全部でのべ七人なわけであり、それに比してこの場には四人しか人はいないわけであり……

「ん、それはだいじょうぶよ。女子は〝めんま〟、〝あなる〟、〝つるこ〟の三人だから私と夏か奈なと美み奈な衣いで何とかなるわ。あとの〝じんたん〟たちのべ四人は行いく人とに任せるから」

「や、でも俺おれは一人しかいないぞ……？」

「そこは全員分を行人にやってもらって後で編集で合成するから無問題よ。ほら、どうせ現在の〝ぽっぽ〟は安全柵さくの外側を向いて座ってて危ないから再現するのは少しマナー違い反はんだし、編集はしなきゃだから」

「なるほど……」

　解決法に納得はいったけど、それってつまり行人には一人で四回分の再現をやれってことですよね。

　うーん、相変わらずさらっと人使いの荒あらい提案をしてくるなー。

「さ、やるわよ～。まずは行人は〝じんたん〟の子供時代ね。はい、アイスも用意したからそこに座って座って」

「はいはい」

　小道具のアイスを受け取って（いつの間に用意してたんだろうね）。

　安全柵の内側を向いて腰を下ろしたのだった。







【羊ひつじ山やま公園芝しば桜ざくらの丘おか】

『見晴らしの丘』で行人がのべ四人分の舞ぶ台たい再現をした後に、【羊山公園】内のハイキングコースのようなちょっとした山道を抜ぬけて。

　行人たちがやって来たのは、同じ【羊山公園】内で『芝桜の丘』と呼ばれる場所だった。

「ここはアニメの二話で出てきたところね。アニメの中では菜なの花はなになってるけど、実際には地名の通りに芝桜が一面にデザインされて植えられているみたい。ちなみに芝桜の咲さき頃ごろは四月～五月らしいから今は何もないみたいだけど」

「ほうほう」

　そういう風に微び妙みようにアレンジされることがよくあるってことはすでに了承済みだ。

「でもこの辺りは景色がいい感じだな。芝桜がなくても十分に楽しめる」

「そうね、空気もきれいだしトイレとかベンチとかも完備されてるから、ハイキングとかにはもってこいなのかも」

「うん、いい気持ちだな」

　そんな風にして周りの景色を楽しみながらゆったりと散策して。

　またその後、この【羊ひつじ山やま公園】の名前の由来となったという綿めん羊ようを扱あつかう『ふれあい牧場』で羊たちと戯たわむれたりもした。

「おおー、羊だー！　めえめえだー、もふもふだー♪」

「本当だ、たくさんいるな」

「……このかわいらしい羊たちの毛もいずれは刈かり取とられる運命にあるのかしら。あわれね……」

「いやそこで俺の頭を見ながら言うことはないだろう……」

「あら、気付いちゃった？　気にしないで、他意はないから」

「悪意しかない露ろ骨こつな視線だよ！」

　まったく、羊を見てまで憂ゆう鬱うつな気分になりたくないってのに……

　まあそれはともあれ『ふれあい牧場』でのひと時は羊たちのかわいさもあり、おおむねは楽しい時間だったけれど。

　ただ少しばかり気になることが一つ。

「ねえねえ行いく人と、見て！　この羊──」

　……ドンッ……

「あ、か、夏か奈な……」

「す、澄すみ花か……」

「あ、わ、悪かったわね、ぶつかって。少し余よ所そ見みをしていたから……」

「あ……ううん、いいよ。私も不注意だったし……」

「……」

「……」

「……」

　何となくだけど、まだ澄花と夏奈の会話がぎこちないように思えた。

　他の人たちといっしょにいる時はともかく、互たがいに二人だけで接するときの態度が微び妙みように硬かたいというかどこかいつもとは違ちがうというか……ひとまず仲直りはしたとはいえまだ少し気まずかったりするのかな……？

　まあ昨晩のケンカを朝まで引っ張っていたってことはお互いに傍はたから見ているよりも思うところがあったのかもしれないし、謝り合ったとはいえわだかまりが少しは残っているのかもしれない。その辺は当事者でない行人には分かりにくいというか……

　とはいえ。

　この時点ではまだそこまで気にしなかったんだけど……
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【羊ひつじ山やま公園】と【羊山公園芝しば桜ざくらの丘おか】とを回り終えて。

　いよいよ二日目のラストにしてこの二日の『あの花』『聖地巡じゆん礼れい』のクライマックスとなる【龍りゆう勢せい会館】【龍勢発射台】に向かうこととなった。

　秩父ちちぶの市街地からは離はなれた吉よし田だ地区にあるこの二つの『聖地』。

　さすがにリヤカーで移動するのには大変な距きよ離りだということで、現地まではレンタカーを借りて美み奈な衣いさんが運転をしてくれるという。

「さ、行きましょうか～。ふふふ、腕うでが鳴ります♪」

　用意されていた車を前にして不敵に笑う。

　ちなみに美奈衣さんが選んでいたのは小型のトラックだった。

　主な理由としてはヘラクレスマークⅡが荷台に載のせられるからということだったけれど、どう考えてもこの人はダンプとかそういうトラック系が好きなように思えて仕方ないんだよな……

　なおトラックはちんまい澄すみ花かを合わせても三人乗りが限界だったため、行いく人とは荷台で運ばれたということも付け加えておく。いいんだ、別に……

「じゃあ発車しますよ～。しっかりつかまっていてくださいね～」

「お、おお……？」

「ちょ、ちょっと美奈衣、前輪が浮ういてるわよ……！」

「気のせいですよ～♪　ふふふ、なかなかのじゃじゃ馬さんですね～。少し飛ばしていきますよ～♪」

　そう楽しげに宣言して。

　ブルルルルン……キュキュキュキュキュッ！

「の、のわっ!?」

「きゃ、きゃあっ!?」

「み、美奈衣、後輪が浮いてる、浮いてる……っ！」

　行人たちを載せたトラックは、急きゆう噴ふん射しやするロケットのごとく走り出したのだった。







【龍勢会館】

　吉田地区は秩父市街地から車で十分弱ほど走った先にあった。

　本来は二十分ほどかかるらしいんだけど、美奈衣さんの（色んな意味で）人並み外れたドライビングテクニックのおかげおよそ半分の時間で到とう達たつすることができたらしい。……なんか、寿じゆ命みようも半分くらいになったような気がしたけど。

「ま、まったく美み奈な衣いはハンドルを握にぎると人が変わるんだから……前のダンプの時もムダに回転とかしたりして怖こわいったら……」

　澄すみ花かが若干青ざめた顔でそう口にする。

　確かに、どこぞのハチロクばりのドリフトとか普ふ通つうにしてたからな。

　というか美奈衣さん、やっぱりそういう人格豹ひよう変へん系けいの人なんだ……

　で、その当のクレイジートラック家政婦さんはというと、この場にはいなかった。

　それは何もほとんどスタントマンまがいな運転が通行人の目に入り通報された挙げ句に現行犯逮たい捕ほされて留置場送りになった……というわけではなく（そうじゃなくて本当によかった……）、この辺りの道は車が入りづらいかったりＵターンがしにくかったりする場所が多いため、道の入り口のところで駐ちゆう車しやして待っていてくれるようにお願いしたんだよ。

『う～ん、これくらいの道でしたら普ふ通つうに行けますよ？　Ｕターンしにくいところも岩いわ肌はだを壁かべ走ばしりとかすれば何とかなりますし～』

　そんな恐おそろしいことを虫も殺さないような顔で言っていたので、全員一いつ致ちで留守番をお願いした。ここは三人の心が一つになった瞬しゆん間かんでもあった。

「ま、まあ帰りにまたあれに乗らなきゃいけないのは気が重いけど……とりあえず、気分を切きり替かえて行きましょう。いよいよ山場なんだし」

「ん、そうだな……」

　ひとまずあのクレイジートラックのことは忘れよう……

　というわけで、行人たちがまずやって来たのは吉よし田だ地区の中にある【龍りゆう勢せい会館】という資料館だった。

「ここは【龍勢会館】。アニメに直接出てくる場所ってわけじゃないんだけど、ここには『あの花』特集コーナーがあるの。その充じゆう実じつっぷりがもうすごいって話だから一見の価値はあると思って」

「なるほど……」

　中を覗のぞいてみると、確かに澄花の言葉通り見事な特集コーナーが設けられていた。

　他のどこで見たものよりも質も量も揃そろえられた『あの花』スペース。

　まさに『龍勢』の名を冠かんした資料館に相応しいいラインナップである。

　ちなみに『龍勢』というのは竹たけ竿ざおを使った打ち上げ花火の一種であり、『あの花』でも終しゆう盤ばんの象しよう徴ちよう的てきな場面に使われていたりする。この吉田地区では毎年その龍勢を打ち上げる龍勢祭りが行われており、去年は何と『超平和バスターズ』名義の龍勢も打ち上げられたとか。うーん、それは直接見たかったな……

「さすがに去年だから直接ってわけにはいかないけど、その時の様子ならニコ動とかの動画サイトでも見られるみたい。あれだったら帰ったらいっしょに見る？」

「いいのか？　ああ、見よう見よう！」

「おお、なんかイクイクが珍めずらしく興奮している……」

　そんな感じに会館を回って。

　さらには受付をしていたおばちゃんと『あの花』について少し話したり（何と通じたんだよ……！）、会館内で上映されていた龍りゆう勢せいについて説明しているビデオを見たり、お土産コーナーでホクホク顔になったりと充じゆう実じつした時間を過ごし。

　そしていよいよ最後の『聖地』となる【龍勢発射台】へと向かう──







【龍勢発射台】

「──さ、着いた。ここが【龍勢発射台】よ」

「おお……」

　目の前にそびえ立っていたのは見事な木製の建物だった。

　高さ二十メートルほどの巨大な櫓やぐら。

　アニメに出てきたそのままの迫はく力りよくで目の前に鎮ちん座ざしている。

「すごいな、壮そう観かんだ……」

「うん、来てよかった……」

　澄すみ花かと二人してそう声を漏もらす。

　さっきも少しだけ触ふれたが、この【龍勢発射台】は『あの花』の中でもクライマックスとなるシーンで描えがかれた場所である。

　それだけにまた感かん慨がいも深くて……

「……」

「……」

「……」

　ここではもうそれ以上言葉はいらなかった。

　少し曇くもり始めてきた空の下でじっくり眺ながめる【龍勢発射台】。

　それはまさに絶景であり目を閉じればアニメの情景が浮うかんでくるかのようであり……うん、ここはもう『あの花』を見た人はぜひ来るべきだと思うんだよ。原作でのクライマックスシーンと相まって、心から感動できることは間ま違ちがいないから。

「……」

　そんな感じに十五分ほど余よ韻いんに浸ひたっていて。

「──うん、楽しかったわ」

　澄花が締しめるようにそう口にした。

「一いつ泊ぱく二日で秩父ちちぶを巡じゆん礼れいしてきて、最後にこうしてこの【龍りゆう勢せい発射台】でフィナーレを飾かざることができて……本当によかった。こうやって夏か奈なとか美み奈な衣いとかといっしょに『聖地巡礼』するのって当たり前だけど初めてだし、すっごく新しん鮮せんだった。何だかちょっとした遠足っていうか修学旅行みたいな感じだったっていうか、そもそも行いく人とと二人以外で行くことがなかなかないし、またこういう機会があるといいなあ……」

　珍めずらしく澄すみ花かが素直な感想を口にしていた。

　やっぱり今回の『聖地巡礼』は充じゆう実じつしてたし、楽しかったんだろうな。

　そんな澄花に。

　と、夏奈が何かを思い付いたって顔で胸の前で両手を合わせた。

「──そうだ、だったら部活にすればいいんじゃない？」

「え？」

「うん、そうだよ、部活だよ！　澄花の『聖地巡礼』部！　そうすればいつでもみんなで『聖地巡礼』ができるじゃん！　もちろん私も入るし、イクイクだって入ってくれるはず。それだけじゃなくて私の友達に旅行好きな子たちもいるからその子たちも誘さそえば……」

「ちょ、ちょっと、夏奈……」

「うんうん、そうしようそうしようよ！　ん、我ながらいいアイディア♪」

「ちょ、ちょっと、待って……！　そういうのはいいのよ。そんな大げさなものじゃなくて、私はこうして時々みんなと巡礼できればよくて、『聖地巡礼』部なんてそんな大それたもの……だ、だいたい、夏奈には自分の部活があるじゃない。バトン部。忙いそがしいんでしょう？」

「ん？　あー、うん、まあそうだけど、それは何とかなるよ。別にうちの学校は兼けん部ぶを禁止してるわけじゃないし、バトン部の方を少し減らせば全然平気だから」

「ほら、やっぱり夏奈がムリをしないといけないんじゃない……。そういうのは私はいやなんだってば……」

「えー、私のことは気にしなくていいからさ、いいからやろうよ！　絶対楽しいだろうし、そうすれば澄花も学校に来る楽しみが増えるでしょ？　いいこと尽ずくめじゃん」

「だ、だから……」

「ん、決まり決まり。夏休みが終わったら早速学校に申しん請せいして──あ、もっと早い方がいっか。休み中にも部活で何回か学校に行くからその時に佐さ伯えき先生にでも頼たのんで──」

　なおも夏奈が続けかけて。




「も、もう──うるさいのよ！」




「え……？」

　澄花のその大声で、それは遮さえぎられた。

「な、何で人の話を聞いてくれないのよ……！　私はさっきからいいって言ってるじゃない……！　それは夏か奈なの言っている『聖地巡じゆん礼れい』部は面白いかもしれない。でもムリに色々なものを巻き込んでまでやりたくないの！　そういう風に気を遣つかわれて普ふ通つうと違ちがう扱あつかいをされたくないの！　どうして分かってくれないの……夏奈の考えを無理矢理押おし付つけないで！」

「す、澄すみ花か……私、そういうつもりじゃ……」

「そういうつもりもどういうつもりもないでしょ……！　夏奈は昔っからそうなんだよ……夏奈にそのつもりはなくたって、結果としてそうなってるんだから……同じことなの！　──うっとうしいのよ！」

「あ……」

　その言葉に辺りがシン──と静まり返った。

　肌はだを刺さすような冷たい静せい寂じやく。

　周囲の空気が凍こおり付ついてしまったかのように冷たく停てい滞たいしている。

「澄花、今のは……」

　いくら何でも言い過ぎだろう。

　夏奈だって、そこまで悪気があって言ったわけじゃないはずだ。

　そのことは澄花自身もよく分かっているはずだけど、認めることができないのか。

「な、何よ……か、夏奈が悪いんだからね……！　わ、私はいいって言ったのにいつまでもしつこく言ってくるから……。も、もういいから私のことは放っておいて……！」
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　そう絞しぼり出だすように声を出して踵きびすを返すと。

　そのまま発射台の奥おくの森の方へと走り去っていってしまった。

「澄すみ花か！」

　追いかけないと……！

　だけどその前に。

「大だい丈じよう夫ぶか、夏か奈な……？」

「……」

「その、言葉はきつかったけど澄花も本心であんなことを言ったんじゃないと……」

　そう口にしかけて。

「……ううん、いいの」

「夏奈……？」

「……悪いのは、私なんだよ……昔から……」

「昔からって……」

　行人の知らない中学時代、小学校時代のことか？

　詳くわしいことは分からないけど、今はとにかく。

「とにかく澄花を追いかけよう！　手分けして探せばすぐに──」

　夏奈を促うながして走りだそうとして。




「……ごめん、イクイクだけで行ってくれるかな……」




「え？」

　そんな返答が戻もどってきた。

「私が今追いかけていっても、前と同じことの繰くり返かえしだと思う。また澄花を傷つけるだけで……」

「それってどういう……」

「……」

　行人の疑問に夏奈は押おし黙だまった。

　何かを言いあぐねるような沈ちん黙もく。

　だけどやがて何かを思いきったかのように顔を上げると。

「私ね……澄花の助けになることができなかったんだよ……」

「え？」

「小学生の時に……澄花が学校に来なくなった時に、失敗しちゃってるの。強引に登校させようとして……逆に澄花のことを傷つけちゃった。澄花の気持ちが分からなかったんだよ……」

「夏か奈な……」

「あの時も今と同じようなシチュエーションだった……。学校に来ようとしない澄すみ花か……いくら本人が学校に来たくないって言っても、遠足であんなことがあったって知っても、それでも実際に学校に来さえすれば何とかなるって私は勝手に思っちゃった……。それで半ば無理矢理澄花を学校に引っ張っていっちゃったの。登校班のみんなで家まで迎えに行って呼びかけたり、澄花のクラスの子たちにお願いして澄花に手紙を書いてもらうようにしたり、澄花が学校に来た日にはみんなで積極的に声をかけてくれるように頼たのんだり。だけど……」

　そこで夏奈はきゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。

「結局、それは逆効果だった……。澄花はそんなことを望んでなかったし、口に出しては言わなかったけど、ずっと居心地の悪そうな顔をしてた。私は……澄花にそんな顔をさせたかったわけじゃなかったのに……」

「それって……」

　行人には澄花の気持ちが何となく分かるような気がした。

　自分を気にかけてくれるのは嬉うれしい。

　何とかしようとがんばってくれることはありがたいことだと思う。

　だけど……特別扱あつかいされるのはイヤなのだ。

　あくまで〝普ふ通つうの生徒〟として接してほしいのに、特別な〝学校に来ない生徒〟として接してしまわれるのは、何もされないのよりもきついことなんだと思う。

　そしてそういった気持ちはもしかしたら夏奈のように明るく前向きで常にクラスの中心にいるような──色々な意味で人の心の暗い部分に触ふれることの少ないような相手には、分かりづらい感情なのかもしれない。

　それを肯こう定ていするかのように夏奈は。

「私には……澄花の気持ちが分からなかったんだよ……。澄花がどんな気持ちでいるか、どうしてほしいのか……結局私は自分の考えを無理矢理に押おし付つけてるだけだった、自分がやりたいと思うことを好きなようにやって自己満足してるだけだった……。ある日いつものように家まで迎えに行った私に、澄花は最後に言ったの『そうやってあからさまにかばわれるのは余計にみじめな気分になるの。やめて……』って。本当に、悲しそうな顔で……」

「……」

「私は……その時から何にも変わってないのかもしれないね。結局澄花に自分の気持ちを、価値観を押し付けて、それで満足してる。澄花の助けになりたいと思って、逆に澄花を傷つけてる……あはは、バカみたいだな……」

　自じ嘲ちよう気味に笑って。

「だからイクイクに頼んだのかもしれない……。イクイクだったら、私みたいな一方的じゃないやり方で、澄花の助けになることができるかもって思ったから……」

　何かを吐はき出だすかのように苦しげにそう口にした。

　それはきっと夏か奈なの心からの本心であるだろうことは見て取れて……

「…………」

　……だいたいの事情は分かった。

　夏奈と過去の澄すみ花かとの関係。

　たぶんその時のことが夏奈の心に小さくないトゲとして引っかかっていて、そしてそれは今もなお続いているんだろう。

　だけど──

「──行こう、夏奈」

「え……？」

「過去に夏奈が失敗してしまったってのは分かる。そのことで夏奈が澄花に引け目を感じているのも。……だけど、だからこそ今は夏奈が行くべきだ。行って澄花と──ちゃんと向き合うべきだ」

「向き、合う……？」

「ああ、澄花が何を考えているのか、本当はどうしてほしいのか、ってことと」

　それは確かに苦しいことかもしれない。

　過去に否定された澄花に向き合うってことは取りも直さず自分の心の弱い部分と向き合うってことだ。それはできればしたくないことだし、辛いことでもあるだろう。

　だけど。

「ここで向き合うことから逃にげたらもう二度と向き合えない気がする。唯ゆい一いつにして最後のチャンスとだと思う」

「で、でも……」

「いいから！」

「あっ……」

　まだ戸と惑まどいの表情を浮うかべる夏奈の手を取って。

　行いく人とは澄花が消えていった方へと走り出した。







　澄花の背中にはすぐに追いつくことができた。

　発射台奥おくの森のようになっているところ。

　そこの木々の間を走る澄花の後ろ姿を目でとらえることができた。

「澄花！」

「……」

「澄花、待てって！」

「…………」

　大声で呼びかけるも澄すみ花かは止まらない。

　大きく頭を振ふって、文字通り逃にげるように森の奥おくへと走っていく。

「待てって……！」

　身体がちんまいこともあり足自体はそこまで速くないんだけど、そのちんまさが逆に木々の間をすり抜ぬけるのには有利なようだった。

　五メートルほど前に背中は見えているのに、なかなか距きよ離りが縮まらない。

「く……」

　このままじゃいつまで経っても追いつけそうにない。

　だけどこの状じよう況きようであんまり森の奥まで入り込んでしまうのは避さけたいところだ。木の枝が突つき出だしていたりトゲになったりしているところがあって危ないし、最悪迷ってしまう恐おそれもある。でもどうするべきか……

　行いく人とが逡しゆん巡じゆんしていると。

「──私が、行く……！」

「え？」

「私なら行人よりも小回りがきくから。それに足の速さも澄花には負けてないと思う。だから……！」

「夏か奈な……」

　その目には決意の光が宿っているように見えた。

　だから行人はうなずき返して。

「分かった、任せた夏奈！」

「うん！」

　そう力強く返事をすると。

　夏奈は加速するように走り出した。

　言っていた通り夏奈の足は速く、澄花との距離がどんどん縮まっていく。

「澄花、待って……！」

「……っ……」

　背後に近づいてきた夏奈の姿を確認すると、澄花はさらに足を動かしてスピードを上げようとした。

　だけど夏奈の加速には及ばない。

　やがて二人の距離が一メートルほどまで接近すると。

「──澄花……っ！」

「……!!」

　全力で手を伸ばした夏奈が半ば後ろからタックルするように飛びついて。

　ドサッ……！

「はあはあ……や、やっと追いつけた……」

「く……」

　そのまま二人してもつれ合って地面に転がることで、ようやく澄すみ花かに追いつくことに成功した。

「は、離はなして……！　か、夏か奈なはおせっかいなんだよ！　いいから私のことは放っておいてくれれば──」

「やだよ、離さない！　それに放っておいたりもしないんだから……っ！」

「な、何を言って……」

　困こん惑わくしたように声を漏もらす澄花。

　だけどこれ以上逃にげることは諦あきらめたのか、手足をじたばたとさせる以外の抵てい抗こうはしなかった。

　やれやれ、何とか捕ほ獲かく成功か……

　ひとまずは安心しながら行人も澄花たちのところへと近づいていって。

「……？」

　と、その時だった。

　さっきから急速に曇くもりだしていた空。

　それが一気に空全体に染しみ渡わたるかのように真っ暗になっていった。

　そして。

　ポツリ……

「？」

　最初は頰ほおに僅わずかに感じるほどだった水すい滴てき。

　それが瞬またたく間に大おお粒つぶの滴しずくに変わっていき、一分もしない内に滝たきのような豪ごう雨うになっていた。

「きゃ、きゃっ……！」

「つ、つめた……」

　澄花たちが声を上げる。

　く、今の時期に多いゴリラゲイ雨──じゃない、ゲリラ豪雨ってやつか！

　このままじゃあっという間にずぶ濡ぬれになって風か邪ぜを引いてしまう。

　とにかくどこか少しの間でも雨宿りできるところを探さないと……！

　周りを見み渡わたす。

　雨で視界が悪くなった木々の海。

　その中に……岩いわ肌はだが少しだけ削けずれて、ちょっとした洞ほら穴あなのようになっている場所を発見した。おお、あそこだ！

「澄花、夏奈、こっちだ！」

「え？」

「行いく人と……？」

　慌あわてる澄すみ花かと夏か奈なの手を引っ張って。

　三人でその洞ほら穴あなのような場所に駆かけ込こんだのだった。
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「……」

「……」

「……」

　三人とも無言だった。

　岩いわ肌はだに背中を預けて、互たがいに身を縮め合うようにして膝ひざを抱かかえて並んでいる。

「あー、突とつ然ぜんの雨でビックリしたよな……。二人とも寒くないか？」

「……だいじょうぶよ……」

「あ、うん、私も……」

「そ、そうか……」

　軽く声をかけ場の雰ふん囲い気きを和らげようとするも反応はそんな感じにいまいちで。

　う、うーん、気まずいな、どうしたもんか……

「……」

「……」

「……」

　そのまままたしばらくの間沈ちん黙もく状態が続いていて。

　辺りに響ひびくのは地面を打つ雨音だけになったところで。




「…………どうして、追いかけてきたのよ……？」




「え？」

　と、澄花がぽつりとそうつぶやいた。

「……放っておいてって言ったでしょう？　ちょっと頭を冷やしたらすぐに戻もどったのに、大げさにしないで」

「いやそれは……」

　放っておいてと言われて放っておけるわけがないというか……

　とりつく島のないその物言いに困った顔になる行人の隣となりで、夏奈が。

「だ、だって、私、澄花にまた余計なことを言っちゃったから……」

「……」

「だから、その、謝ろうと思って……」

　顔をうつむかせながら小さくそうつぶやく。

　その様子に、澄すみ花かはふーっとため息を吐ついて。

「……もういいって。確かに私も言い過ぎたし、逃にげちゃったのも悪かったと思う。でももうこれ以上余計なことはしないで。私に構い過ぎないで。どうせ何を言ったって私たちは他人なんだし、『聖地巡じゆん礼れい』部とか、私はいいから……」

「澄花……」

「そ、そっか、やっぱり、迷めい惑わく、かな……」

「…………」

「……そ、っか……」

「…………」

　夏か奈なの言葉に澄花は答えない。

　ただきゅっと唇くちびるを嚙かみしめて、夏奈とは目を合わせずに明後日の方向を見つめている。

　その表情からは明らかにそれが本心でないことは見て取れて……

「……」

　あー、もう、何だってこんな嚙み合わない感じなんだ……！

　二人ともお互たがいに言いたいことはもっと他にあるだろうに、見ていてじれったいというか、イライラしてくる……！

「……まったく、どっちもどっちだな」

「え……？」

「何よ……？」

「言葉の通りだよ。澄花は澄花で構うな構うなって、そのくせ構ってくれなくなるとすぐにすねる子供だし、夏奈は夏奈で必要以上に構い過ぎる割にはすぐに迷惑だとか言って引いて落ち込む。どっちもどっちだ。こんなんじゃそりゃあうまくいくはずがない。まったく、時間の無む駄だなことこの上ないっていうかな……」

「！　ちょ、ちょっとイクイク、それは言い過ぎだよ……！」

「……ハゲ丸のくせに、言っていいことと悪いことがあるでしょう……！」

「そんなの知らないね。どうせ澄花は夏奈のことなんて小うるさいお節介な小こ姑じゆうとくらいにしか思ってないんだろう？　昔に家が近所でたまたま小学校が同じなだけだった腐くされ縁えん。夏奈だってそうだ。どうせ澄花がかわいそうだと思って色々とやってるだけだ。で、ちょっとうまくいかないとすぐに放り出す。ファッション感覚のボランティアで構ってただけだろ？」

「な……」

「イ、イクイク……」

　その言葉を聞いた二人の顔色が変わる。

「い、いいかげんにしなさいよね……っ！　このハゲ……!!」

「いくらイクイクでも……それは許せないよ……！」

　揃そろって声を荒あららげて。




　バチン……！




　次の瞬しゆん間かん、二人の手が行いく人との頰ほおを叩たたいていた。

「じ、事情も知らないくせに勝手なことばっかり言って……！　か、夏か奈ながそんな風に私に接してるんじゃないことくらい分かってるわよ……！　そんな風に上から目線でモノを言ってくるような子じゃない……！　ただ……ただ……私が狭きよう量りようだから、それを受け入れられないだけなんだから……っ！」

「わ、私のことを悪く言うのはいいよ！　でも澄すみ花かのことは悪く言わないで……！　澄花が私のことをそんな風に思ってないことは分かってる……！　澄花はそんな風にだれかのことを心から疎うとましく思ったりしないのは分かってる！　悪いのは無ぶ遠えん慮りよな私なんだから……！」

　本当に怒おこっている顔でそう叫さけぶ。

　その内容は、お互たがいにお互いのことを思おもい遣やるものであり──

「……やっと、本心を見せたな」

「え？」

「え……？」

「二人とも……お互いのことをお互い以上によく分かってるじゃないか。あとはそれを言葉にしてお互いに言うだけだったってのに……」

　そう、行人なんかが特に横から口出しなんてしなくても、この二人は互いに互いのことをよく知り合ってるんだよ。

　十年来の幼なじみ。

　ここ数ヶ月で知り合った行人なんかとは年ねん季きがそれこそ桁けた違ちがいに違ちがっている。

　ただ色々とすれ違いがあったせいで、お互いにそれを口にすることが遠慮し合ってたってだけで。

「そ、それは……」

「わ、私……」

　図星なのか二人とも何を言っていいのか分からないって表情で口をつぐんでしまう。

　だけどやがて。




「……そうだね、そうかもしれない」

「澄すみ花か……？」

「……夏か奈なはいつだって私のことを考えてくれていた。私のためになるようにがんばってくれてた……。……だけど、私はそれを頭ごなしに否定して……」

「そ、そんなことない！　澄花は悪くなんてない。私が澄花の気持ちを考えないでズカズカと踏ふみ込こんじゃったから……」

「……そうかもしれない。でも、私もきちんと言うべきだった。うるさいとか、お節介だとかの言葉で逃にげないで、何がよくて、何がイヤなのか……。……それに、踏み込まれてイヤなことばっかりじゃなかったんだよ。それは確かに夏奈の行動力にびっくりさせられることも多かったけど、強引に夏奈が引っ張ってくれて、嬉うれしかったこともあった、楽しかったこともあった……。それなのに、私は夏奈を全部否定するみたいなこと……」

「澄花……」

「……だから、その、私の方こそ、ごめん……」

　ぎゅっと目をつむって深々と頭を下げる。

　そして顔を上げると、夏奈の目を正面から真っ直ぐに見て。

「……これからは、きちんと言う。何がイヤなのか、何がいいのか。ここまではいいけどここから先は踏み込んでほしくない。その境界を。だから夏奈も遠えん慮りよしないで。これからもいつもの夏奈のペースでどんどん踏み込んでほしい……」

「あ……」

　その言葉に夏奈は不意打ちを食らったかのようだった。

　目をぱちぱちとさせながら少しの間言葉を失う。

　だけどすぐに澄花の目を真っ直ぐに見返し大きくうなずいて。

「……う、うん、分かった！　これからも私は澄花に踏み込んでいく。どんどん踏み込んでどんどん突つっ込こんでいく。遠慮なんてしないよ！　それでまた澄花を怒おこらせちゃうかもしれないけど……その時はまた、こうやってケンカしよう？」

「ん……そうね。そうしよう」

　そう言い合って。

　二人ぎゅっと固く手を握にぎり合あった。

　その表情にはもうわだかまりやぎこちなさは欠片もなくて……

「……」

　うん、どうやら無事に仲直りできたみたいだな。

　それも上辺だけのお互いに探り合うようなものじゃなくて、本当に心の奥おく底そこにある本音レベルで。

　もともと付き合いの長い二人なんだから、本来なら行いく人とが何もしなくたって、ちょっとしたきっかけがあればすぐにこういう展開になったはずなんだよ。

　目の前の光景を遠巻きに見ながらそんなことを思っていると。

「……ありがとう、イクイク」

「え？」

「イクイクのおかげだよ。イクイクがお膳ぜん立だてしてくれたおかげで、こうやって澄すみ花かと仲直りして、本当の友達になることができた。こうなることを予想して、あんなことを言ったんでしょ？　そうじゃなきゃイクイクがあんなこと言うわけないもん」

「あー、それは……」

「ふ、ふん……それくらい私たちに見み抜ぬけないと思った？　まったく、行いく人とのくせに小こ賢ざかしいんだから………………でも、ありがとう」

　二人揃そろってそんなことを言いながら頭を下げてくる。

　う、うーん、まいったな。それは確かに二人を仲直りさせるためにやったことで間ま違ちがいはないんだけど、なんかこうやって真っ正面からお礼を言われるとどういうリアクションを取っていいか分からないというか……

　軽い困こん惑わく状態になる行人に。

「……でも、全部行人の思い通りっていうのも気に入らないわよね」

「……え？」

「ん、それはそうかも。色々言われたい放題でもあったしなー」

「ここはやっぱり、もう一発でっかいのをお見み舞まいしとかないと気が済まない感じよね。こう、がつんと」

「ん、さんせーい♪」

「え、ちょ……」

　何か話がよろしくない方に転がり始めてる気がするんですが……

　そこはかとなくイヤな予感がして後ずさる行人に、澄花と夏奈は拳こぶしにはーっと息を吹きかけて。

「ほら、覚かく悟ごを決めて目をつむりなさい。抵てい抗こうするとかえって痛いわよ」

「往おう生じよう際ぎわ悪いのはイクイクらしくないぞー」

　両サイドからにっこり笑顔とともに詰つめ寄よってくる。うう、これはもう観念するしかないか……

「……わ、分かったよ、お手柔らかに頼たのむ……」

　諦あきらめて目をつむる。

　これはグーパンチの一つや二つくらい覚悟しなければならないか……

　何秒後かにやって来るだろうインパクトに耐たえるためにグッと顔面に力を入れる行人に。




　フッ……

「……？」

　両りよう頰ほおに、何かふんわりとそれまで経験したことのない感かん触しよくがソフトタッチした。

　拳こぶしとは明らかに違ちがう……柔やわらかくて温かい何か。

「え……？」

　え、何、今の……？

　何が起こったのかがさっぱり分からずに目をパチパチとさせるしかない行いく人とに。

　澄すみ花かと夏か奈なは意味ありげに笑って。

「ひ、秘密よ……」「へへ、秘密だよー♪」

　と、声を揃そろえて口にしたのだった。

　む、むう、何なんだろうね、一体……？

[image: ]







　　　４




「あらあらみなさん、お帰りなさいませ～」

　ゲリラ豪ごう雨うが止むのを待って道の入り口へと戻もどってくると、クレイジートラック家政婦さんこと美み奈な衣いさんが笑顔で迎えてくれた。

「お疲れさまでした～。途と中ちゆうで雨雲が近づいてきていたようですけれど、大だい丈じよう夫ぶでしたか～？」

「あ、はい。何とか雨宿りできたんで……」

「そうですか、それならよかったです。……あら？」

「？」

　と、そこで澄すみ花かと夏か奈なの顔をまじまじと見て。

「あの～、お二人とも何かありました～？」

「え？」

「何か？」

「はい～。何だか吹っ切れたようなとても明るい表情をしてらっしゃいます。今朝までとは全然違ちがうといいますか……」

　首を傾かたむけながらそう言ってくる。

　その言葉に澄花と夏奈は顔を合わせて。

「……何か、か。うん、あったかもしれないわね」

「そうだね、うん、あったよ。とっても大事なことが」

「あらあら～？」

　笑い合いながらそんなことを口にする。

　きっと今回の一連のケンカを経て──二人は本当の友達になることができたんだろうね。

　本音でお互たがいのことを言い合うことができ、本気でお互いのためにぶつかり合うことができる、親友という関係。

　まさに怪け我がの功名というか何というか。

　だけど今回の『あの花』のテーマにも『友達』や『友情』がメインテーマとして含ふくまれていることを考えると、このことも何だか偶ぐう然ぜんじゃないような不思議な気もするね。

「──さ、それじゃあ無事に最後の『聖地』も巡じゆん礼れいしたことだし、そろそろ帰るわよ！」

　と、澄花が高らかにそう宣言した。

「ん、そうだねー。──あ、でもお土産買っていかなくちゃ。澄花、何かお勧めってある？」

「お土産？　そうね、たくさんあるわ。それこそ秩父ちちぶそばとか、岩魚いわなすしとか、あとはやっぱり『あの花』関連のもろもろは外せない感じで……」

「そなんだ？　じゃあ澄すみ花かが選んで選んで。お父さんとお母さんと妹と、あとクラスの友達にも買っていかなきゃ」

「も、もう、しょうがないわね……じゃあお土産マイスター澄花と呼ばれた私の選定眼を見せてあげるわ」

　どん、と慎つつましげな胸を叩たたきながら楽しそうに笑い合う。

　うん、もうすっかり元通りの──いや元以上の仲のいい友達だね。

　それを後ろから微笑ほほえましい心地で見ていた行いく人とに。

「行人さん、ありがとうございました～」

　と、美み奈な衣いさんからそんなことを言われた。

「詳くわしい事情は分かりませんが、澄花さんたちを変えてくださったのはきっと行人さんなんですよね？」

「え、いやそんな……」

　ちょっと手助けというかきっかけを作っただけで……

「ふふふ、澄花さんたちの様子を見たら分かります。これでも伊だ達てに七年間、澄花さんの家政婦をやっておりませんから。──だから、本当にありがとうございます」

　一いつ瞬しゆんだけ真しん剣けんな表情になって深々と頭を下げてくる。

「あ、や、その……」

　う、うーん、澄花と夏か奈なの二人だけでなく、こうしてこの家政婦さんにまでこんなことを言われると何て答えていいかますます分からなくなってくるというか……

　困こん惑わくの極みになる行人に。

　いつの間にか顔を上げた美奈衣さんが穏おだやかに微笑んでいたのだった。







　そんなこんなで。

　色々あった一いつ泊ぱく二日の秩父ちちぶ『あの花』『聖地巡じゆん礼れい』旅行は終わりを告げたのだった。
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　数日が経った。

　秩父『聖地巡礼』から帰き還かんして一週間も過ぎていないまだまだ夏休み真っ盛りなある日。

　その日もまた──行人は花はな屋や敷しき邸ていにいた。

「ええと、こっちが多た摩まセンターの『聖地』の写真で、そっちが立たち川かわの『聖地』の写真でだったっけ？」

「うん、そう。そこにまとめてあるのが秩父ちちぶ市内の『聖地』の写真ね。ふふ、行いく人との女装姿、なかなか似合ってたわよ♪」

「それはもう忘れてくれ……」

　多た摩まセンター・立たち川かわと秩父『聖地巡じゆん礼れい』の諸記録をまとめて澄すみ花かのブログを更新したりニコ動のコミュニティにアップしたりするのを手伝うためである。

「ん、この写真はどうすればいいんだ？」

「あ、それは舞ぶ台たい再現のやつね。専用のフォルダがあるからひとまずはそこにまとめておいてもらえるかしら？」

「ラジャ。こっちの動画ファイルは──」

「それはね……」

　そんなやり取りをしながら二時間ほど作業をしていて。

「──ふう、ちょっと疲つかれたわね。ここらで一休みしましょうか」

「ん、そうだな」

「は～い、お二人とも、ブレイクタイムですよ～♪」

　ちょうどいいタイミングで美み奈な衣いさんが水ようかんと冷たい麦茶とを持ってきてくれた。

　それらを口にしながら思い思いに休きゆう憩けいを取る。

「……」

「……」

　お互たがいに何となくリラックスしながらも、会話がなくても特に気まずくない気の置けない空気。

　ゆったりとした心落ち着く時間の流れ。

　──それにしても不思議だね。

　氷で冷えた麦茶を口に運びながらふと思う。

　今の行人の状じよう況きよう。ほんの三ヶ月前までは知り合ってすらいなかったこのツンデラックスガールと、今ではこうしてほぼ毎日会って何かしらのことをしている。『聖地巡礼』の企き画かくを話し合ったり、何でもないような他愛のない話をしたり、はたまたいっしょに一いつ泊ぱく旅行に行ったりと。

　それは普ふ通つうだったらあり得なかった状況であり、まさに『聖地巡礼』が結びつけてくれた縁えんであり……

　そんなことを何となく考えていると。




「……ねえ行人、『聖地巡礼』って、不思議だね……」




「え？」

　と、ふいに澄花がそんなことを口にした。

「『聖地巡じゆん礼れい』をやろうと決意してから……私、これまでにできなかったたくさんの体験をすることができた。それまで憧あこがれるだけだった『聖地』に実際に訪れて、そこで色々なものを見て、色々なことを吸収して、学校にも行けるようになった……それにその、い、行いく人ととこうして……と、友達になれたのも、『聖地巡礼』があったから……」

「そうだな……」

　行人が学校に来ていなかった澄すみ花かのもとをただ訪れただけじゃあ、澄花に『聖地巡礼』の趣味がなくてあのジオラマを見ることがなければ、こうして行人が澄花と『聖地巡礼』にここまで興味を持つことはなかっただろう。

　実際に二人でいくつもの『聖地』を訪れることがなかったら、『聖地巡礼』に関する作業を二人でいっしょにやることがなかったら、ここまで澄花と親しくなることはなかっただろう。

　一つ一つは偶ぐう然ぜんの積み重ねかもしれないけど、そう考えると本当に『聖地巡礼』がもたらしてくれた縁えんとしか言いようがなくて。

　澄花は続ける。

「それだけじゃない……今回の『聖地巡礼』があったから、私は長い間踏ふみ込こむことをお互たがいにためらっていた夏か奈なと本音で話すことができた。本当の親友になることができた。それはかけがえのない体験……」

「……」

「……だからね、私……この『聖地巡礼』の楽しさを、この体験を色んな人と分かち合いたいって思った。私たちだけじゃなくて、それを求めるたくさんの人たちと……」

　そこで澄花は一度言葉を切った。

　行人だけでなく自分にも言い聞かせるように言葉をためると。




「──だから私、『聖地巡礼』部を作りたい」




　大きく息を吐はいて、そう口にした。

「それって……」

「……うん、秩父ちちぶで夏奈が言ってくれてたこと。それを……実現したい。みんなで『聖地巡礼』の楽しみを共有できる『聖地巡礼』部。もちろん色々と大変だと思うけど、それでもやりたいの。挑ちよう戦せん……したいの」

　まだどこか自信なさげではあったけど、ハッキリとした意思を伴ともなう声でそう宣言する。

　その目には未来のことを見み据すえた光が確かに宿っていたのであって……

　思わず行人も口にしていた。

「──そ、そうか！　うん、いいと思う！　『聖地巡礼』部……大賛成だ！」

「そ、そう？　ほんとに、そう……思う？」

「ああ、もちろんだ！」

「う、うん、ありがとう……そう言ってくれると嬉うれしい、かな……。で、でも……」

「？」

　そこで微び妙みように顔をうつむかせると。

　少しだけ声を小さくして。

「……で、でもね、私はそういう何かを一からやったりするのは初めてだし、学校のルールとかもよく分かってない。色々とつまずくこともたくさんあると思う。……だ、だから、その、行いく人とも、て、手伝ってくれるかな……？」

　このツンデラックスガールには珍めずらしい遠えん慮りよがちな表情で見上げながらそう尋たずねてくる。

　それに対する行人の答えなんて、もう一つしかないに決まってるだろ。

　だから澄花の顔を真っ直ぐに見返して。

　行人は間かん髪はつ入いれずにこう答えた。




「──ああ、当たり前だろ！」
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　八月に入った夏休みのある日。

　行いく人とたちは学校のとある一室にいた。

「──ふふふ、ここが九月から私たちの『聖地巡じゆん礼れい』部の部室になるのね。うん、なかなか広いし、悪くないわ」

　部屋内を見み渡わたしながら満足げに澄すみ花かがそう口にする。

「部じゃなくてまだ同好会だけどな」

「もう、細かいことはいいのよ。あんまり細かいことばっかり気にしてるとなおさらハゲるわよ？　大事なのは今日が始まりってことなんだから」

　ここは桐とう葉よう学園の文化部部室棟とうにある空き部屋である。

　広さ十畳じようほどの半ば倉庫みたいになっている部屋。

　何だって行人たちがここにいるのかというと……今まさに澄花が口にした通り、『聖地巡礼』部を立ち上げることとなったからである。

　先日の秩父ちちぶへの聖地巡礼の際に話題になった『聖地巡礼』部。

　とはいえ暫ざん定てい部員はまだ澄花、行人、夏か奈なの三人しかいなかったため、部ではなく同好会扱あつかいである。部に昇しよう格かくさせるためには部員が最低あと二人は必要だとか。とはいえ夏休み中にも関わらずここまでスムーズに事を運ぶことができたのは、ひとえに夏奈が色々と奔ほん走そうしてくれたのと担任の佐さ伯えき先生が口添えをしてくれたおかげだった。二人には本当に感謝だな。

「さ、それじゃあ張り切って片付けを始めるわよ。新学期までにこの倉庫みたいな部屋をきれいにして私たちの王国を作らないといけないんだから」

「ん、分かった」

　うなずき返して二人で部屋の片付けを始める。

　部屋はこれまで使われていなかったためなかなかにカオス状態だった。

　辺りには中に何が入っているかいまいち不明なダンボールやら紙の束の山やらなぜか薬局でよく見かける象ぞうさんの人形やらが散乱した状態。手分けしてそれらを分類して収納したりゴミ出ししたりしていく。

「く……ゲームと違ちがって実際の片付けって大変ね。自じ慢まんじゃないけどこれまで片付けなんてパソコンの中のフォルダ整理しかしたことがないっていうのに……」

「自分の部屋はどうしてたんだ？」

「美み奈な衣いがやってくれてたわ。あれを見る限り片付けなんて簡単だと思ったのに……」

「……」

　そういえばこのツンデラックスガールはけっこうな箱入りお嬢じよう様さま（文字通り）だったことが判明したんでしたっけね。

　とはいえそのお嬢様が自分でこの部屋を片付けようと思っただけでもかなりの進歩だろう。それだけこの『聖地巡じゆん礼れい』部には前向きってことだよな。

「ねえ、ちょっと、この掃そう除じ機きってどうやって使うの？　私、ルンバちゃんしか使ったことがないから分からないんだけど」

「……ん、ああ、それはな──」

　まあ掃除機のノズルの伸ばし方から説明しないとならないのは少しばかりアレだけど。

　そんな感じでその日から毎日コツコツと片付けを続け──







「──ふう、だいぶ片付いてきたわね」

　──通うこと一週間ほど。

　様々な物で山積みだった部屋は程よく整せい頓とんされて、ようやく部室らしくなってきていた。

「ここにはこれまでの『聖地巡礼』でゲットしてきたお土産を置いて、あそこには『聖地』ジオラマをセットして、それでこっちの壁かべには巡礼マップを貼はって……ふふふ、ここは部長席で決まりね。でっかく『部長』って書いたネームプレートを用意してやるんだから♪」

「やっぱりここにもコタツを置くんだ……」

　部屋の中央奥おくにドン！　と置かれた見慣れたコタツを見て思わずそんな言葉が漏もれる。

「当然でしょ。これはもう私の身体の一部みたいなもんなんだから。あ、行いく人とには栄はえある副部長の座を用意してあるから。ありがたく思ってよね」

「さいですか」

　まあいまだに『聖地巡礼』に行く際には必ずリヤカーの中に持ち込んでるし、自室でも絶賛現役稼か動どう中ちゆうだし、きっとコタツは澄すみ花かにとって切っても切きり離はなせないものなんだろう。さらりと副部長を拝はい命めいされていたのはともかくとして、それはもうそういうものなんだと納得するしかない。

「ま、とりあえず片付けの目め処ども立ってきたし、この辺で少し休きゆう憩けいにするわよ」

「ん、そうだな。これなら今日中に終わるだろうし」

　あとは部屋内に備品を持ち込む際に出たダンボールゴミをまとめて外に出すくらいだ。一、二時間もあれば済むだろう。

　副部長用にと用意されたパイプ椅い子すに腰こしを下ろして美み奈な衣いさんが持たせてくれた魔ま法ほう瓶びんの麦茶を飲んでいて。

「──あ、そうだ、せっかくだから少し校舎の中を案内してくれない？」

「校舎の中を？」

　と、澄花がそんなことを言ってきた。

「うん、そう。ほら、その、何だかんだで登校するようになってから色々とあったからまだあんまり校舎内の構造を把は握あくできてないし……。それにここの校舎は行人のおかげで『聖地』なんだから。一度ちゃんと巡じゆん礼れいしておく必要があるでしょ？」

「なるほど……」

　確かにそういうことなら案内する必要がありそうだな。

「分かった、じゃあちょっと回ってみるか」

「うん、れっつごー！」

　ぴょこんと澄すみ花かがコタツから飛び出て。

　二人で校舎内を歩いてみることとなった。







　夏休み中の校舎にはあまり人の姿はなかった。

　普ふ段だんは生徒で賑にぎわう広い廊ろう下かはガランとしていて行いく人とたち以外の姿はなく、人の気配を感じさせるものといえば時折窓の外から聞こえてくる運動部がグラウンドで活動する声くらいである。

「ええと、それじゃあどこから案内すればいいんだ？」

「順番にお願い。私、教室とトイレ以外はほとんど分からないから」

「ん、了解」

　うなずき返して。

　順に校舎の中の主要な施し設せつを回っていく。

「ここが音楽室だ。放課後には臨時教師の先生がよくピアノを弾ひいたりしてるな」

「うんうん」

「ここは購こう買ばいだな。今日は閉まってるけど、いつも昼飯時は人で溢あふれてほとんど戦場みたいになるんだ。ちなみに一番人気は富ふ士じの宮みやヤキソバパンらしい」

「へえ……Ｂ級グルメ推おしなのね」

「そこは図書室だ。ここも今日は閉まってるみたいだけど……」

「あ、ここ、アニメで見た！　『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』の中で！　あのねあのね、『ノクターン女学院』だけじゃなくて、『乃木坂春香の秘密』でも『聖地』として使ってくれたんだよ！」

「そうなのか？」

「うん、テレビシリーズじゃなくてＯＶＡの『ふぃな～れ♪』の方なんだけど、ここで春香ちゃんがお嬢じよう様さまポーズを取りながらにっこりと微笑ほほえんで──きゃっ」

　何かのマネをしようとしたのかスカートの裾すそを指でつまんで一回転しようとして、澄花が足をもつれさせた。

「澄花！」

　慌あわてて駆かけ寄よって手を差し出す。

　幸いあまり距きよ離りは離はなれていなかったため、後ろにひっくり返る寸前でそのちんまい身体を抱だきとめることができた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、うん、ありがとう、助かった。ま、まったく、危うく春はる香かちゃんみたいに空中五回転半をしちゃうところだったわ……」

　少しだけ恥はずかしそうに顔を背そむけながらそう口にする。

　よく分からんけど何かの舞ぶ台たい再現をやろうとでもしてたのかね。

　澄すみ花かの身体を起こしながら首を捻ひねっていて。

　と──澄花の足に擦かすり傷きずのようなものがあるのを発見した。

「！　怪け我がしたのか！」

「あ、みたいね。でもちょっと擦っただけだから──」

「大変だ、保健室に行かんと！　あ、でも先生がいないから近くの病院に──」

「ちょ、ちょっと……そんな大げさなものじゃないって！　普ふ通つうに歩けるし、絆ばん創そう膏こうでも貼はっておけば十分よ。だから……」

「え？」

「その……下ろしてくれると助かるんだけど」

「あ……」

　言われてハッとなる。

　気付けば澄花を運ぶために抱だき上あげていて、半ばお姫ひめ様さま抱だっこのような体になってしまっていて……

「──す、すまん！」

「え？　あ、う、ううん！」

　慌あわてて澄花を床に下ろす。

「ま、まったく……行いく人とは時々こうやってムダに男らしくなるから油断がならないわ。す、少しだけ、どきどきしちゃったじゃない……」

「？　なんか言ったか？」

「！　な、何でもないわよ。い、いいから次に行く、次！　怪我はだいじょうぶだからっ！」

「??」

　何だってそんなツンツンしてるんでしょうね？

　や、怪我が大したことがなかったのはよかったんだけどさ。







　そんな風にして校舎内を回っていて。

　行人たちが最後にやって来たのは屋上だった。

　少しだけ日が傾かたむいてオレンジ色に染そまり始めた屋上。

「わあ、きれいね……」

「ああ、ちょうどいい時間帯だな」

「まるでアニメの一場面みたい……」

　黄昏たそがれに彩いろどられた屋上。

　そこは見慣れたはずの空間でありながらどこか非日常的な雰ふん囲い気きがするというか幻想的で……

　しばらくの間二人で言葉もなくその光景を眺ながめていて。




「──行いく人と、ありがとうね」




「え？」

　ふと、つぶやくように澄すみ花かがそうぽつりと口にした。

「行人がいなかったから……今のこんな状じよう況きようはなかった。部屋から出ようとすることも、実際に『聖地巡じゆん礼れい』をしようとすることも、学校に行こうとすることも……そして、こんな風に『聖地巡礼』部を立ち上げようだなんて思うことは……。これも全部……行人のおかげだよ」

「や、それは……」

　確かに行人がいくらかは助力した部分もあったけれど、それでも大部分は澄花自身の力だ。

　澄花ががんばって状況を変えようとして、自分の意思で『聖地巡礼』を始めて、自分の足で動いたからこそ……今のこの状況があると行人は思っている。

　だけど澄花はふるふると首を振ふって。

「そんなことない。行人の後あと押おしがあったから、行人が傍そばにいてくれるって言ってくれたから、私は何とか前に進むことができただけだよ。行人がいなかったら、今でも部屋で引きこもってジオラマを作ってるだけだったと思う」

「……」

　……う、うーん、そこまで言われるほど大したことはしてないと思うんだけどなー

　本当にサポートにすぎないというか、ほんのとっかかりを作っただけというか……

　何と答えていいか分からずに戸と惑まどう行人に。

「……だ、だから、これは、そのお礼」

「え……？」




　ちゅ……♪




　ふ……っと、柔やわらかくて温かな感かん触しよくが頰ほおにタッチした。

　それは秩父ちちぶ『聖地巡礼』の二日目に体験したものと同じものであり……え、今のって……？

[image: ]

「──あ、あの時は夏か奈なといっしょだったから、今回は澄すみ花かちゃん単独のお礼参りよ。さ、さあ、お礼タイムは終了。部室に戻もどって最後の片付けをやっちゃうわよ！　今日中には仕上げるんだから」

「え、あ、ああ」

「ほ、ほら、ちゃっちゃと歩く！　行いく人とと私の……『花はな屋や敷しき澄花の聖地巡じゆん礼れい』の第二章はここから始まるんだからっ」

　そう早口で言ってたたたっと屋上の出入り口へと走って行く。

　その後ろ姿を目で追って。

「ま、まあ……いいか……」

　何となくもやっとした心地のまま、後を追ったのだった。





ＥＮＤ












　あとがき




　こんにちは五十嵐雄策です。

『花はな屋や敷しき澄すみ花かの聖地巡じゆん礼れい』第２巻をお届けいたします。







　今回は夏休み前から夏休みにかけてのお話で、舞ぶ台たいとなる『聖地』は多た摩まセンター、立たち川かわ、秩ちち父ぶとなっております。




　さてさて、突とつ然ぜんですが、実は今作がデビューから数えて筆者三十冊目の本だったりします。

　コラボ本などを入れると少し変わってくるのですが、著ちよ者しや単独のものとしては三十冊目。

　改めて振ふり返かえってみるとここまで長かったような短かったような……ですがここまでがんばってこられたのはひとえに読者の皆みな様さまがいらっしゃったからだと思っております。さらには今月十月でデビューから丸九年、いよいよ十年目に突とつ入にゆうします。十年一区切りということでこれからも初心を忘れずにかつ新しい気持ちでがんばっていければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感謝の言葉を。




　担当編集の和田さま三木さま。今回も色々とチェック事じ項こうが多い中ありがとうございました！

　イラストの三輪フタバさま。遅おくれ気ぎ味みなスケジュールの中、素敵なイラストをありがとうございます。今回もイラストを見るのが楽しみでたまりません……！













　そして最後になりますがこの本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。




　それではまたお会いできることを願って──








二○一三年八月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の聖地巡礼。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。気づけば今巻で記念の30冊目、作家活動も10年目に突入！　熱い想いはあとがきでも触れてますが、まだまだ長い聖地巡礼の途中です！
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イラスト／三み輪わフタバ

三輪フタバの聖地巡礼。10月28日生まれのＯ型。「電撃萌王」にて連載された、５人のバスケ少女がゆる～いテンションで楽しめる『ロウきゅーぶ！よんこま』第２巻（完結）発売中～！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「三輪フタバ先生」係
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[image: ]電撃文庫





花はな屋や敷しき澄すみ花かの聖せい地ち巡じゆん礼れい②








五十嵐いがらし雄ゆう策さく





発　行　　　　2015年3月12日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 YUSAKU IGARASHI





※2013年10月10日発行の電撃文庫『花屋敷澄花の聖地巡礼②』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg





item/image/p164.jpg





item/image/cover.jpg
e AT y
-‘-mﬁ%\ . )
e <






item/image/p036.jpg
R TTITITR





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p073.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/p105.jpg





item/image/p104.jpg





item/image/p224.jpg
AT
2 N
N AN
(i






item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第１話



		第２話



		第３話



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/k002.jpg
yuarei Honayashiki Sumika no Seichi Jyuarei Hanal

B35

yunrei Honoyoshiki Sumika no Seichi Jyuarei Hanoy

Designed by Toru Suzuki





item/image/k001.jpg





item/image/p136.jpg





item/image/k004.jpg
\
A
™ * \\\
= | Ao)
4P
Y
WA
LT 7N
=
o7
20
2
i€
B3
2%

POFAID

— R
[ StACRIE | 19t , &S]

=
-






item/image/k003.jpg





item/image/p050.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/t004.jpg





item/image/p203.jpg
) “‘;‘ | |
““v“ . 1.r / | f o
l - 4 j
/‘/
7 | a’ / ﬂﬂ‘:
ON

W)






item/image/p009.jpg
A+ =R

1szre=8R 7N





